
〒331-0812　埼玉県さいたま市北区宮原町 2 丁目 51 番 39

公益社団法人埼玉県診療放射線技師会

TEL  048-664-2728

FAX  048-664-2733

www.sart.jp

sart@beige.ocn.ne.jp

領布価格　1,000 円（会誌購読料は会費に含まれる）

NO.1
2015

埼玉放射線　第 63 巻　第 1 号　通巻 239 号　平成 10 年 1 月 16 日　第四種郵便物認可
Ｉ Ｓ Ｓ Ｎ 　２ １ ８ ６ − ５ ７ １ Ｘ

学術大会発表前抄録
学術特集「組織環境のマネジメント」

束 4.5 ｍｍ

＃770457　表1-4

埼
玉
放
射
線

第
一
号

　二
三
九
号

第
六
十
三
巻

公
益
社
団
法
人
埼
玉
県
診
療
放
射
線
技
師
会

学
術
大
会
発
表
前
抄
録
・
学
術
特
集

2
0
1
5
・

月
１

http://www.sart.jp
E-mail sart@beige.ocn.ne.jp

公益社団法人埼玉県診療放射線技師会

　



CONTENTS

RADIOLOGICAL
     SAITAMA
R

＃770457　表2-3

JANU
ARY

 Vol.63

2015
/1

 学術大会

第 30 回埼玉県診療放射線技師学術大会
テーマ

温故知新
〜 1 step 2 the future 〜

参加登録手続きについて��������������������15
第 30 回埼玉県診療放射線技師学術大会プログラム���������16
第 30 回埼玉県診療放射線技師学術大会案内図�����������17
■シンポジウム①
　画像診断をマネジメントしよう！���������������18
■シンポジウム②
　放射線技術〜現在・過去・未来〜���������������19
■テクニカルディスカッション②MRI
　安全にMRI 検査を行うために� ����������������20
■読影コーナー案内
　モニター読影による第 1回読影コンテスト開催！� �������21
演題発表要綱�������������������������22
■一般演題目次������������������������24
　演題群Ⅰ　一般①
　演題群Ⅱ　一般②
　演題群Ⅲ　治療
　演題群Ⅳ　CT
　演題群Ⅴ　RI
　演題群Ⅵ　MMG・骨塩定量
　演題群Ⅶ　MR
　演題群Ⅷ　一般・透視
■一般演題抄録������������������������27
　演題群Ⅰ〜Ⅷ

 巻頭言
埼玉県診療放射線技師会から日本診療放射線技師会へ提言
公益社団法人埼玉県診療放射線技師会
会　長　田中　宏����������������� 2
 告　示
告　示��������������������� 3
 会　告
第30回埼玉県診療放射線技師学術大会�������� 4
第30回埼玉県診療放射線技師学術大会機器展示募集案内�� 5
第4回公益社団法人埼玉県診療放射線技師会定期総会のお知らせ�� 6
平成26年度　埼玉県診療放射線技師会認定試験
� （胸部・上部消化管・CT）のお知らせ�� 7
乳腺画像セミナー開催のお知らせ����������� 8
第20回CT関連情報研究会のご案内� �������� 9
 お知らせ
平成26年度　第2回日本放射線技術学会関東部会学術講演会�� 10
第31回SAITAMA�MRI�Conferenceのご案内� ���� 12
 学術特集
組織環境のマネジメント��������������� 41
 技術解説
「Virtual�Grid技術について」������������� 49
 本会の動き
リレー・フォー・ライフ　報告書������������� 52
平成26年度　MRI基礎講習会の開催報告������� 54
平成26年度　第1回DR計測セミナー開催報告� ���� 55
平成26年度　役員研修会報告������������ 56
 報　告
（公社）日本診療放射線技師会　診療放射線技師基礎講習
�「X線CT検査講習会」北関東地域（埼玉県）開催報告�� 57
 各支部掲示板
第一支部�������������������� 58
第二支部�������������������� 61
第三支部�������������������� 66
第四支部�������������������� 67
第五支部�������������������� 72
第六支部�������������������� 73
 各支部勉強会情報
各支部勉強会情報���������������� 77
 求人コーナー
求人コーナー������������������� 80
 議事録
平成26年度　第3回常務理事会議事録（抄）������ 83
平成26年度　第4回常務理事会議事録（抄）������ 84
平成26年度　第4回理事会議事録（抄）�������� 85
会員の動向（平成26年11月30日現在）��������� 87
 自由投稿
―�みんなのカプリッチオ�―
SARTランニングクラブ2014秋� ����������� 88
 役員名簿
平成26年度役員名簿���������������� 90

正会員入会申込書���������������92
退会届�������������������94
ＦＡＸ申込書������������������95
年間スケジュール� ��������������96
編集後記

下田の日の出

表紙の解説

写真提供　星野　弘�氏



1  （1）

新年明けまして
おめでとうございます

　会員の皆さまには、希望に満ちた平成27年の新春を

お迎えのことと心よりお慶び申し上げます。また平素

は、本会の運営に際しまして格別なご支援とご協力を

賜っておりますことに深く感謝申し上げます。

　本年も、公益社団法人の精神と職能団体の役割を果

たすために、会員の皆さまと生き抜く決意を内外に宣

言し、新年の挨拶とさせていただきます。

会　長� 田中　　宏

副会長� 堀江　好一

副会長� 富田　博信

常務理事（総務）� 芦葉　弘志

常務理事（総務）� 平野　雅弥

常務理事（財務）� 結城　朋子

常務理事（学術）� 今出　克利

常務理事（編集・情報）� 潮田　陽一

常務理事（公益）� 佐々木　健

理事（学術）� 栗田　幸喜

理事（学術）� 城處　洋輔

理事（編集・情報）� 八木沢英樹

理事（公益）� 西山　史朗

理事（第一支部）� 双木　邦博

理事（第二支部）� 大西　圭一

理事（第三支部）� 渡部　進一

理事（第四支部）� 齋藤　幸夫

理事（第五支部）� 矢崎　一郎

理事（第六支部）� 高嶋　　豊

監事� 山本　英明

監事� 鈴木　正人

顧問� 橋本　里見

� 公益社団法人埼玉県診療放射線技師会
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　我が国は世界一の長寿社
会であり、人口に対する高
齢化率（65 歳以上）は、
平成 27 年は 26.8%、平成
37 年では 30.3%（内閣府）
と言われています。それは

社会が成熟した結果であり、幸せな社会であると
言えます。同時に多くの人々が死を迎える、いわ
ゆる「多死社会」を迎えます。2008 年の死亡人
数は約 120 万人、2016 年は約 140 万人、2030 年
では 160 万人以上になると予測されています（厚
生労働省）。厚生労働省では、病院のベッド数は

「これ以上増やさない」と言っていますし、だか
らといって自宅で看取るということも核家族化が
進む中、受け皿として期待することは困難である
と言われています。老健施設は今後ますます必要
になりますが、30 年後には老人の人口も減り、
建物寿命から考え、供給過多が起きると言われて
います。つまり、医療と介護が一部協働しなけれ
ば解決できない問題だと考えます。
　これらのことから、次のことが予想されます。
1．  介護においてプランニングを行う介護支援専

門員（以下：ケアマネージャー）不足。
2．  病院以外の自宅や介護施設などで看取る場所

を確保し、制度を整える必要性がある。
3．  若い世代の人口減少に伴い、急性期医療の需

要が減少し、高齢者が増加することから、「助
ける医療」から、「支える医療」へウェイトが
変化する。

4．  急性期医療の需要が減少することで、診療放
射線技師が供給過多になる。

　以上から、診療放射線技師の新たな業務拡大を
すると同時に、今後到来する多死社会へ向けて、
社会の受け皿に役立てるよう、私たちが変わらな
ければなりません。
　まず多死社会に向けてはAi（Autopsy imaging：
オートプシー・イメージング）における撮影技術
と読影技術の習得です。これは（公社）日本診療
放射線技師会（以下：日放技）で既に取り組みを
始めていますので、後は会員の意識次第です。
　もう一つは、介護社会への参入です。ケアマ
ネージャー実務研修受講試験における受験資格

（資格・業務内容等）別表 1（医師、歯科医師、
看護師、助産師、保健師、准看護師、理学療法
士、作業療法士、社会福祉士、介護福祉士、視能
訓練士、義肢装具士、歯科衛生士、言語聴覚士、
あん摩マッサージ指圧師、鍼灸師、柔道整復師、
栄養士、管理栄養士、精神保健福祉士）に、診療
放射線技師は入っていません。
　今、どの医療職種も待っているだけでは時代遅
れで、訪問して医療を行うということが当たり前
の時代になっています。診療放射線技師が将来の
高齢化社会の一端を担うためには、ケアマネー
ジャーの受験資格が必要であると考えます。
　そこでこの度、ケアマネージャーの受験資格に
診療放射線技師を入れていただけるよう、日本診
療放射線技師会に請願をしました。

公益社団法人埼玉県診療放射線技師会
会　長　田　中　　　宏

埼玉県診療放射線技師会から
日本診療放射線技師会へ提言
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告　示

定款 20 条並びに役員選出規程に基づき平成 27 年度・28 年度役員選挙を下記の通り告示する。

記

1 ．役員の定数
　　理事：15 名以上 20 名以内
　　監事：2名

2 ．選挙立候補届・選挙候補者推薦届締切日
　　平成 27 年 3 月 30 日（月）（本会事務所必着）

3 ．立候補および推薦の届け出方法
　　  本会 Web サイトにて所定の様式をダウンロードし、以下の技師会事務所内選挙管理委員会へ郵送に

て届け出るものとする。
　　宛先：〒331-0812　さいたま市北区宮原町 2-51-39
　　　　　公益社団法人埼玉県診療放射線技師会　選挙管理委員会　宛

4 ．立候補者氏名及び選挙の公示は、会誌「埼玉放射線」並びに本会Web サイトにて行う。
　　http://www.sart.jp

5 ．投票日
　　平成 27 年 5 月 30 日（土）
　　（第 4回公益社団法人埼玉県診療放射線技師会定期総会開催日）

6 ．開票日
　　平成 27 年 5 月 30 日（土）
　　（第 4回公益社団法人埼玉県診療放射線技師会定期総会開催日）

以上告示する。

� 平成 27 年 1 月 22 日
� 公益社団法人埼玉県診療放射線技師会
� 選挙管理委員会委員長　尾形　智幸
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第 30 回埼玉県診療放射線技師学術大会

開催概要
日　時：平成 27 年 3 月 1 日（日）　8：30 受付開始
会　場：大宮ソニックシティ
　　　　埼玉県さいたま市大宮区桜木町 1-7-5
　　　　電話　048-647-4558（代表）
テーマ：「温故知新」〜 1 step 2 the future 〜
主　催：公益社団法人埼玉県診療放射線技師会

●駐車場　ソニックシティ地下駐車場……  30 分／ 200 円 
利用時間／ 7：00 〜 23：00
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第 30 回埼玉県診療放射線技師学術大会
機器展示募集案内

　この度、第 30 回埼玉県診療放射線技師学術大会を開催することとなりました。本会では学術大会を演
題発表の場としてのみならず、関係各社との交流の場とも考えております。
　そこで今回、機器展示の募集をさせていただきますので、ご出展を検討願えればと存じます。
　つきましては、下記をご高覧の上、お申し込みを賜りますようお願い申しあげます。

記

日　　程：平成 27 年 3 月 1 日（日）
会　　場：大宮ソニックシティ　市民ホール
　　　　　〒330-0854　埼玉県さいたま市大宮区桜木町 1-7-5
申し込み：埼玉県診療放射線技師会Web サイトから
申込期間：平成 26 年 11 月 1 日〜平成 27 年 2 月 14 日
搬入時刻：前日の場合：平成 27 年 2 月 28 日（土）18 時 00 分〜 20 時 00 分
　　　　　当日の場合：平成 27 年 3 月  1 日（日） 9 時 00 分〜
内　　容：パネル、カタログ、VTR展示等
スペース：長机 2台分
　　　　　電源は確保しておりますが、延長コード等はご用意下さい。
出　展　料：20,000 円
振　込　先：埼玉りそな銀行宮原支店（普通）
　　　　　口座名：埼玉県放射線技師会　口座番号：3745238
　　　　　　（振込は 2月 15 日までにお願い申し上げます）

お問い合わせ：済生会川口総合病院　放射線技術科　城處　洋輔
　　　　　　　電話　048-253-1551

 以上

公益社団法人埼玉県診療放射線技師会
学術大会大会長　田　中　　　宏

同実行委員長　今　出　克　利
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第 4 回公益社団法人埼玉県診療放射線技師会定期総会のお知らせ

日　　時：平成 27 年 5 月 30 日（土）
　　　　　　 1．総会 14：00 〜 16：00
　　　　　　 2．理事・監事選挙 16：00 〜 16：30
　　　　　　 3．特別講演 16：40 〜 17：40
　　　　　　 4．選挙結果報告 17：40 〜 17：50
　　　　　　 5．情報交換会 18：00 〜
会　　場：埼玉会館 3C（けやき）会議室
　　　　　さいたま市浦和区高砂 3-1-4　　048-829-2471（代）

会場案内図

※ 委任状（往復はがき）を後日郵送いたします。欠席されます会員の方は、必ず委任状を返信してください。

情報交換会
総会終了後、情報交換会を予定しております。お時間の許す方は、ご参加ください。

公益社団法人埼玉県診療放射線技師会
会長　田　中　　　宏
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平成 26 年度　埼玉県診療放射線技師会認定試験
（胸部・上部消化管・CT）のお知らせ

公益社団法人埼玉県診療放射線技師会
会長　田　中　　　宏

平成 26 年度埼玉県診療放射線技師会認定試験の詳細が決定いたしました。
受験資格は各講習会にてご案内している通り、本会認定講習会当該科目全日程受講終了者となります。

記
日程：平成 27 年 2 月 22 日（日）
会場：さいたま赤十字病院　本館 4F 成人病センターおよび本館 3F 健診センター
CT 認定試験
 9：00 〜 00　00　受付開始
 9：30 〜 10：30　筆記試験　　　　本館 4F成人病センター
10：30 〜 11：30　読影試験　　　　本館 4F成人病センター
11：30 〜 12：30　物理特性試験　　本館 4F成人病センター

胸部認定試験
12：00 〜 00　00　受付開始
12：30 〜 13：30　読影試験　　　　本館 3F健診センター
13：30 〜 14：30　筆記試験　　　　本館 4F成人病センター

上部消化管認定試験
14：00 〜 00　00　受付開始
14：30 〜 15：30　読影試験　　　　本館 3F健診センター
15：30 〜 16：30　筆記試験　　　　本館 4F成人病センター
14：30 〜 16：30　画像評価　　　　本館 3F健診センター

申し込み方法：本会Web サイト（http：//www.sart.jp）
申し込み期間：平成 27 年 1 月 5 日〜平成 27 年 2 月 13 日
試　　験　　料：本年の受講費に含む。
　　　　　　　  なお過去に本会認定講習会当該科目を全日程受講され、今回受験のみをされる方

は、試験料として認定試験ごとに埼放技会員は 1,000 円（日放技および他都道府
県会員も同料金）、非会員は 2,000 円を徴収させていただきます。

お問い合わせ
下記の担当までメールにてお願い致します。
埼玉県診療放射線技師会学術委員会常務理事　今出　克利　k-imade@sart.jp
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乳腺画像セミナー開催のお知らせ

　我が国における乳がん死亡率低下への手段として、画像診断は欠かせません。厚生労働省医政局通知に
て「医療スタッフの協調連携におけるチーム医療の推進について」にある通り、我々、診療放射線技師の
読影の補助業務実現は急務であり、そのための準備が必要です。
　今年度は読影について企画いたしました。内容は、読影力向上に必要な基礎的な講義から、マンモグラ
フィを中心とした読影実習を行う予定です。奮ってご参加ください。

プログラム

平成 27 年 2 月 1 日（日）
 9：30 〜 受付開始
10：00 〜 11：00 読影における基礎　（MMGと病理） 土田　拓治　　　済生会川口総合病院
11：00 〜 12：00 読影における基礎　（USと病理） 新島　正美　　　埼玉協同病院

13：00 〜 14：00 読影における基礎　（MRI） 松本　智尋　　　埼玉県立がんセンター
14：10 〜 15：10 実習 1：読影
15：20 〜 16：20 実習 2：読影
16：30 〜 17：30 解説 田中　宏　　　　埼玉県病院局
  尾形　智幸　　　さいたま赤十字病院

記

日　　時：平成 27 年 2 月 1 日（日）
場　　所：さいたま赤十字病院
参　加　費：2,000 円　　※非会員 4,000 円　当日徴収します。
連　絡　先：（公社）埼玉県診療放射線技師会　電話：048-664-2728　　FAX：048-664-2733
お問い合わせ：さいたま赤十字病院　尾形　智幸、岡田　智子　　電話：048-852-1111

※非会員の扱いは、埼玉県診療放射線技師会会員以外であっても、日本診療放射線技師会または他都道府
県診療放射線技師会の会員であれば会員とみなします。

 以上

� 主催　公益社団法人埼玉県診療放射線技師会
� 共催　東京埼玉医用乳房画像研究会
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第２０回 ＣＴ関連情報研究会のご案内 

共催 ＣＴ関連情報研究会 
第一三共株式会社 

後援 （公社）埼玉県診療放射線技師会 

 

第２０回ＣＴ関連情報研究会を下記の通り開催致します。 

ご多忙の中とは存じますが、万障お繰り合わせの上、ご出席ください。 

 

日  時 ： 平成 ２７年 ３月 ２０日（金） １８：５０～２１：００ 

場  所 ： さいたま赤十字病院 ５階 講堂 

 〒３３８-８５５３ さいたま市中央区上落合８-３-３３ 

会  費 ： ５００円 

プ ロ グ ラ ム 

情報提供 オムニパーク適正使用   第一三共株式会社 手塚一明 

代表世話人挨拶 小林芳春 （埼玉医科大学総合医療センター）  

総合司会 八木沢英樹 （JCHO 埼玉メディカルセンター） 

【メインテーマ】  『 救急撮影 ここが知りたい!! 』  

   ～ ビギナーからエキスパートまで ～ 

【一般演題】 座長 さいたま市立病院 双木邦博 

① 『 当院の救急撮影プロトコール 』  済生会川口総合病院  豊田奈規 

② 『 高エネルギー外傷患者におけるＣＴ検査について 』 川口市立医療センター 大槻 強 

③ 『 高度救命救急センターってこんなところ 』  埼玉医科大学総合医療センター 河田誼人 

【特別講演】 座長 済生会川口総合病院 富田博信 

『 救急医療におけるマルチスライスＣＴの役割と今後の課題 』 

 倉敷中央病院 放射線センター  山本浩之 先生 

＊日本救急撮影技師認定機構 認定（２ポイント） ＊日本Ｘ線ＣＴ専門技師認定機構 認定（１ポイント） 

 
当日は参加確認のため、施設名・氏名のご記帳をお願致します。 

なお、ご記帳頂きました施設名・氏名は医薬品および医学・薬学に関する情報提供のために利用させていただくことがあります。 
ご理解とご協力をお願い致します 

 

 

第 20 回 CT 関連情報研究会のご案内
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テーマ：きほんのキホンの基本シリーズ「モダリティごとの画像評価法とQC」

　日本放射線技術学会関東部会では、きほんのキホンの基本シリーズとして平成 26 年度第 2 回日本放射
線技術学会関東部会学術講演会を開催します。
　今回は「モダリティごとの画像評価法と QC」と題して、前半は各モダリティでの画像評価法や QC

（Quality Control）について、分野ごとに講義を行います。後半はX線線量管理システム「RadimetricsTM
（ラディメトリックス）」についての講義を行います。
　これから画像評価実験を行おうと考えている方や、初めて扱うモダリティに就く方、線量管理ソフト
RadimetricsTMについて興味のある方など、多数の参加をお待ちしています。
　なお、同会場にて 9：00 〜 12：30 まで学会本部主催の平成 26 年度市民公開講座が開催されます。あわ
せて参加されるようお願いします。

日　　　時：平成 27 年 2 月 1 日（日）　13：00 開場
会　　　場：大宮ソニックシティ　国際会議室 （ソニックシティホール 4F）
　　　　　　〒330-8669　埼玉県さいたま市大宮区桜木町 1-7-5　　TEL　048-647-4111
参　加　費：会員　500 円　　非会員 1,000 円　（事前申し込み不要）
プログラム：13：30 〜 13：35　開会式
　　　　　　13：35 〜 13：55　Ⅰ．一般撮影
　　　　　　　一般撮影の物理評価法の基礎　　館林厚生病院　奥村　晃由
　　　　　　13：55 〜 14：15　Ⅱ．マンモグラフィ
　　　　　　　マンモグラフィのQC　　群馬県立県民健康科学大学大学院　根岸　　徹
　　　　　　14：15 〜 14：35　Ⅲ．CT
　　　　　　　X線 CT装置における物理データの取得方法　　国立病院機構 埼玉病院　石原　敏裕
　　　　　　14：35 〜 14：55　Ⅳ．MRI
　　　　　　　MRI 画像の SNR測定　　信州大学医学部附属病院　木藤　善浩
　　　　　　14：55 〜 15：15　Ⅴ．アンギオ
　　　　　　　CBCTにおける画像評価方法　亀田総合病院　佐藤　和彦
　　　　　　15：15 〜 15：25　休憩
　　　　　　15：25 〜 15：55　  X 線線量情報の一元管理システム〜 RadimetricsTM〜製品紹介 

日本メドラッド（株）　上村しづ香
　　　　　　15：55 〜 16：25　  X 線線量情報の一元管理システム〜 RadimetricsTM 〜使用経験 

群馬大学医学部附属病院　福島　康宏
　　　　　　16：25 〜 16：30　閉会式
お問い合わせ：北里大学メディカルセンター　柳田　　智　 E-mail　yanagita@insti.kitasato-u.ac.jp
　　　　　　　細田診療所　中島　正弘　 E-mail　panchi0619@pd6.so-net.ne.jp

平成 26 年度　第 2 回日本放射線技術学会関東部会学術講演会

日本放射線技術学会関東部会
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第 31 回 SAITAMA MRI Conference のご案内

　下記の通り、SMCを開催します。
　翌日の仕事から活かせるような、フランクな情報交換の場にしたいと考えています。奮ってご参加くだ
さい。

記
日　時：平成 27 年 2 月 27 日（金）　19：00 〜
場　所：大宮法科大学院大学　講堂（下記参照）
参加費：500 円

座長：済生会栗橋病院　　渡邉　城大
19：00 〜【最新技術・最新画像】
　　　『日立製 MRI 最新技術のご紹介』
 講師：株式会社日立メディコCT/MRI 事業部
 皆川　雅登
19：20 〜【基本技術解説】
　　　『Spin echo 法に関する基礎知識＋α』
 講師：GEヘルスケア・ジャパン株式会社
 MR営業部　　丸山　功男

20：00 〜【テーマ：脳MRI のエキスパートを目指して !!】
座長：防衛医科大学校病院　　吉原　信幸

●血管障害 「脳梗塞疑いの MRI 撮像を行う際に考えること」
 講師：みさと健和病院　　徳間　信子
●脳腫瘍 「MRI 検査でわかる脳腫瘍」
 講師：獨協医科大学越谷病院　大橋　一範
●造影（腫瘍を除く） 「非腫瘍性病変における頭部造影検査」
 講師：草加市立病院　高井　直人

＊  磁気共鳴専門技術者更新のための研究会（5 単位）として
認定されております。

　  （当日、受付にて更新のための個人票に押印致しますので、
ご提示下さい）

＊  日本救急撮影技師機構より 2 ポイントとして認定されてお
ります。

【会場地図】  〒330-0854
　　　　　　  埼玉県さいたま市大宮区桜木町 4-333-13

学校法人佐藤栄学園　大宮法科大学院大学 
TEL：048-658-8101 
http：//www.omiyalaw.ac.jp/access/index.html

共催／SAITAMA�MRI�Conference
バイエル薬品株式会社

SMC代表世話人　栗田　幸喜
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第 30 回
埼玉県診療放射線技師学術大会

プログラム集

テーマ

温故知新
～ 1 step 2 the future ～

　　　　開催日：平成 27 年 3月 1日（日）

　　　　会　場：大宮ソニックシティ
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登録手続きは、午前 8時 30 分より 4階　国際会議場　ロビー　「大会受付」にて開始します。

●登録受付時間

　　　　　　　　　8：30 〜 14：30

●参加登録費

　　　　　　　　　埼玉県会員　　2,000 円
　　　　　　　　　他県会員　　　2,000 円
　　　　　　　　　賛助会員　　　2,000 円
　　　　　　　　　学生　　　　　無料
　　　　　　　　　非会員　　　　3,000 円

●登録方法

①埼玉県診療放射線技師会会員の方は会員カードをご持参ください。
②参加登録票に記入の上、大会受付にご提出ください。
③イベントパスをお渡ししますので、会期中は必ず着用をお願いします（要返却）。

　参加登録手続きについて
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　第30回埼玉県診療放射線技師学術大会プログラム

時間

8：30
～

受付開始
（国際会議場ロビー）

8：50
～
9：00

開会式

9：00

～

9：50

演題群　Ⅰ

一般①　5演題

座長　岡田　智子

9：00

9：50

～

10：30

9：10
～
9：40

演題群　Ⅱ

一般②　4演題

座長　滝口　泰徳

9：10

～

10：10

～

テクニカルディスカッション①

臓器別に考える

【前立腺】

座長　佐々木　健

10：10

～

10：50

演題群　Ⅶ

MRI　4 演題

座長　佐藤　広祟

10：50

～

11：40

演題群　Ⅷ

一般・透視　5演題

座長　浅見　純一

15：00

～

16：00

テクニカルディスカッション②

MRI

安全にMRI 検査を行うために

Q＆A

アンケート報告

座長　渡邊　城大

胸部X線

胸部CT

上部消化管

乳腺

MRI

　
　機
器
展
示

　（賛
助
会
員
各
社
）

読
影
コ
ン
テ
ス
ト

演題群　Ⅴ
核医学　3演題
座長　大川　健一

9：40

～

10：40

シンポジウム①
「画像診断をマネジメントしよう !」
座長　大森　正司
演者　志田　智樹
　　　新島　正美
　　　松本　智尋

10：40

～

11：40

演題群　Ⅵ

MMG・骨塩定量　6演題

座長　中村　哲子

15：00

～

16：20

読影コンテスト

症例解説

10：40

～

12：10

シンポジウム②
「放射線技術～現在・過去・未来～」
座長　中島　正弘
座長　尾形　智幸
演者　一般･DR 土田　拓治
　　　消化管 今出　克利
　　　CT 富田　博信
　　　MRI 栗田　幸喜

12：20

～

13：20

ランチョンセミナ－　エーザイ（株）

「プレゼンテーションの基礎」

司会　富田　博信

講師　池田　龍二

15：00

～

15：30

演題群　Ⅲ

治療　3演題

座長　渡部　伸樹

15：30

～

16：20

演題群　Ⅳ

CT　5演題

座長　染野　智弘

16：30

15：00

閉会式

13：30

～

15：00

特別講演

「大切なものほど…目の前にある」

～難病の子どもとその家族に

　　　　　　　　教えてもらったこと～

司会　佐々木　健

講師　大住　力

第 1会場

国際会議室

第 2会場

市民ホール　401
第 1 集会室

第 3会場

市民ホール　404
第 4 集会室

機器展示

市民ホール
第 2、3集会室

読影コーナー

国際会議場
ロビー

時間 時間 時間

第 30 回埼玉県診療放射線技師学術大会プログラム
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　第30回埼玉県診療放射線技師学術大会案内図
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　■シンポジウム①

 第 2 会場　9：40 〜 10：40

画像診断をマネジメントしよう !

 座長　さいたま赤十字病院
大森　正司

シンポジスト
　上部消化管	 レインボークリニック	 志田　智樹
　乳腺領域	 埼玉協同病院	 新島　正美
　CT・MRI	 埼玉県立がんセンター	 松本　智尋

　平成 22 年に厚生労働省医政局長から発行された「医療スタッフ協働・連携によるチーム医療の推進に
ついて」において診療放射線技師については以下の二項目が通知されました。

　　　①画像診断における読影の補助を行うこと。
　　　②放射線検査に関する説明・相談を行うこと。

　以上の通知がされてから約 5 年の歳月が経ちましたが、私たち診療放射線技師に求められているのは、
単に読影の補助をすることでしょうか。
　医療の中心は患者です。であるならば、そのインプットは患者の主訴であり、主治医はその主訴に基づ
いて検査オーダーを出します。そして私たちが検査を施行し、その結果から主治医は治療方針を決定する
わけです。そしてその後の患者の QOL が医療のアウトプットになるわけです。これらに関わる検査は単
独ではなく、複数のモダリティで決定を行うことが一般的です。その個々のモダリティで結果が一致せ
ず、それぞれ異なる場合も少なくありません。私たちは総合的な結果を出すことが求められているので
す。それが、上記通知②であると考えています。
　もちろん、これらのことを高い精度で実現するためには、機器管理や検査精度管理が必要であることは
言うまでもありません。そこで機器の選定および調整、画像調整の方法、被ばく管理、読影結果の管理
等、機器を含む画像診断プロセスのマネジメントを行うことが早急に求められています。
　本シンポジウムでは各分野におけるシンポジストからそれぞれの取り組みについて発表していただき、
参加された皆様と活発な議論を行いたいと思いますので、奮ってご参加ください。
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　■シンポジウム②

 第 1 会場　10：40 〜 12：10

放射線技術～現在・過去・未来～

 座長　　細田診療所　　　　　中島　正弘
 さいたま赤十字病院　尾形　智幸

シンポジスト
　一般・DR	 済生会川口総合病院	 土田　拓治
　消化管	 さいたま市民医療センター	 今出　克利
　CT	 済生会川口総合病院	 富田　博信
　MRI	 済生会栗橋病院	 栗田　幸喜

　本会の学術大会も 30 回を数え、今回の大会テーマを「温故知新」と掲げました。温故知新を広辞苑で
調べてみると「昔の物事を研究し吟味して、そこから新しい知識や見解を得ること」とあります。
　もともと「温故知新」は孔子の言葉で、過去の歴史をしっかりと勉強して、物事の本質を知ることがで
きるようになれば、師としてやっていける人物になるという意味で、この言葉を使ったようです。
　現在の放射線技術は急速にデジタル化が進み、アナログからデジタルへ、フィルムからモニター診断へ
移行しています。
　シンポジウム②では、撮影装置の変遷から撮影技術に至るまで各シンポジストにそれぞれのモダリティ
について発表していただき、初級〜中級診療放射線技師や、アナログ装置を知らない世代の方々が新しい
知識や見解を得て、日々の業務に役立つようになれば幸いです。また講演後には総合討論を行い、活発な
意見交換を行いたいと思いますので、ぜひご参加ください。
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　■テクニカルディスカッション②MRI

 第 3 会場　15：00 〜 16：00

安全に MRI 検査を行うために

 座長　済生会栗橋病院
渡邉　城大

演者　　　Q&A	 埼玉医科大学病院	 近藤　敦之
　　　　　アンケート報告	 済生会川口総合病院	 棹山　孔太郎

　3T-MRI も徐々にではあるが導入する施設が増えてきている中、禁忌等を含む多くの安全に対する事項
が後回しとなり、Saitama MRI Conference（SMC）で行った数施設の集計でも一致した見解を出すのは
困難なほど、施設により大きく異なっている現状がある。
　昨年、技術的な内容で行った、いわゆる『大人数の会場では質問しにくいこと、いまさら他人には聞け
ないことや聞きたいこと』を、あらかじめ意見として集め、ディスカッション形式で数人のパネラーと共
に一つ一つ解決・説明した企画が好評であったため、今年は安全に関することを中心に行うこととなった。
　当日、会場での質問も可能であるが、今まで挙手できず質問できなかった方々や、分かりやすく説明で
きるように準備するためにも事前に意見を集めることで、多くの質問や意見をディスカッションに取り入
れ、有意義な時間を過ごしたいと思っている。

　【単純で常識的な質問から、とても答えられないような難しい質問】まで、私たちが分からない質問も
あるかもしれませんが、時間の許す限り要望に応えられるよう努力し回答いたします。日頃、気になって
いることを気軽に教えてください。
　数多くの質問や意見をお待ち申し上げます。

質問例
質問 1　MRI 対応ペースメーカー患者のMRI 検査の現状は？
質問 2　脳動脈クリップでMRI が可能になったのは何年以降？
質問 3　シップはいいの？

事前質問はこちらまでメールでお願いします（締め切り：平成 27 年 1 月 30 日）。
済生会栗橋病院　栗田幸喜　k-kurita@sart.jp
埼玉医科大学　　近藤敦之　ak032ch@saitama-med.ac.jp

　学術大会当日は、Q&A と各施設に行ったアンケート結果も含め MRI の安全管理について討論できれ
ばと考えています。多数の参加をお待ちしています。なおアンケートは本会 Web サイトからダウンロー
ドできます。
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　■読影コーナー案内

 国際会議場ロビー　9：00 〜 14：45

モニター読影による
第 1 回読影コンテスト開催！

　近年、診療放射線技師も各種認定・専門技師制度が充実してきており、装置特性だけでなく画像読影、
疾患鑑別まで求められています。
　平成 22 年 4 月 30 日、厚労省医政発 0430 第 1 号「医療スタッフの協働・連携によるチーム医療の推進
について」が通達されました。ここでは、基本的な考え方として「各医療スタッフの専門性を活用して、
患者・家族とともに質の高い医療を実現するためには、各医療スタッフがチームとして目的と情報を共有
した上で、医師等による包括的指示を活用し、各医療スタッフの専門性に積極的に委ねるとともに、医療
スタッフ間の連携・補完を一層進めることが重要である」としています。診療放射線技師の役割として、
放射線治療・検査・管理や画像検査などに関する業務が増大する中、当該業務の専門家として医療現場に
おいて果たし得る役割は大きなものとなっています。診療放射線技師の積極的活用として、画像診断にお
ける読影の補助を行うこと、放射線検査等に関する説明・相談を行うこと、の 2つが求められています。
　本会においては以前より読影コーナーを学術大会にて設置し、積極的に読影に関して取り組んできまし
たが、現在ではドクターネット（株）との共同開発により、モニターによる読影システムを構築しました。
　今回、以下に関して、モニターによる読影コンテストを開催いたします。
　上位入賞者は、閉会式にて表彰を行いますので奮ってご参加ください。
　◦　胸部X線
　◦　胸部CT
　◦　上部消化管
　◦　乳腺（MMG）
　◦　MRI
※  当日は、上記コンテスト症例解説も行いますので、そちらもご参加ください。



学 術 大 会
埼玉放射線・Vol.63　No.1　2015

22  （22）

　演題発表要綱

 Ⅰ　口述演題発表
1．発表方法
①　口述 7分（口述終了 1分前に緑ランプが点灯、終了時に赤ランプが点灯します）。
②　口述発表は、PowerPoint 等による PC 発表のみとします。
③　動画がある場合とMacintosh をご利用の場合、ご自身の PC をお持ち込みください。
④　  発表データは、CD-R、USB メモリー（ともに Windows 限定）でお持ち込みください。それ以外の

メディアは受付できませんのでご注意ください。
⑤　  発表データ登録は、セッション開始 30 分前までに済ませてください。また発表時間の 15 分前までに

次演者席へご着席ください。
⑥　プログラムの円滑な進行のため、時間厳守をお願いします。
⑦　会場では各演者ご自身で演台上の機材を用いてスライドの操作をしていただきます。
　　（係員がおりますので、ご不明な点はお尋ねください）
⑧　発表は 1面投影です。

2．演題受付
場　所：4階国際会議場ロビー「大会受付」に演者受付を設置いたします。
日　時：3月 1日（日）午前 8時 30 分より開始

3．発表者の方へ
　■パソコンを持ち込まれる方へ
①　OS は、Windows（Windows　XP 以降）またはMacintosh（Mac OS 9 以降）の双方に対応します。
②　演者受付でケーブルの接続を確認してください。
③　事務局ではD-sub15 ピン（ミニ）のケーブルを用意します。
④　一部の PCでは本体付属のコネクターが必要な場合がありますので、必ず持参してください。
⑤　  事前に各自（自宅・職場等）の PC から外部モニターに正しく出力できることを確認してください。

個々の PCや OS により設定方法が異なります。
⑥　  画面の解像度は XGA（1024 × 768、60Hz）です。このサイズより大きい場合、スライドの周囲が切

れてしまったり、映らない場合がありますのでこのサイズ以外の解像度の使用はお控えください。
⑦　スクリーンセーバーと省電力設定は事前に解除してください。
⑧　  各会場にて電源コンセントを用意しています。PC 用 AC アダプター等、電源コードを必ず持参して

ください。
⑨　念のためバックアップデータとして、CD-R もしくはUSB データを必ず持参してください。
　　データ形式等は、以下の「データを持ち込まれる方へ」をご参照ください。
⑩　発表後は、会場内（発表演台の近くにオペレータがおります）にて、PC を返却します。

　■データを持ち込まれる方へ
①　事務局で用意する PC の OS は、Windows 7 です。
②　  プレゼンテーションソフトは、Microsoft PowerPoint 2010 を用意します。フォントは OS 標準のも

ののみです。これ以外のフォントを使用した場合は、文字・段落のずれ・文字化け・表示されないな
どのトラブルが発生する可能性があります。

③　お持ち込みいただくメディアは、CD-R もしくはUSBメモリーでお願いします。
④　  発表データを CD-R にコピーする時には、ファイナライズ（セッションのクローズ・使用した CD の
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セッションを閉じる）作業を必ず行ってください。この作業が行われなかった場合、データを作成し
た PC 以外でデータを開くことができなくなり、発表が不可能になります。パケットライト方式の
CD-R は使用できません。

⑤　持ち込まれるメディアには、当日発表のデータ（完成版）以外入れないようにしてください。
⑥　必ず事前にご自身でウイルスチェックを行ってください。
⑦　大会終了後、4月 11 日（土）までに発表後抄録の提出をお願いいたします。

 Ⅱ　一般演題座長の皆さまへ
①　4階国際会議場「大会受付」にて大会参加登録をお願いします。
②　  担当セッション開始 20 分前までに「座長受付」で受付を済ませ、次座長席にご着席ください。各

セッションの進行に関しましては、担当の座長に一任いたしますので、割り当て時間を厳守していた
だきますようにお願いします。

③　大会終了後、4月 11 日（土）までに座長集約の提出をお願いいたします。

 Ⅲ　ランチョンセミナー講師の方へ
①　ランチョンセミナー講師の方は、大会登録の必要がありません。
②　担当講演開始 30 分前までに 4階国際会議場ロビー「講師受付」にて受付をお願いします。
③　受付後、担当係員がご案内します。

 Ⅳ　ランチョンセミナー座長の方へ
①　4階国際会議場ロビー「大会受付」にて大会参加登録をお願いします。
②　  担当講演開始 30分前までに、講師同様、4階国際会議場ロビー「講師受付」にて受付をお願いします。
③　受付後、担当係員がご案内します。

 Ⅴ　テクニカルディスカッションの演者・座長の皆さまへ
①　4階国際会議場ロビー「大会受付」にて大会参加登録をお願いします。
②　4階国際会議場ロビー「講師受付」にて受付をお願いします。
③　受付後、担当係員がご案内します。
④　大会終了後、4月 11 日（土）までに座長集約及び発表後抄録の提出をお願いいたします。

 Ⅵ　シンポジウムの演者・座長の皆さまへ
①　4階国際会議場ロビー「大会受付」にて大会参加登録をお願いします。
②　4階国際会議場ロビー「講師受付」にて受付をお願いします。
③　受付後、担当係員がご案内します。
④　大会終了後、4月 11 日（土）までに座長集約及び発表後抄録の提出をお願いいたします。

 Ⅶ　発表後抄録について
①　  一般演題演者、一般演題座長、テクニカルディスカッション演者、テクニカルディスカッション座
長、シンポジウム演者、シンポジウムの座長の皆さまは 4月 11 日（土）までに発表後抄録の提出を
お願いいたします。

②　  一般演題演者の方は Microsoft Word A4 版 1 ページ以内。書式に関しては、本会 Web サイトから、
「学術大会抄録ひな形」をダウンロードし定型に従い作成をお願いいたします。

③　  一般演題座長、テクニカルディスカッション演者・座長、シンポジウム演者・座長の方は Microsoft 
Word A4 版 2 ページ以内にご執筆ください。

④　座長集約・発表後抄録の提出は電子メールのみとし、提出先は下記の通りです。
　　学術委員会常務理事　今出　克利
　　E-mail：k-imade@sart.jp
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一般演題目次
演題群Ⅰ～Ⅷ
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　■一般演題目次

　■演題群Ⅰ　一般①
第 1会場　9：00 〜 9：50

座長　さいたま赤十字病院　岡田　智子
1保育器収容低出生体重児に対するポータブル撮影時における撮影条件および被ばく線量の基礎検討
 埼玉医科大学総合医療センター　鳥越　　翔
2曝射待機時間の違いによる照射線量の比較
 上尾中央総合病院　中原　　郁
3フォトタイマを用いた腰椎機能撮影の入射位置における撮影線量の検討
 上尾中央総合病院　丸山　芽生
4RIS 及びワイヤレスFPD搭載ポータブルX線装置の使用経験
 三郷中央総合病院　長坂　　純
5当院救急室での仰臥位側面方向撮影時における周囲線量の調査
 上尾中央総合病院　神澤　純一

　■演題群Ⅱ　一般②
 第 1会場　9：50 〜 10：30
座長　上尾中央総合病院　滝口　泰徳
6小児一般撮影におけるインシデントの傾向と対策
 埼玉県立小児医療センター　湧田もみじ
7小児ダウン症患児に対する頸椎軸椎の撮影法
 埼玉県立小児医療センター　藤畑　将理
8X線Talbot-Lau 干渉計撮影装置の使用経験
 埼玉医科大学病院　新井　勇輔
9他社間のFPDにおける撮影条件の検討
 上尾中央総合病院　田中　水悠

　■演題群Ⅲ　治療
	 第 1 会場　15：00 〜 15：30
座長　さいたま赤十字病院　渡部　伸樹
�放射線治療計画用CTのレーザ投光位置精度管理における画像解析ソフトの有用性に関する検討
 埼玉医科大学総合医療センター　大友　哲也
�画像誘導放射線治療における 2D画像中心軸自動解析システムの開発と従来解析法との比較
 埼玉県厚生連久喜総合病院　石原　優希
�画像誘導放射線治療における観察者間の 2D画像照合誤差の解析
 埼玉県厚生連久喜総合病院　荒川　　翼

　■演題群Ⅳ　CT
	 第 1 会場　15：30 〜 16：20
座長　羽生総合病院　染野　智弘
�第 2世代 320 列 ADCTを用いた冠動脈CT血管造影における体動補正ソフトの有用性
 高瀬クリニック　高柳　知也
�画像再構成法がスライス感度プロフィールに与える影響についての検討
 埼玉県厚生連熊谷総合病院　梅堀　貴史
�頭部CT撮影のMPR処理による低コントラスト検出能への影響
 上尾中央総合病院　根岸　亮平
�頸部 3D-CTAにおける造影条件の retrospective study 〜造影剤低減の試み〜
 越谷市立病院　関根　　貢
�下肢CT検査におけるポジショニングの検討
 上尾中央総合病院　岡澤　孝則
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　■一般演題目次

　■演題群Ⅴ　RI
	 第 2 会場　9：10 〜 9：40
座長　戸田中央総合病院　大川　健一
�Bone Scan Whole body 撮像における%RMSU・FWHMによるスキャン速度の検討
 埼玉県立がんセンター　山本　壮一
�骨診断支援ソフトウェア ver1 と ver2 における BSI の比較
 埼玉県厚生連熊谷総合病院　吉田　　敦
� SPECT-CTを用いた肝シンチにおける呼吸法の検討
 埼玉県立がんセンター　石井　鮎美

　■演題群Ⅵ　MMG・骨塩定量
	 第 2 会場　10：40 〜 11：40
座長　東大宮総合病院　中村　哲子
�男性乳癌と女性化乳房症を比較して
 埼玉県厚生連熊谷総合病院　清水　理乃
�乳がん検診における受診者心理アンケート調査
 丸山記念総合病院　石鍋　麻実
�乳房撮影における圧迫圧が画像に及ぼす影響について〜 Phantom study 〜
 東大宮総合病院　根岸　杏奈
�FPD乳房撮影装置における表示平均乳腺線量の検討
 上尾中央総合病院　栁澤　　慧
�骨塩定量検査における乳幼児標準値の算出
 埼玉県立小児医療センター　桂田　夏帆
�体内残存造影剤が腰椎骨密度検査に与える影響について
 上尾中央総合病院　井田　　篤

　■演題群Ⅶ　MR
	 第 3 会場　10：10 〜 10：50
座長　草加市立病院　佐藤　広崇
�自作 SatPad を用いた脂肪抑制効果の改善
 石心会　埼玉石心会病院　諸田　智章
�頭部T1WI における SE法シーケンスの至適撮像条件の検討
 石心会　埼玉石心会病院　岡田　良祐
�頭部MRAシーケンスについての再考
 埼玉医科大学国際医療センター　本木　　杏
� 32ch,16ch,QD Head coil の SNR, 均一性の比較 - ファントムによる検討 -
 埼玉県済生会栗橋病院　長　真由美

　■演題群Ⅷ　一般・透視
	 第 3 会場　10：50 〜 11：40
座長　行田中央総合病院　浅見　純一
�全脊椎長尺撮影における空間線量測定
 済生会川口総合病院　川島早紀子
�全脊椎撮影における乳腺被ばく線量低減の試み
 上尾中央総合病院　小川　智久
�FPDを用いた全脊椎長尺撮影の検討
 上尾中央総合病院　井上　直美
�胃部X線検査によるピロリ菌感染判定におけるバリウム製剤について
 大宮シティクリニック　山本　　潤
�胃X線検査におけるピロリ菌感染判定方法について　〜偽陽性、偽陰性の検討〜
 大宮シティクリニック　堀越　隆之
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一般演題抄録
演題群Ⅰ～Ⅷ
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1保育器収容低出生体重児に対するポータブル撮影時における撮影条件および被ばく線量の基礎検討
埼玉医科大学総合医療センター

鳥越　翔　金親　佑弥　佐藤　浩彰　中根　淳　杉村　瞳
大野　哲治　佐藤　正彦　河辺　典子　石田　直之

【目的】
　当センターでは、保育器収容低出生体重児をポータブル撮影することが多く、低出生体重児の全身状態によっ
て、保育器に設置されている専用トレイに X線受像器を入れる場合と、身体の直下にX線受像器を入れる場合が
ある。
　受像器の配置位置で、撮影条件と被ばく線量は変化することが予想されるが、関連する報告例は少ないため、
基礎検討を行った。

【方法】
　臨床を想定し、保育器内に低出生体重児を模擬したファントムを配置した。
　受像器の配置位置と受像器到達線量の関係を半導体線量計で測定し、受像器到達線量を一定とした場合におけ
る、受像器の配置位置と低出生体重児の被ばく線量を測定した。

【結果】
　受像器の配置位置で、受像器到達線量は異なり、保育器に設置されている専用トレイで撮影する場合、到達線
量は 14%減少した。
　受像器到達線量を一定とした場合、低出生体重児の被ばく線量は、保育器に設置されている専用トレイで 44%
増加した。

2曝射待機時間の違いによる照射線量の比較
上尾中央総合病院

中原　郁　高橋　侑希　安達　沙織　川島　英　佐々木　学
佐々木　健　佐々木庸浩　吉井　章

【目的】
　X 線撮影時に曝射を行う際は、デッドマン式スイッチを用いて、ready スイッチを押し、ready ランプの点灯
を待ち曝射スイッチで曝射している。
　しかし、当院では ready ランプの点灯を待たずに、ready スイッチと曝射スイッチを同時に押し、撮影を行っ
ている光景を目にすることがある。
　そこで、同時押しと ready スイッチを押してからの曝射待機時間の違いによる照射線量について検討した。

【方法】
　測定装置は、一般撮影装置とポータブル装置の管球を用いた。
　ready スイッチを押してからの曝射待機時間を変更し、それぞれ管電圧・管電流・撮影時間を変え照射線量を
測定した。

【結果】
　管電流時間積の増加と共に、照射線量にばらつきがみられた。

3フォトタイマを用いた腰椎機能撮影の入射位置における撮影線量の検討
上尾中央総合病院

丸山　芽生　岡藤　由香　飯島　竜　金野　元樹
岡村　聡志　青木　俊夫　吉井　章

【目的】
　当院では、腰椎機能撮影にて患者の被写体厚に応じた適正線量を担保する目的でフォトタイマを使用している。
　しかし、入射位置により撮影線量に影響を及ぼすことがあった。
　そこで今回、フォトタイマの性能評価を行うとともに、入射位置により撮影線量がどの程度変化するのかを検
証したので報告する。

【方法】
　腰椎機能撮影の撮影条件でタフウォーターファントムの厚さ、照射野サイズを変化させた場合の撮影線量を測
定した。次に骨を模した自作ファントムをタフウォーターファントムで挟み入射位置による撮影線量の変化を測
定した。

【結果】
　フォトタイマの性能では Lateral 方向に厚さを増加させるほど撮影線量は増加するが、A-P 方向の厚さや照射
野サイズを増加した場合は撮影線量の増加は見られなかった。また入射位置による撮影線量の変化は、骨よりも
軟部組織に入射することで適正線量を担保できた。

演題群Ⅰ　
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4 RIS 及びワイヤレス FPD 搭載ポータブル X 線装置の使用経験
三郷中央総合病院

長坂　純　岩渕　悟
【目的】
　当院では 2013 年 9 月に、ケアストリームヘルス社製のワイヤレス FPD システムを搭載したポータブル X 線装
置「DRX　Revolution　Mobile　X-Ray システム」を導入した。本装置の特徴は、同社の RIS・PACS システム
と同じRIS を搭載し、FPDは一般撮影用のワイヤレスFPD　DRX1 と同じシステムを搭載している点である。
　今回、導入前後のワークフローの比較と 1年間の使用経験について報告する。

【方法】
　旧CRシステムとのワークフローの比較。
　導入後 1年間の使用経験による有用性と問題点の報告。

【結果】
　RIS を搭載していることで、オーダーから撮影に至るまでの時間効率及び運用面で非常に有用であった。ワイ
ヤレス FPD は一般撮影で使用している DRX1 システムと共用でき、有効に活用できるが、ディテクター及びア
プリケーションの操作性の面ではまだ改善の余地があると思われる。

5当院救急室での仰臥位側面方向撮影時における周囲線量の調査
上尾中央総合病院

神澤　純一　内田　瑛基　柳澤　啓　滝口　泰徳
土岐　義一　青木　俊夫　吉井　章

【目的】
　新棟オープンに伴い救急初療室が増床され、頸椎撮影の機会が増加した。
　ポータブル装置で頸椎側面方向撮影をする際、X 線管球が隣り合う患者の方向に向くため、直接線が当たる可
能性がある。そこで、側面方向撮影時の空間線量分布を作成し、周囲線量の現状を把握すると共にFPDが遮蔽体
として有用であるか検証した。

【方法】
　撮影条件は当院頸椎側面撮影の 75kV、8mAs、SID100cmとした。
　測定点は水平方向に 50cm 間隔、高さはストレッチャーに寝ている患者を想定し 87cm と患者に直接線が当た
らずFPDにのみ直接線が当たる 25cm高い位置で測定を行った。
　被写体は自作水ファントムを設置し FPD あり、なしの場合で線量測定を行い FPD が遮蔽体として有用か比較
検証した。

【結果】
　FPD は中心線上の線量を 95% 以上カットする結果となり、測定基準点から 2m 離れた位置では、ポータブル胸
部臥位撮影で 2m離れた位置と同程度の線量となった。

6小児一般撮影におけるインシデントの傾向と対策
埼玉県立小児医療センター

湧田もみじ　林　哲雄　山口　明　清宮　幸雄
【目的】
　インシデント報告を集計・分析し対策を実施することは安全な検査を行う上で極めて重要である。今回、当セ
ンターにおける一般撮影に関するインシデント事例を分析し、小児一般撮影におけるインシデントの傾向および
再発防止策について考察した。

【方法】
　2009 年 5 月から 2014 年 11 月までのインシデント報告 71 事例を対象とし、発生年齢、場所、内容、原因につ
いて集計した。

【結果】
　発生年齢を小児区分別に見ると新生児期・乳児期で 23 件、幼児期 19 件、学童期 12 件、青年期 12 件であった。
発生場所は病室 35 件、撮影室 31 件、手術室 5件であった。
　内容は撮影部位間違いが 10件と最も多く、次いで画像反転ミス、患者誤認など確認不足によるものが多かった。

【考察】
　インシデントに患児の年齢を原因とする傾向は見られなかった。指差し呼称の実施や撮影時の確認事項をマニュ
アル化し部署内で共有することで、インシデントの再発防止につながると考えられた。

演題群Ⅱ　
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7小児ダウン症患児に対する頸椎軸椎の撮影法
埼玉県立小児医療センター

藤畑　将理　小川原佳和　林　哲雄　原田　昭夫　清宮　幸雄
【目的】
　ダウン症患児では頸椎不安定症の発症率が 10 〜 20％ある。これは環椎・軸椎で構成される環軸関節が緩くず
れやすい状態であり、当院ではスクリーニング検査として頸椎側面像に加え開口位、困難な場合は逆 Waters 法
の撮影を行っている。撮影では軸椎の形状を描出する事が重要となる。
　そこでWaters 法による軸椎の描出に最適な撮影体位の検討を行ったので報告する。

【方法】
　現在当院の Waters 法は経験的に下顎を約 10 度あげた状態で撮影している。そこで定量的に軸椎と下顎下端が
重ならない最適角を求める為に過去 198 件（ダウン症患児以外も含む）の頸椎側面像から、下顎下端から後頭蓋
窩下縁と軸椎上端のなす角度を計測した。

【結果】
　計測結果の平均値は 10 〜 15 度となった。Waters 法では下顎と後頭蓋窩を結ぶ線より 10 〜 15 度程度顎をあげ
た角度にて撮影する事が望ましいと考える。

8 X 線 Talbot-Lau 干渉計撮影装置の使用経験
埼玉医科大学病院

新井　勇輔　遠藤　真里　仁藤　真吾　山村麻衣子
安江　章則　平野　雅弥　和田　幸人

【目的】
　X 線位相コントラスト撮影技術は、生体の軟部組織の描写性に優れており、医用画像診断への適用が期待され
ている。
　当院では 2009 年より X 線 Talbot-Lau 干渉計撮影装置を用いて、生体撮影を試みてきた。今回は装置の使用経
験と得られた臨床画像の報告をする。

【方法】
　撮影に関して同意を得られた健常者と患者に対し X 線 Talbot-Lau 干渉計撮影装置を用いて撮影を施行。得ら
れた画像を解析し、関節軟骨の厚み、形状等の解析を行った。

【結果】
　X線Talbot-Lau 干渉計撮影装置を用いて、中手指節関節の関節軟骨の描出することができた。

【考察】
　本装置は関節軟骨の描出に優れていることが分かった。今後は症例数を増やし、関節リウマチの早期診断が可
能となるようエビデンスを構築していくと共に、他の部位へ撮影を応用していくことで装置の有用性を立証して
いく必要がある。

9他社間の FPD における撮影条件の検討
上尾中央総合病院

田中　水悠　高橋　侑希　伊藤　玲香　藤巻　武義
佐々木　健　吉田　隆志　佐々木庸浩　吉井　章

【目的】
　現在、当院ではポータブル撮影の際、4 社の機器を使用しており、DQE や画像処理など様々な因子が異なるた
め、画質にバラツキがみられ、経過観察を行う際に支障をきたす恐れが予想された。どの装置で撮影しても同等
な画質が得られることが望ましいため、診断能に影響する因子である視覚評価を基に画質を調整した。

【方法】
　当院で実測により求めたAeroDR の DQEを基準にし、各社で公表されているDQEから基準となる照射条件を
求めた。
　求めた照射条件でバーガーファントムを撮影し、視覚評価を行った。
　観察画像は画像調整を行わず、同一モニターにて視覚評価を行い、IQFを求め、4枚の画質を比較した。

【結果】
　今回の実験では、照射条件に関しては一致できたが、画像処理の設定を変更する必要があった。
　今後は物理評価をはじめとする様々な視点からも評価を行い、検討していく必要がある。
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�放射線治療計画用 CT のレーザ投光位置精度管理における画像解析ソフトの有用性に関する検討
埼玉医科大学総合医療センター

大友　哲也　轟　圭介　渡邉　哲也　保坂　勝仁　中嶋　剛
【目的】
　当院では、PET-CT を治療計画用 CT として使用するため、スキャン中心から体軸方向に 50cm の位置にレー
ザ投光器を設置している。
　本研究では、CT 画像中心に対するレーザ投光位置の精度管理における画像解析ソフトの有用性について検討
した。

【方法】
　Winston-Lutz テストに用いる金属球と、直方体に金属製ワイヤが直交して組み込まれたファントムを用い、そ
れぞれファントム中心をレーザ光中心に合わせた。
　同位置がスキャン中心となるように寝台を移動させ、ヘリカルスキャンを行った。
　得られたCT画像から画像解析ソフトにより金属部を抽出することでレーザ投光位置の中心を算出した。

【結果】
　金属球と金属ワイヤ入りファントムによるレーザ投光位置の中心の誤差は、同じ CT 撮影条件および再構成条
件においては 1mm以下であった。

【結語】
　画像解析ソフトを用いることでレーザ投光位置を定量的に把握することが可能である。

�画像誘導放射線治療における 2D 画像中心軸自動解析システムの開発と従来解析法との比較
埼玉県厚生連久喜総合病院

石原　優希　眞壁　耕平　荒川　翼　西山　史朗　早川　和宏
【背景・目的】
　画像誘導放射線治療システムの画像中心軸QAの解析方法は様々である。
　当院では画像解析フリーソフトウェア（Image J） を用いて 2D画像中心軸自動解析システムを作成した。
　本研究では MOSAIQ を用いた従来の解析と Image J を用いた解析結果を比較し、従来の解析方法の妥当性を
確認した。

【方法】
　過去 20 回の QA データを基にして画像評価用ファントムの正面、側面像における各 2D 画像中心軸誤差を
MOSAIQ と Image J で算出し、2つの測定結果の差を解析した。

【結果・考察】
　正面像の X 軸（LR 方向）で 0.058 ± 0.071mm［1SD］、Y 軸（SI 方向）で 0.083 ± 0.053mm［1SD］、側面像の
X 軸（SI 方向）で 0.050 ± 0.055mm［1SD］、Y 軸（AP 方向）で 0.048 ± 0.058mm［1SD］となり、誤差が小さ
い事から従来の解析方法も十分精度が高く、当院での 2D画像中心軸解析は適切であったことを示した。

�画像誘導放射線治療における観察者間の 2D 画像照合誤差の解析
埼玉県厚生連久喜総合病院

荒川　翼　眞壁　耕平　石原　優希　西山　史朗　早川　和宏
【目的】
　前立腺癌治療の位置合わせの際、観察者間の matching に誤差が生じると考えられることから、2D match にお
ける観察者間の照合精度を確認した。

【方法】
　過去に 2D match 後に 3D match を行ったデータの中から、無作為に抽出した 10 名の骨盤 2D 画像の正面像、
側面像を用いて、治療技師 4名が再照合を実施し、3軸（Lat、Long、Vert）方向における観察者間の誤差の平均
値±標準偏差（最大誤差）を求めた。

【結果・考察】
　各方向での誤差は Lat 0.5 ± 0.2mm［1SD］ （最大：0.9mm）、Long 1.2 ± 0.5mm［1SD］ （最大：1.9mm）、Vert 
0.9 ± 0.5mm［1SD］（最大：1.8mm）であった。
　この結果から、観察者間照合誤差は十分小さいことが確認できた。

【結語】
　観察者間の照合誤差が小さいことから、当院の画像誘導放射線治療における 2D match の照合精度が適切に保
たれているといえる。
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�第 2 世代 320 列 ADCT を用いた冠動脈 CT 血管造影における体動補正ソフトの有用性
高瀬クリニック 1）

寿光会中央病院 2）

高柳　知也 1）　佐野　始也 1）　近藤　武 2）　天沼　誠 1）　石坂　和真 1）

関根　貴子 1）　松谷　英幸 1）　新井　雄大 1）　森田ひとみ 1）　高瀬　真一 1）

【目的】
　Full 再構成（Full）冠動脈 CTAは、HR上昇等でモーションアーチファクト（MA）が発生することがある。
　そこで Full、APMC 再構成（APMC）、 Half 再構成（Half）の MA と画像 SD の評価を行い、APMC の臨床的
有用性を検討した。

【方法】
　2013 年 12 月〜 2014 年 2 月に冠動脈 CTA で Full を狙った低管電流撮影（30%mA）を実施した 119 例を対象
とした。Full で MA があった症例を Full、APMC、Half を行い、MA を A： Excellent、 B： Acceptable、 C： 
Unacceptable で評価し、画像 SDの比較を行った。

【結果】
　Full の評価はAが 102 例、Bが 17 例だった。
　B となった 17 例の APMC と Half で全例 A となり、Full、APMC、Half の画像 SD は、Ao で 21.7 ± 2.3 HU、
25.7 ± 2.2 HU、30.4 ± 2.8 HUだった。

【結語】
　Full では 17 例で評価はBだったが、Cはなく全例で許容画質を得られた。
　APMCにより Full で Bとなった全例で許容できる画像 SDでAが得られ、有用な補助手段と考えられた。

�画像再構成法がスライス感度プロフィールに与える影響についての検討
埼玉県厚生連熊谷総合病院

梅堀　貴史　小貝　将之　角田　喜彦
【目的】
　体軸方向の分解能に SSPz がある。
　半値幅である FWHM や 1/10 幅である FWTM の指標を用いることで、体軸方向の分解能やスライス厚内にお
ける被写体コントラストなどを評価することも可能であり、撮影プロトコルの作成において重要な情報となる。
　今回、SSPz は画像再構成法により影響があるかを検討した。

【方法】
　自作ファントムを作成し実験を行った。
　撮影条件 120kV、210mAs、ヘリカルピッチを 0.4、0.7、1.0 再構成関数B30、B70 と変化させ撮影を行った。ま
た撮影したデータに対し SIEMENS 社における逐次近似法である SAFIRE を強度 1 から 5 で画像再構成し、それ
ぞれ SSPz を求め、FWHM、FWTM を求めた。また得られた、SSPz から MTF を求め、画像への影響を比較・
検討した。

【結果】
　SAFIRE を使用し、画像再構成をした場合、再構成関数を変化させた場合ともに、SSPz、MTF ともにグラフ
の形状にほとんど変化は見られなかった。

�頭部 CT 撮影の MPR 処理による低コントラスト検出能への影響
上尾中央総合病院

根岸　亮平　小川　智久　吉澤　英範　石井　建吏
館林　正樹　中山　勝雅　鹿又　憲仁　吉井　章

【目的】
　当院では、頭部CT撮影の基準線をOMラインより 10°傾けた線に設定している。
　しかし、患者の状態によっては顎引きの不足など、ポジショニングが困難な場合がある。その場合には MPR
画像からルーチン撮影と同一断面の作成を行っている。
　これらの画像間で低コントラスト検出能に差があるか検討した。

【方法】
　低コントラストファントム及び水ファントムをチルト角 0°、10°、20°、30°について頭部スキャン条件（ノン
ヘリカルスキャン）を用いて撮影し、チルト角 0°の画像を基準として、同一断面が得られるように再構成した。
またファントムの傾きを 0°、10°、20°、30°角度をつけた場合の撮影も同様に撮影した。
　得られた画像についてCNR、NPS、SDをそれぞれ比較した。

【結果】
　チルト角、ファントム角を大きくすると、再構成された断面像は CT 値が不均一となった。SD は増加、CNR
は低下し、NPS は一致しなかった。

演題群Ⅳ　
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�頸部 3D-CTA における造影条件の retrospective study ～造影剤低減の試み～
越谷市立病院

関根　貢　村本　圭祐　國井　琢矢　矢部　智
【背景】
　当院の頸部 3D-CTA は頸動脈狭窄が疑われる場合に行われる検査である。その頸部 3D-CTA の造影条件は CT
導入時より 2年経過するが未だ造影条件は変更していない。
　Fractional　Dose（以下：FD）＝ 24.5mgI/kg/sec、15 秒注入にて Bolus Tracking 法（以下：BT 法）を用い
て行っており、Test　Injection 法（以下：TI 法）は用いていない。
　頸部血管は一般的に循環速度が速いため適切なタイミングで撮影しないと頸部静脈が描出されてしまい、3D 作
成が困難になることがある。

【目的】
　この造影条件が適切であるかその妥当性を検討するために、CT 導入時からの頸部 3D-CTA における症例の後
ろ向き検討を行い、注入時間を変更した画像と比較する。

【方法】
　128 列 CT導入時より行われた頸部 3D-CTAの画像の各部位でのCT値を測定した。

【結果】
　各個人でトリガー位置、スキャン開始が異なるためCT値にバラツキが見られた。

�下肢 CT 検査におけるポジショニングの検討
上尾中央総合病院

岡澤　孝則　小川　智久　仲西　一真　高橋　康昭
渡部　敬洋　中山　勝雅　鹿又　憲二　吉井　章

【目的】
　当院では下肢のCT検査において、ポジショニングはクレードル上で行っている。
　しかし、クレードル上に足を置くことで疼痛を訴える患者もいる。
　そこで、クレードル外で撮影をすれば、疼痛、線量を低減できるのではないかと考えた。また疼痛のない患者
においては、ヘッドホルダを用いたほうが、十分な固定と線量低減につながると考えた。
　そこで、クレードル上の場合、クレードル外の場合、ヘッドホルダを使用した場合とで線量の違いと、ポジショ
ニングでの固定具合を評価した。

【方法】
　ブタの骨をファントムとし、CT- 自動露出機構の設定 SD を一定で撮影し、線量の違いを評価した。またポジ
ショニングでの固定具合を調査した。

【結果】
　線量は、クレードル上の場合と比べ、クレードル外の場合が 1/3 程度、ヘッドホルダを使用した場合が 1/4 程
度低減できた。また固定具合も問題なく、検査に差し支えはないとの結果が得られた。

� Bone Scan Whole body 撮像における %RMSU・FWHM によるスキャン速度の検討
埼玉県立がんセンター

山本　壮一　矢部　仁　若林　康治　石井　鮎美
【目的】
　全身イメージングにおける適正スキャン速度に関する指針による方法では 15cm/min 程度とされているが、当
院の投与方法では経過時間の差が最大で 3 時間になる場合がある。同一スキャン速度では総カウント数に差が生
じ安定した画質が得られない。
　今回、患者間の総カウント数（身長× 15000）を得るスキャン速度決定法について検討したので報告する。

【方法】
　WB 像より全身カウントと頭頸部カウントの比率を求め、頭頸部計数率から総カウント数（身長× 15000）が
得られるスキャン速度計算式を導き出した。
　画質評価はファントム実験（FWHM、%RMSU）により行った。
　以上のスキャン速度計算式を用いて 300 症例に臨床応用した。

【結果】
　本計算式を用いて臨床応用した結果、15000/cmの 10%標準偏差であった。
　スキャン速度による画質への影響は 5 〜 30cm/min において FWHM、%RMSUの差は僅かであった。
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�骨診断支援ソフトウェア ver1 と ver2 における BSI の比較
埼玉県厚生連熊谷総合病院

吉田　敦　清水　浩和　角田　喜彦
【目的】
　前立腺癌では BONENAVI の BSI は画像バイオマーカーとして有用性が確立されている。そこで BONENANI 
Ver1（以下：BN1）から BONENAVI Ver2（以下：BN2）になり BSI がどのように変化するか比較した。またカ
ウントを変化させたときのBSI に与える影響を比較したので報告する。

【方法】
　前立腺がんで骨に転移のある 20 症例を BN1、BN2 で解析してBSI を比較した。
　前立腺がん患者で転移のない 5 症例の腰椎のカウントを 1.5 〜 100 倍に変化させ擬似的な Hotspot を大・小作
成し、BSI を比較した。

【結果 1】
　BNに比べ BN2 の BSI は 20 症例中 16 例で低く出た。

【結果 2】
　BNに比べ BN2 の BSI は高倍率でないと上昇を認めなかった。
　BNに比べ BN2 の BSI は値が低く出た。
　小さいHotspot は、ある程度の倍率でBSI の上昇が止まった。
　大きいHotspot は、倍率を上げればあげるほどBSI の上昇がみられた。

� SPECT-CT を用いた肝シンチにおける呼吸法の検討
埼玉県立がんセンター

石井　鮎美　矢部　仁　若林　康治　山本　壮一
【目的】
　肝GSAシンチにおいて、肝区域の区別や機能解析に SPECT-CTは有用である。
　しかし、撮像時間の異なる SPECTと CTでは呼吸による肝臓の位置ずれが生じる。
　当院では CT 撮像時に呼気や吸気ではなく、自然に呼吸をしている途中で息を止めてもらい（自然停止）、指示
の伝わらない高齢・難聴者に対しては息止めなしで撮像している（自由呼吸）。
　両者の位置ズレの比較を行い、肝 fusion における最適な呼吸法について検討した。

【方法】
　肝 GSA シンチの fusion 画像から、各呼吸法の SPECT 像と CT 像の肝臓の位置ずれを測定した。肝上端を基準
とし、解析ソフトを用いて Z軸方向の距離を算出した。

【結果】
　吸気による息止めと比較し、自然停止と自由呼吸で優位にずれが少なかった。
　しかし、自然停止指示により無意識にやや吸気になる傾向があり、自由呼吸の方がよりずれが少なく、安定し
たレジストレーションであった。

�男性乳癌と女性化乳房症を比較して
埼玉県厚生連熊谷総合病院

清水　理乃　赤坂　未波　亀山　枝里　白石　広子　角田　喜彦
【背景・目的】
　男性乳癌は全乳癌症例の 1％前後であり、発症年齢も女性より 10 歳ほど高齢であると報告されている。また老
年期における女性化乳房症は、男性乳癌との鑑別も必要となることから、当院での男性乳癌の割合および発症年
齢、画像等を交えて女性化乳房症との比較を行った。

【方法】
　過去約 3年間の男性乳癌患者 4名および女性化乳房症と診断された 3名のマンモグラフィ（以下：MMG）の撮
影を行った年齢、病悩期間、疼痛の有無、腫瘤部位、MMG におけるカテゴリー分類、組織型、家族歴、既往歴
を調べ比較した。

【結果】
　当院での男性乳癌の割合は 1.86% と統計をやや上回る値となり、乳癌 4 症例の発生年齢は 42 歳から 82 歳まで
平均 67 歳と女性に比べ高年であった。
　男性乳癌と女性化乳房症には疼痛の有無およびしこりのできる位置などに違いが見られた。
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�乳がん検診における受診者心理アンケート調査
丸山記念総合病院

石鍋　麻実　木村　浩明　芦葉　弘志　佐久名孝臣
伊藤　尚光　濱守　誠

【はじめに】
　MMG 撮影においては、乳腺圧迫の観点から、人によっては痛みが伴い、受診を避ける方も多い。また大多数
は女性の受診者であり、乳房を露出しなければ撮影ができないので、羞恥心の問題もある。
　そこで、心理面をサポートする事で受診者にもやさしいMMG撮影が確立できるか検討したので、報告する。

【目的】
　受診者の心理を知ることにより、乳腺業務の改善をおこない、受診率向上につなげることを目的として、アン
ケート調査を行う。

【方法】
　平成 26 年 5 月より、MMG検診を施行した方々に行った。
　アンケート用紙は、撮影者による圧力をなくすため、第 3者から受診者に手渡した。
　MMG 撮影後に検診受付で無記名方式により回答を記入。回答は、検診受付に備え付けの回収箱に入れていた
だいた。

【結果】
　結果は会場にて発表する。

�乳房撮影における圧迫圧が画像に及ぼす影響について～ Phantom study ～
東大宮総合病院

根岸　杏奈　中村　哲子　鈴木　仁史
【背景】
　マンモグラフィガイドラインの適正な圧迫の目安は「少なくとも組織がぴんと張られるまでの圧迫」「受診者が
耐えられる最大の圧迫」とされているが、圧迫は術者の技術と被検者の状態により変化する。そこで圧迫の程度
による鮮鋭度と解像度を知る必要がある。

【目的】
　圧迫圧が画像に及ぼす影響をファントム実験により視覚評価、検討を行ったので報告する。

【方法】
　蒟蒻と 156 ファントムの内蔵試料を用い、自作ファントムを作成。
　AEC 撮影にて管電圧及びターゲット / フィルタを変化させ、自作ファントムを撮影し、日本乳がん検診精度管
理中央機構が定めるマンモグラフィ撮影認定技師 5人で視覚評価をした。
　その結果から、圧迫による鮮鋭度と解像度の変化を求めた。

【結果】
　線維試料と腫瘤試料では圧迫が強い程視覚評価の点数が良く、弱い程点数が低かった。
　石灰化試料では圧迫圧を変えても評価点数の変化が見られなかった。

� FPD 乳房撮影装置における表示平均乳腺線量の検討
上尾中央総合病院

栁澤　慧　内田　瑛基　伊藤　悠貴　市浦　京子
藤井　紀明　青木　俊夫　吉井　章

【目的】
　当院で使用している 2台の GE社製 FPD乳房撮影装置には、入射皮膚線量（ESE）および平均乳腺線量（AGD）
を表示する機能が搭載されている。
　装置の AGD 表示値は Wu の算出式により求めており、乳房撮影精度管理マニュアルで採用されている Dance
の算出式とは異なる。
　今回、装置表示値とDance の算出式で求めた実測値との関係を把握するため比較検討した。

【方法】
　臨床使用モードで PMMA 厚を変えて撮影を行い、得られた撮影条件にて各 PMMA 厚における装置の表示
ESEおよびAGDを記録した。
　同条件において、Al 減弱法で得られた半価層を用いてESE およびAGD の実測値を求め、装置表示値と比較し
た。

【結果】
　両装置ともに、ESE の表示値と実測値の差は 6% 以内で同程度の値を示した。AGD は最大 20% 程度の差とな
り、PMMA厚 30 〜 60mmでは表示値よりも実測値が低値を示し、20mmでは逆の傾向を示した。
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�骨塩定量検査における乳幼児標準値の算出
埼玉県立小児医療センター

桂田　夏帆　原田　昭夫　林　哲雄　小川原佳和
湧田もみじ　清宮　幸雄

【目的】
　当センターは小児専門病院であるため、0歳から骨塩定量検査を実施している。
　しかし、当センターで使用している GE 社製 DEXA　PLODIGY で設定されている骨密度の標準値は 5 歳以上
である。
　そこで、本研究では当センターにおける低年齢の骨密度標準値を検討した。

【方法】
　当センターで測定した患者 0 〜 7 歳のうち、ステロイド治療、骨形成不全、甲状腺機能亢進症等の疾患のある
患児を除いた 3〜 7歳の 57 例についてBMD値を算出した。
　また 5〜 7歳の腰椎、全身においてはGEリファレンスデータと比較した。

【結果】
　GEリファレンスデータと当センターの比較で全身においては、ほぼ同値を示した。
　しかし、腰椎においては当センターの方が低値を示した。
　性別で比較すると全身、腰椎ともに男性に比べて女性の方が低値を示した。

�体内残存造影剤が腰椎骨密度検査に与える影響について
上尾中央総合病院

井田　篤　岡藤　由香　矢島　慧介　石川　応樹
佐々木庸浩　吉井　章

【目的】
　ヨード造影剤使用後の腰椎骨密度検査は、造影剤が残存している血管や尿管が骨や軟部組織に重なり値に影響
をきたすとされているため禁忌だが、骨密度検査に影響が無くなるまでの時間は定義されていない。
　そこでヨード系造影剤と腰椎ファントムを用いて、体内ヨード濃度と BMD 値の関係性を調査し、造影後、腰
椎骨密度検査に対する影響が無視できる時間を検討した。

【方法】
　排泄率曲線から造影剤注入後（直後、1、2、4、6、12、24 時間後）の体内造影剤濃度を算出し、それぞれ同濃
度となるよう作成した水溶液中に腰椎ファントムを設置し、BMD値を各濃度 3回ずつ 2回測定し評価した。

【結果】
　造影直後の濃度で BMD 値はピークとなり、その後値は変動しながら低下していった。造影 6 時間後以降の濃
度では造影剤無しの場合とほぼ同値となった。
　この事で造影検査 6時間後以降の腰椎骨密度検査は問題ないと示唆された。

�自作 SatPad を用いた脂肪抑制効果の改善
石心会　埼玉石心会病院

諸田 智章　岡田 良祐　鈴木 教大　坂口 功亮　藤井 大悟
上野 浩輝　伊藤 寿哉　塩野谷 純　間山金太郎

【目的】
　近年、米やBB弾を使用した自作の SatPad が脂肪抑制効果を改善するという報告がある。脂肪抑制効果の改善
には人体に近似した物質を充填した均一性補助具である Sat Pad が市販されているが、高価であり購入しづらい。
　安価な素材で自作 SatPad を作成し脂肪抑制効果の改善を検証したので報告する。

【方法】
　使用装置は 1.5T MRI（MAGNETOM Avanto、SIEMENS 社製）を使用した。ダンベル型の容器に水とサラダ
油を入れた自作ファントムを撮像対象とし、自作 SatPad あり、なしで撮像をした。
　自作 SatPad 素材には米、BB 弾を使用し、脂肪抑制不良の目立つファントムくびれ部分の周りに配置した。得
られた画像から水とサラダ油のContrast を算出し評価を行った。

【結果】
　自作 SatPad ありの方がなしに比べて脂肪抑制効果が改善された。また米、BB 弾ともに同じような傾向を示し
た。

演題群Ⅶ　
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�頭部 T1WI における SE 法シーケンスの至適撮像条件の検討
石心会　埼玉石心会病院

岡田　良祐　諸田　智章　坂口　功亮　塩野谷　純　間山金太郎
【目的】
　当院の頭部MRI ルーチンの T1WI は、高速スピンエコー法（TSE法）シーケンスのエコートレイン数 1をルー
チンとしている。
　今回、スピンエコー法（SE法）シーケンスで、SNR及びコントラストについて至適撮像条件を検討した。

【方法】
　白質と灰白質それぞれのT1値に近くなるように、造影剤を希釈し円柱ファントムを作成した。
　ルーチンのシーケンスと他の撮像条件は可能な限り同一とした SE 法シーケンスで、TR と FA を変化させ撮像
を行った。
　得られた画像の白質と灰白質の SNRとコントラストを imageJ にて測定した。

【結果】
　TR を長くすると SNR が向上しコントラストは低下した。また FA を小さくすると、SNR が低下しコントラス
トは向上した。
　ルーチンのシーケンスで撮像した際の SNR とコントラストを共に上回る SE 法の撮像条件は、TR450 〜 600 に
おける FA90°と TR600 における FA80°であった。

�頭部 MRA シーケンスについての再考
埼玉医科大学国際医療センター

本木　杏　桜井　靖雄　森田　政則　妹尾　大樹　吉村　保幸
【背景】
　現在当院では、頭部MRAは脂肪抑制パルスを付加したTFEシーケンスを使用している。脂肪抑制パルスを付
加する理由は、TEを最短に設定したことによる脂肪組織の信号上昇の抑制である。

【目的】
　頭部MRAシーケンスの、さらなる画質向上と撮像時間短縮を目的に再検討を行った。

【使用機器】
　使用機器は、PHILIPS 社製　Achieva1.5T R3.2 コイルは 8ch-SENSE-Head を使用。

【方法】
　本研究に同意の得られたボランティア（年齢 23 〜 27 歳、平均 24 歳）10 名を対象とした。
1．TRのみを変化させ、得られた画像の血管描出能を比較、検討する。
2．次に至適TR値を使用し、フリップ角のみを変化させ、血管描出能を比較、検討する。
3．上記で得られた至適TR値、フリップ角を使用し、スラブ数の変化による血管描出能を比較、検討する。

【結果】
　本研究の結果、最適なTR値は 20ms、フリップ角は 13°、スラブ数は 7であった。

� 32ch,16ch,QD Head coil の SNR, 均一性の比較 - ファントムによる検討 -
埼玉県済生会栗橋病院

長　真由美　渡邉　城大　岩井悠治　西井　律夫　栗田　幸喜
【目的】
　MRI 装置更新に伴い頭部用として 32ch head coil、16ch head coil、QD head coil を導入したので、それぞれの
SNR・均一性の比較を行った。

【方法】
　東芝社製Titan 3T,32ch ヘッド SPEEDERコイル（以下：32ch）、16ch Atlas SPEEDERヘッドコイル（以下：
16ch）、頭部QDコイル（以下：QD）を使用した。
　ファントムは硫酸銅（T1/T2 ＝ 168/110msec）を使用し、撮像は SE法を用い同条件で行った。
　SNRは差分法、均一性は区分法で行い、5箇所および全体にROI を設定した。

【結果】
　信号値としては 32ch,16ch,QD の順で大きかった。
　SNRは中心部が 32ch、その他の領域では 16ch の SNRが良く、QDはすべての領域で低かった。
　均一性は 32ch でファントムの表面ほど信号値が高く、中心部に近づくほど低下が顕著であったが、全体として
は約 30%と最もよく 16ch で約 35%、QDで約 59%であった。
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�全脊椎長尺撮影における空間線量測定
済生会川口総合病院

川島早紀子　鈴木　友理　森　一也　瀬尾　光広
土田　拓治　富田　博信

【目的】
　当院では整形外科を受診する患者が年々増加傾向にあり、特に全脊椎長尺撮影は 1 ヵ月に約 300 件もの依頼が
ある。
　今回は全脊椎長尺撮影における散乱線線量の測定から、介助者に対する放射線防護について考える。

【方法】
　一般撮影室で行われる全脊椎長尺撮影を想定し、PMMA（20 cm厚）設置し、当院の全脊椎撮影条件に準じて、
散乱線測定を行った。
　線量測定地点は照射軸中心から 50 cm間隔で計 34 点を測定点とし、10 回照射を行い、平均値を算出した。
　また床面からの高さは 50 cm、100 cm、150 cm とし、各測定点の結果より空間線量分布を作成した。

【結果】
　当院の全脊椎長尺撮影は、照射野を上下 2 分割の 2 回照射にて撮影を行っているため、分割方法により空間線
量分布が異なった。
　得られた結果を利用することにより、介助者の被ばく低減が可能であると考えられる。

�全脊椎撮影における乳腺被ばく線量低減の試み
上尾中央総合病院

小川　智久　飯島　竜　滝口　泰徳　舘林　正樹
佐々木　健　吉井　章

【目的】
　昨年、小児全脊椎撮影の乳腺被ばく線量低減を目的として、撮影条件の選定及び PA 撮影の検討を行った結果、
乳腺被ばく線量の低減が可能ということが示唆された。
　そこで、付加フィルタの使用と管電圧の変更によるさらなる乳腺被ばく線量の低減を検討したので報告する。

【方法】
　①　付加フィルタ使用時及び管電圧変更時の適正線量の測定
　②　付加フィルタ使用時及び管電圧変更時の乳腺入射線量の測定
　③　モンテカルロシュミレーションを用いた乳腺線量の推定
　④　コントラストの測定

【結果】
　全脊椎撮影で付加フィルタを使用した場合と管電圧を上げた場合に乳腺被ばく線量は低減した。また取得され
た画像は、コントラストに大きな差がなく、診断に問題ない画像だと考えられた。

� FPD を用いた全脊椎長尺撮影の検討
上尾中央総合病院

井上　直美　小川　智久　小島　久実　吉澤　俊祐
吉野　和広　鹿又　憲仁　吉井　章

【目的】
　当院の全脊椎撮影は長尺 CR を用いている。本年 FPD 装置のバージョンアップにともない手動画像合成による
長尺撮影が可能となった。
　そこで、従来の CR 撮影と読出し時間のかからない FPD 撮影とを比較し、検査効率向上の余地があるか検討を
行った。

【方法】
　CRと FPDで撮影を行った際の撮影準備、ポジショニング、画像処理、画像の読出し時間をそれぞれ計測した。

【結果】
　CR と FPD の比較より、撮影準備は同等の時間、ポジショニングは 2 回曝射を行うため FPD を使用した場合
に長い傾向となった。また画像処理時間についても、FPDでは手動合成となるため時間を要した。
　しかし、CR では 3 連で 2 分 41 秒、2 連で 1 分 38 秒の読出し時間がかかるのに対し、FPD では時間を要さな
い。そのため検査時間全体の比較ではCRと同等、またはFPD撮影の場合で時間の短縮が見られた。
　これによりFPD撮影での検査効率向上の可能性が示唆された。

演題群Ⅷ　
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�胃部 X 線検査によるピロリ菌感染判定におけるバリウム製剤について
大宮シティクリニック

山本　潤　石栗　一男　久保田隼斗　堀越　隆之
新藤　昇　中川　良　齋藤　晃　中川　高志

【目的】
　胃部X線検査におけるピロリ菌感染判定に有用なバリウム製剤の検討

【方法】
　我々の施設において第 55 回日本人間ドック学会学術大会にて、ピロリ菌による感染の有無を胃 X 線検査での
アレア像の発現とバリウム濃厚付着とで判定を行う方法についての発表を行った。
　そこで人間ドック及び生活習慣病健診をある一定期間受検した 763 名のうち、胃部 X 線検査を受検した 438 名
に対し、バリウム製剤の濃度を 180・200・210W/V% と変化させ、ピロリ菌感染診断に有用性があると考えられ
るバリウム特性（濃度・粘度等）を画像評価により検討した。なお評価項目は前記した我々の評価方法を用いて
胃体部の胃小区描出能、バリウムの付着性とした。また同時にピロリ抗体検査を実施した結果も画像評価と共に
分析した。

【結果】
　高濃度バリウムを使用し濃度が 200 W/V% で、粘性が低い方が胃小区の描出能に優れ、背景粘膜の観察に適し
ていると考えられる。

�胃 X 線検査におけるピロリ菌感染判定方法について～偽陽性、偽陰性の検討～
大宮シティクリニック

堀越　隆之　石栗　一男　久保田隼斗　山本　潤
新藤　昇　中川　良　齋藤　晃　中川　高志

【目的】
　胃X線検査におけるピロリ菌感染判定方法の効率的な検査体制を構築する。

【対象・方法】
　我々の施設は第 55 回日本人間ドック学会学術大会において、ピロリ菌による感染の有無を、胃 X 線検査での
アレア像の発現とバリウム濃厚付着とで判定を行う方法についての発表をしたが、現状では A 群における偽陽性
とBCD群における偽陰性が相当数認められている。
　2013 年に当院人間ドックを受検し、胃 X 線検査と ABC 検診を併用受検した 988 名を対象として、偽陽性、偽
陰性の画像と問診票を見直し検討した。

【結果・考察】
　画像を見直した結果、付着良好か不良かで迷う例とアレア像有りか無しかで迷う例が多数あった。
　問診票では、持病による抗生剤投与の有無や除菌の有無等が正確に記載されていない例もあった。
　よって、胃 X 線検査での A 群偽陽性は経過観察が必要と考えられ、ABC 判定リスクでは血液と画像診断によ
る慢性胃炎の判定が必要と考える。
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組織環境のマネジメント
～組織内ポジショニングにおけるマネージャー育成を再考する～

若手技師の立場から
医療法人豊田会　刈谷豊田総合病院　放射線技術科

糟谷　明大

 

1．はじめに

　マネジメントというと、組織の目標達成のため
に、人・物・金・情報・時間を資源とし、これら
を効率的、経済的に活用する事と認識され、経営
学や目標・プロセス管理、人材育成などの知識、
技術が必要とされています。しかし、我々 20 代
の診療放射線技師からすると、これらの「ヒト・
モノ・カネ」といった認識は全くピンと来ないし、
現実的ではありません。それどころか、今の若者
の間では、「主任は大変だ」 「技師長にはなりたく
ない」という職制拒否の風潮が広がっています。
　確かに、マネージャーは組織の中であらゆる難
題と責任を一身に背負っており、特に主任や課長
といったポジションは上司と部下、他職種、他部
署などの板挟みとなり混乱した状況に陥りがちで
す。そのような組織風土では、若者たちがマネー
ジャーへのステップアップに拒否反応を示すのも
無理はないのかもしれません。
　しかし、診療放射線技師の将来を担っていくの
はこの若者達であり、職種として明るい未来を切
り開くためにも、組織管理者や後進指導に取り組
む観点から“若者をいかに管理者として育ててい
くか”は目を背けることができない課題です。
　そこで本稿では、若手技師が現場の 1スタッフ

（実務担当者）から主任や課長などマネージャー
へステップアップする際に何につまずき、悩み、
苦しむのかなど直面する課題を列挙し、これらの
解決手法やそのヒントについて当施設での取り組
みや文献的考察を踏まえて論じたいと思います。
　これからマネージャーになっていく若手技師の
皆様や、若手技師を育成し支援する立場の管理者

の方々にとって、今後の取り組みや未来のマネー
ジャー育成のヒントとなれば幸いです。

2．若手技師（駆け出しマネージャー）の現状

　前述の通り、若手技師にとって「ヒト・モノ・
カネ」を活用する・・・といった認識は縁遠く、
ましてや「優れたマネージャー（ジェネラリス
ト・経営者）」になろうと思って入職する新人技
師はいないのではないでしょうか。おそらく医療
技術職として高度な放射線技術を駆使し「優秀な
プレーヤー（スペシャリスト）」になり患者貢献
を志すのが大半だと思います。このようなプレー
ヤー思考の若手技師が、実務担当者として現場で
活躍し成果を残し、その成果が認められ主任、課
長つまり新米マネージャーへと昇進してくのが
我々の業界で一般的な流れです。
　しかし、いざ主任（駆け出しマネージャー）に
昇進したはいいが、上司からは「現場は任せたか
ら」と言われ、目標管理・成果管理・部下育成・
人員配置など何をどうマネジメントしたら良いか
は誰も教えてくれない。そのような中、いきなり
上司や他部署責任者とのタフなやりとりに圧倒さ
れ、慌ただしさの中で部下の育成に気を配り、実
務担当者の時とは次元の違うプレッシャーと多忙
さの中で仕事をこなす毎日となり疲弊してしまう。
このような困難に直面し、悩みを相談しても「と
にかくやってみろ」「失敗して経験から学ぶんだ！」
などと言われ、失敗し、苦労するのが当たり前と
片付けられ具体的な解決策は見いだせない…とい
う悪循環が皆様の組織にはないでしょうか。
　さらにこのような管理業務を行いながら、20
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代後半から 30 代前半という実務担当者（プレー
ヤー）としての絶頂期でもあるため、学術活動な
どの自己研鑽にも活発に取り組まないといけな
い・・・といった状況では、せっかく期待されて
管理者にステップアップしても、管理業務、さら
には自分の仕事自体にも嫌気がさしてしまわない
でしょうか。
　さらに近年では、医療技術革新や医療のサービ
ス化、成果主義などを背景に、実務担当者からマ
ネージャーへ昇進する時期がかつてより早くなっ
ている現状も、これらの苦難やジレンマの要因と
なっているようにも感じます。若くして、時には
実務担当者として未熟なうちにマネージャーとな
ることを求められるため、未体験の管理業務に
苦戦するのです。成果を出して若くしてマネー
ジャーになった方は特にこのような傾向が強いの
ではないでしょうか。若者の職制拒否の要因もこ
こにあるのではと考えます。
　私自身も現場の責任者（管理業務）を初めて任
命され、期待や野望に満ち溢れ圧倒的なポジティ
ブ思考を抱いた反面、本当に自分にできるのかな
どのネガティブな思考が同時に沸き上がってき
て、不思議な感覚に陥り、いざ実際に管理業務を
始めてみると失敗、苦労の連続でクタクタになっ
ていたことを記憶しています。
　つまり、これから駆け出しマネージャーとして
ステップアップしていくであろう若手技師の皆様
が、このように苦しまないためにはどうしたら良
いのか。組織としても将来有望な優秀な人材を失
いかねないため、組織管理者としてどう支援して
いけば良いかを考えることが、若手技師の立場か
らの“組織環境のマネジメント”ではないかと考
えます。

3．駆け出しマネージャーのはじめの一歩　～実

務担当者とマネージャーの“違い”を知る～

　ではこれから駆け出しマネージャーになる人が
まず知っておくべきことは何でしょうか？コーチ

ング技術でも、経営学でもありません。根本的な
ことですが、まず必要となるのはマネージャーと
は何か、どんな役割を担うのかを知ることです。
そして今まで果たしてきた実務担当者とはまるで
別の存在であるという事を理解することだと考え
ます。
　では、マネージャーとはズバリ何でしょうか。
どんな役割を担っているのでしょう。前述のよう
な「人・金・物を動かして…」も、もちろん間違
いではありませんが、ここではこの問いに対して
クリアで、我々実務担当者あがりの駆け出しマネー
ジャーにとって分かりやすい表現を紹介します。
　マネージャーを一言で表現すると、「Getting 
things done through others」です。“Getting things 
done：物事を成し遂げた状態にすること”であり、
そして、“through others：他者を通じて”と表
現しています。つまり、マネージャーとは「他者
を通じて物事を成し遂げること」がその役割なの
です。（H・クーンツ＆C・オドンネル　「経営学」
によるマネージャーの定義 より引用・改変）
　この表現によれば、マネージャーとなる人は原
則として「自分でタスクを追ってはいけない。自
分で動いてはいけない」という意識の転換が求め
られるのです。自ら動いて成果を出してきた人が、

「自ら動かないこと」を求められ、さらには「自
分以外の人」（特に自分より年下のスタッフ）に「仕
事をさせる（任せる）こと」が求められるのです。
つまり、マネージャーとはこの意識の転換、役割
の転換が急に生じるからこそ最初の課題となりジ
レンマとなるのです。
　仕事の遅いスタッフに向かって、よくこんな言
葉が先輩、上司から聞かれませんか？「俺が（私が）
自分でやったほうが早い！」と言って後輩や部下
に仕事を任せず、自らが動いて仕事をこなしてし
まう人は皆様の周りにはいませんか？皆様の施設
のマネージャーは、目先の成果にとらわれず後輩
や部下、組織の将来を考え、“自分がやれば 10 分
で片付けられる仕事を、1 時間かけて後輩や部下
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に教える意義”を理解し実践しているでしょうか。
　マネージャーになるプロセスとは、「自ら動く
人」が「自ら動かず、人に任せる」ようになると
言いました。つまり「検査室のスタープレーヤー」
から「管理業務の初心者」に“生まれ変わること”
です。特に、医療技術職として入職した我々若手
技師（駆け出しマネージャー）は、上司・部下、
他職種に挟まれながら、効果的なリフレクション
を得ながら学び、マネージャーへなっていく移行
期間を過ごす必要があります。これは誰しもが経
験する“環境の変化”であり、初めからうまくや
りくりできる人はいないでしょう。
　故に、我々若手技師としては、実務担当者から
マネージャーになる際に起こりうる変化（自分が
つまずくであろう課題、リアリティショック）を
前もって認知しておくことが大切です。そうすれ
ば悩みや迷いも最小限となり、安心にも繋がりま
す。特にマネージャーは孤独であり、他人に弱み
を見せたり悩みを相談して弱点をさらしにくい世
代背景となっているからこそ大切なのではないで
しょうか。セルフマネジメントが重要なプロセス
ともなります。
　現に私自身も、駆け出しの管理者として上司か
らの指示や他部署との交渉事、後輩育成、自分の
学術活動など多くの課題が急激に現れて戸惑う時
期もありましたが、このようなマネージャーに起
こりうる変化を認知したことで、自分自身を客観
的に見直すことができ、効果的なリフレクション
が得られました。そうすることで、周囲に惑わさ
れず駆け出しの管理者として自分の取るべき行動
がマネジメント（セルフマネジメント）できてき
たのではないかと思っています。

4．駆け出しマネージャーの課題・落とし穴

　駆け出しマネージャーが「自ら動かない」よう
にプレーヤーから「変わる」移行期間、すなわち
我々若手技師が主任（駆け出しマネージャー）に
なったばかりで浮き足立っている時期に直面する

課題、落とし穴について述べたいと思います。
　この生まれ変わりの移行期間に上手く順応し素
早い変化をなすためには、何が課題となり、落と
し穴となるのでしょうか。文献的考察を元に紐解
きますと、東京大学・公益財団法人日本生産性本
部 Japan Productivity Center：JPC　による 「経
験の浅いマネージャーが直面する 7 つの挑戦課
題」では、7 つの挑戦課題（・スタッフ育成　・
目的咀嚼　・政治交渉　・多様なスタッフ活用　・
意思決定　・マインド維持　・プレーヤー兼マネー
ジャーのバランス）が挙げられると紹介されてい
ます。本稿ではこの 7つの挑戦課題のうち、新米
マネージャーが陥りやすい「負のスパイラル」の
要素となる 3つ「スタッフ育成」「目的咀嚼」「プ
レーヤー兼マネージャーのバランス」を中心に説
明します。
4-1 スタッフ育成
　スタッフの成長は、組織の生産性に大きな影響
を与えるため、最重要課題であり、マネージャー
として最も当たり前の課題かと思います。しかし、
その理論についてはなかなか認知されておらず、
効果的に育成を支援できる管理者は少ないのでは
ないでしょうか。松尾氏は「経験から学ぶ能力を
高める指導法」（2014 名古屋高等教育研究）の中
で、効果的な学習方法である“部下の経験学習能
力”を高める指導方法として、部下の目標を高め

（ストレッチ）、業務の振り返りを促し（リフレク
ション）、仕事のやりがいや喜びを感じさせる（エ
ンジョイメント）ことを提唱しており、まずは部
下に①仕事や目標の持つ意味を理解させ②部下の
意見を尊重した上で③部下が自分で考え、仕事を
完遂することを促す指導方法が効果的であると、
大手企業の管理職を対象とした調査にて示してい
ます。
　マネジメント経験の豊かな管理者でしたら当
たり前に実践されている内容かもしれませんが、
我々駆け出しマネージャーにとってはこのように
部下育成について客観的に捉え、中長期的に支援
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することは困難です。結果として「自分がやった
ほうが早い！」と言って、スタッフ育成がさらに
困難になってしまうのでしょう。
4-2 目的咀嚼
　スタッフ育成と目的咀嚼はセットと言って良い
課題であると考えます。組織のビジョンを理解し、
うまく噛み砕いて行動目標としてスタッフに説明
（目的咀嚼）し、仕事を割り振っていかないとスタッ
フは育ちません。人は「納得のいかない目標」や「見
えないゴール」に対して、強い意欲を感じていら
れる存在ではありません。中長期的な視点で捉え
ると、やはり組織全体のビジョンや目標を、部下
に分かりやすい形で伝えていく必要があります。
4-3 プレーヤー兼マネージャーのバランス
　前述した通り、若くしてマネージャーとなる機
会が多くなった背景から、我々駆け出しマネー
ジャーは管理業務に専念するだけでは済まされ
ず、時にはプレーヤーとして現場で業務をこなさ
ないといけません。このように駆け出しマネー
ジャーは特に、プレーヤーとしての自分と、マ
ネージャーとしての自分の心理的・時間的バラン
スをとっていかなくてはいけません。東京大学・
公益財団法人日本生産性本部 Japan Productivity 
Center：JPC においても、プレーヤーに固執す

るマネージャーよりバランス均衡型マネージャー
のほうが統計的優位に業務成績は高い傾向にある
と証明されています（図 1）。
　プレーヤー兼マネージャーのバランスが崩れる
と、他の挑戦課題と関連して様々な悪影響を引き
起こし、駆け出しマネージャーが陥りやすい落と
し穴となってしまうのです。
　「目的咀嚼」を怠り、組織のビジョンをしっか
りと理解し、うまく噛み砕いてスタッフに伝えな
いとスタッフの能力が向上せず、「スタッフ育成」
は達成されず、マネージャーは自らプレーヤーと
して実務をこなさないといけなくなり、「プレー
ヤー兼マネージャーのバランス」が崩れます。そ
の結果、マネージャーが過度のプレーヤー状態に
なるとマネジメント（目的咀嚼）を行う精神的・
物理的余裕がなくなり、さらにスタッフ育成がう
まくいかなくなります。そしてますます成果は上
がらなくなり、目先の成果を出すためにマネー
ジャー自らプレーヤーとなり実務を行い…という
悪循環・負のスパイラルに駆け出しマネージャー
は陥ってしまいます。
　この悪循環に陥らないためにはどうすれば良い
のか。まずは、マネージャーの定義に立ち返り「自
らは動かないこと」を再自覚する必要があります。

図 1：マネジメントに当てる時間割合と職場業績の関係
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そして、時には部下に仕事を振り、中長期的育成
を考え、信じて待つことが第一歩ではないかと考
えます。
　これらの 7つの課題には誰しもが向き合うこと
になるため、不安になり混乱するのは当たり前で
あり当然な出来事なのです。マネージャーになる
全員に起こることが自分にも起こったのだと認識
すればよいのです。

5．人材育成への取り組み～課題克服のきっかけ

として～

　では、組織としてこれらの課題克服のためにで
きることはあるのでしょうか。当院における取組
と人材育成に対する考え方を紹介するとともに、
次世代のマネージャー育成の可能性を論じます。
　前章でも述べたように、スタッフ育成はマネジ
メントの観点からも組織運営を考える上でもっと
も重要な項目であると言えます。当院でも新人技
師に対してはプリセプター制度を採用しており、
現場教育では担当者を設置し OJT 指導を行い、
定期的に科内教育担当者による会議を行うなどの
取組みを行っています。
　では、皆様の施設ではどのような考えで育成（教
育）を位置付けているでしょうか。なぜ、新人技

師の教育をプリセプターに任せるのでしょうか？
教育についてよく誤解されているのは、新人教育
の目的は「いかに新人を早く一人前にするか」で
はないということです。本来の目的は「プリセプ
ターが組織全体を意識し、いかに新人との架け橋
になれるか」であると考えます。つまり、プリセ
プターが OJT など「スタッフ育成」の機会を通
じて、組織全体のビジョンを自ら理解し新人技師
に分かりやすいように行動目標を伝授する「目的
咀嚼」の能力を養うことが本質と考えます。もち
ろん主役は新人技師ですが、教育のターゲット

（目的）はプリセプターなのです。教育システム
の中で、プリセプターに焦点をおき、彼らが新人
技師と接する中で試行錯誤しながら成長する。つ
まり新人を“教育”しながらプリセプターも“共
育”する事を目的に当院では教育を位置づけてい
ます。さらに昨年度より、新人教育におけるプリ
セプターだけでなく、OJT における実務指導者
や 2年目教育担当者など、組織における様々な立
場の教える側を対象とした「教育者への教育」も
スタートしました。組織で働くスタッフが、どの
ように学び、成長していくのか。このような成長
の職場を作るにはマネージャーはどのような仕掛
け、支援をデザインすれば良いのかを考えるワー

図 2：当施設における教育者研修風景
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クショップを行っています。学習者と教育者が“共
育”により成長し、やがてミドルマネージャーと
なり将来は管理者となって、自然と良い組織環境
へ方向付けできるよう当院では取り組んでいます

（図 2）。

6．まとめ

　近年の時代背景から、我々若手技師が担ってい
くべき次世代は「患者の満足度」と「医療人のや
りがい」の双方を達成するマネジメントが必要と
されるでしょう。そして、かつてのようなカリス
マ的指導者やピラミッド型の階級制度ではなく、
従来の力強い縦型のリーダーシップとスタッフの
内面に働きかけることのできる横型のリーダー
シップを兼ね備えた多角的なマネジメント能力で
はないかと実感しています。
　かつては、暗黙知として経験・根性・勘（3K）
や精神論などと片付けられていた人材育成や人材
開発が、様々な研究により科学的、論理的にアプ
ローチされ形式知として解明されつつあります。
私も自施設にて教育活動を通じて若手技師と接す
る中で、察することが苦手であったり、協調性に
欠ける若者を教えることの難しさを実感していま
す。しかし、形式知として育成の理論を学び、感
情や経験に任せるだけでなく、論理的に行動を正
すことで少しずつ教育のおもしろさを実感し、人

材育成のヒントを得たように感じています。
　“ゆとり世代”などと比喩されてしまうこれから
の若手技師の世代には特に、形式知等を活用する
ことで、マネジメント・リーダーシップともに誰
でも学習、習得可能な知識技術に変化していくで
あろうと考えています。若者の思考プロセスを考
慮すると有効な人材開発・育成プランと考えます。
　今後は、若い駆け出しのマネージャーが悩みや
課題を共有し、解決能力を開発、支援するシステ
ムとしてインタラクティブなワークショップとし
て「リトルマネージャーセミナー」などを位置付
け、次世代に向けて能力の高い管理者を育成する
システム作りが望まれるとともに、従来の管理者
対象の研修だけでなく、あらゆる階層に対してマ
ネジメント開発・育成を行い、そのプロセスが少
しずつ現場に根付けば良い職場環境をつくるサイ
クルに繋がると信じています。

　本稿の寄稿にあたり、貴重な機会を頂きました
埼玉県診療放射線技師会の皆様に感謝申し上げる
と共に、ますますのご発展を心よりお祈り申し上
げます。
　なお、本投稿の要旨は、第 30 回日本診療放射
線技師学術大会（大分、2014 年 9 月）マネジメ
ント委員会シンポジウムにて発表しました。
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自己紹介

経歴
1985 年 12 月 生まれ
2009 年 3 月   名古屋大学医学部保健学科　放射線

技術科学専攻　卒業
2009 年 4 月   医療法人豊田会　刈谷豊田総合病院

放射線技術科　入職

活動
X 線 CT や超音波、救急領域、科内スタッフ教育
活動に従事しており、2014 年 10 月より救急・外
来部門CT責任者を担当。

所属学会
日本診療放射線技師会
日本放射線技術学会
日本超音波医学会
日本超音波検査学会
日本臨床救急医学会

所有資格
・診療放射線技師
・  日本救急医学会認定 ICLS・BLS コースインス

トラクター
・JPTECプロバイダー
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「Virtual Grid 技術について」
〜ポータブル画像の高画質化に向けて〜

富士フイルムメディカル株式会社

　　　　　　　　　　販売統括本部 MS 部

　　　　　　　　　　　　　　網本 直也



技 術 解 説
埼玉放射線・Vol.63　No.1　2015

巻
頭
言

告

示

会

告

お
知
ら
せ

学
術
大
会

学
術
特
集

技
術
解
説

本
会
の

動

き

報

告

各
支
部

掲
示
板

各
支
部
勉

強
会
情
報

求

人

コ
ー
ナ
ー

議
事
録

会
員
の

動

向

自
由
投
稿

役
員
名
簿

Ｆ
Ａ
Ｘ

申
込
書

年
間
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル

49  （49）

1．はじめに
　一般撮影領域においては、カセッテ型 FPD シ
ステムの登場により、検査ワークフローが大きく
変わろうとしている。X 線自動検出機能が FPD
で実用化されたことにより、ポータブル検査にお
いてもカセッテ型 FPD システムの利用が広がっ
ている。今回われわれは、ポータブル検査で撮影
頻度の高い胸部・腹部撮影を対象に散乱線除去グ
リッドのように画像コントラストを改善する
Virtual Grid 技術を開発したので、その概要につ
いて紹介する。

2．Virtual Grid 技術の狙い
　ポータブル撮影では、ベッドの沈み込みなどに
より X 線がグリッドに対して垂直に入射するこ
とが困難な場合がある。その場合、グリッド陰影
による濃度ムラが発生する原因となる。そのた
め、施設によっては、散乱線による画質低下を許
容して、グリッドを使用せずに検査を実施してい
るところもある。Virtual Grid 技術では、グリッ
ドを使用していない胸部・腹部画像のコントラス
トを改善することで高画質化することができる

（図 1）。

3．Virtual Grid 技術
　Virtual Grid 技術は画像コントラストを低下さ
せる散乱線を推定して抑制する「コントラスト改
善処理」と粒状性を改善させる「粒状性改善処
理」によって構成されている。
3-1 コントラスト改善処理
　散乱線は、照射する X 線のエネルギー、被写
体の組成、厚みなど様々な影響を受けて変化する
が、ここでは、被写体厚による影響を例にして説
明する。
　X線が被写体に入射すると被写体内では吸収と
ともに散乱が発生し空間的に広がっていく。
　被写体の厚みが増加すると、X線の吸収量は増
え、散乱線が広がる範囲が拡大しコントラストが
低下する原因となる。
　Virtual Grid では、あらかじめ検査で使用する
撮影条件（管電圧、mAs 値、距離、グリッド情
報）を登録しておく。
　これらの撮影情報を用いることで、任意の距離
におけるX線量を推定することが可能である。
　また検査画像の画素値から画素単位でのFPD
への入射線量を推定することができる（図 2）。

「Virtual Grid 技術について」

富士フイルムメディカル株式会社
販売統括本部MS部　網本　直也

～ポータブル画像の高画質化に向けて～
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図 1：Virtual Grid 処理使用例 図 2：撮影条件と画像による被写体厚の推定
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　撮影条件から推定された線量と検査画像の画素
値から求めた線量値の差は、被写体による X 線
吸収量に相関しており、そこから画素単位での被
写体厚を推定することができる。
　被写体厚が求まることにより、被写体で発生し
た散乱線量とその広がりを推定することが可能と
なる。一方で、グリッドの格子比、密度、中間素
材などが決まると、グリッド透過後の X 線の一
次線透過率と散乱線除去率が決定され、グリッド
透過後の各画素の一次線と散乱線量が決定される

（図 3）。

　そこで推定された被写体透過直後の一次線と散
乱線の量および、グリッドの一次線透過率、散乱
線除去率からグリッド透過後の一次線量と散乱線
量を算出する。被写体透過直後の X 線量を正し
く推定できれば、グリッド使用時と同じ印象の画
像を計算できることになる。

3-2 粒状性改善処理
　FPD に入射した X 線は、線や点などの構造情
報を持つ一次線成分と構造情報を持たない散乱線
成分からなる。構造情報を持たない散乱線成分
は、画像の X 線量子ノイズを増加させる要因と
なっている。粒状性改善処理では、点構造や線構
造の周囲に分布する「構造を持たないノイズ」成
分を抽出し低減することで画像の粒状性を改善す
る処理である（図 4）。

4．画像処理結果
　Virtual Grid を使用した例を図 5 に示す。図 5

（a）は、グリッドを使用せずに撮影した画像であ
る。（b）は、Virtual Grid 技術を適用した際に算
出した散乱線量を画像化したものである。

　横隔膜下の比較的厚い部分の一次線と散乱線の
比率は圧倒的に散乱線の量が多くなるが、吸収さ
れる散乱線量も多いため、FPD に入射する散乱
線量は少なくなる。それに対して肺野領域では周
りからの散乱線が肺野に入るため散乱線量が多く
観測されることとなる。（c）は、Virtual Grid 技
術を適用した画像であり、（d）は実際のグリッ
ドを使用した画像である。
　Virtual Grid と実グリッド画像が近いコントラ
ストを実現していることが分かる。

5．まとめ
　Virtual Grid 技術によりポータブル画像の高画
質化と検査ワークフローが改善さすることに寄与
できれば幸いである。

図 3：グリッド透過前後の一次線と散乱線の関係
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　2014 年 9 月 13 日（土）〜 14 日（日）の 2 日

間、リレー・フォー・ライフ・ジャパン 2014 川

越に埼玉県診療放射線技師会として参加してきま

した。公益委員と第三支部である埼玉医科大学総

合医療センター、埼玉医科大学国際医療センター、

埼玉医科大学病院を中心とした約 50 人の協力を

得て、無事 24 時間タスキを繋ぐことができまし

た。

　本年度も昨年同様にかき氷、スーパーボールす

くい、ヨーヨー釣りの催しを行い、好天に恵まれ

大盛況となりました。

　夜にはサバイバー（がん患者さんをこう呼んで

います）や家族の思いが書き込まれた灯籠で道が

作られ、またがんにより命を落とされたサバイ

バーを追悼するエンプティーテーブル等のイベン

トがありました。どれも一見綺麗に見えますが、

感慨深いもので、その場にいる者しか味わえな

い、最も印象に残る場面でした。

リレー・フォー・ライフ　報告書

久喜総合病院　眞壁　耕平
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　また日中の晴天とは異なり 20 時から 1時間程、

視界を遮るようなゲリラ豪雨に襲われ、リレー

ウォークは一時中断してしまいましたが、その後

は無事再開することができました。中断中には第

三支部支部長の渡部さんよりかき氷が配られ、非

常に寒い中でかき氷を食べるといった経験もする

ことができました。

　深夜には懇親会と称した、プチ宴会を行い、普

段あまり関わることがない病院の方々とお話をさ

せていただき、楽しい時間を過ごしました。これ

もイベントの醍醐味であるのかもしれません。

　2 日目はリレーウォークを 12 時半まで行い、

最後は参加者全員の一斉ウォークで 13 時となり、

無事完歩することができました。

　昨年は、台風の影響で行えなかった閉会式を、

2 年ぶりに行うこともでき、サバイバーや実行委

員のやりきった雰囲気は印象的でした。

　今回このようなイベントに初めて参加すること

で非常に良い経験ができました。

　また私は、普段放射線治療を担当しており、が

ん患者さんと接する機会が多いため、今回の経験

を活かし、患者さん一人一人の気持ちを理解した

上で放射線治療に携わりたいと思います。

　ぜひ、来年度もリレー・フォー・ライフ・ジャ

パンに参加をしたいと思いますので、興味がある

方は一緒に参加しましょう！
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学術委員会理事　栗田　幸喜

平成 26 年度　MRI 基礎講習会の開催報告

　「専門技術者認定試験から学ぶ MRI の基本知識」として、11 月 16 日（日）にさいたま赤十字病院の 5
階会議室にて平成 26 年度 MRI 基礎講習会を行った。当日、若干のキャンセルがあったものの、26 人の
受講で昨年の 14 人を上回る人数であった。参加者からは「目的が特化しているため解説に無駄がなく、
迷わず答える訓練になる、他に類を見ない研修でした。ありがとうございました」などのコメントも聞か
れ、MRI 撮影技術の向上に寄与できたかと思っています。受講者ならびに協力いただいた皆様に感謝申
し上げます。

プログラム

平成 26 年 11 月 16 日（日）
13：00 〜 13：20　　問題Ⅰ模擬試験「アーチファクト（1）」
13：20 〜 14：20　　問題Ⅰ解説 済生会川口総合病院　浜野　洋平
14：30 〜 14：50　　問題Ⅱ模擬試験「アーチファクト（2）＆　解剖」
14：50 〜 15：50　　問題Ⅱ解説 埼玉医科大学病院　　近藤　敦之
16：00 〜 16：20　　問題Ⅲ模擬試験「基礎問題」
16：20 〜 17：20　　問題Ⅲ解説 済生会栗橋病院　　　渡邉　城大
17：20 〜 17：20　　質疑応答

　今回は過去に行われた問題からアーチファクトと、基礎的な問題を抜粋し模擬を作成、解説を含めて
“試験対策とその基礎知識”を中心にセミナーを企画した。一つのセクションを各自 20 分で解答、その後
約 60 分で関連事項含む解答と解説を行った。アーチファクトⅠとして、主なアーチファクト 9 種の特徴
や対策を説明し、その後 14 題の問題について解説した。次にアーチファクトⅡ＆解剖としてアーチファ
クトの問題の続きを 5 題、その後 10 題を腹部・筋・靭帯・肩関節領域の解剖を中心に解説した。特に関
節や筋肉は理解し難い部位であり参考になったと思われる。最後に基礎問題として第 9 回 MR 認定試験
の中から基礎的な部分を抜粋し 16 題行った。磁気モーメント・SAR・SNR・シーケンス・計算問題など
内容は多岐に及んでいた。解答を決めなければならず正解を導くのに苦慮する部分もあったが、難解な問
題の解釈も含めて説明したつもりであり、試験対策としては好評であったと思われる。また前回と同様に
埼玉県のみでなく近県の施設から多くの方々が参加をしていた。資料は後日見直すことができるように分
かりやすく作成したつもりである。アーチファクトに関する問題は必ずと言っていいほど同様の問題が出
題されるので、MR 認定試験を受験される方は復習しておくことをお勧めする。この基礎講習会で行って
いない範囲として臨床画像があげられる。受講者の意見も考慮し、必要であれば今後も継続していきたい
と思う。参加して頂いた方、模範解答を考えて頂いた SMC のメンバーの方、そして当日手伝いをして頂
いた役員の方に感謝いたします。（講師代表：渡邉城大）
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学術委員会　土田　拓治

平成 26 年度　第 1 回 DR 計測セミナー開催報告

　平成 26 年 11 月 30 日（日）に済生会川口総合病院におきまして、第 1 回 DR 計測セミナーを開催しま
した。参加者は 10 人と少なかったのですが、実習形式のセミナーのため非常に分かりやすく有意義で
あったと好評でした。今後も、実習形式を取り入れた講習会を企画していきますので参加をお待ちしてい
ます。またご参加いただいた受講者および講師、スタッフの皆様に感謝を申し上げます。

プログラム
13：00 〜 14：00　　物理特性測定における基礎
 土田　拓治　　埼玉県済生会川口総合病院
14：10 〜 15：10　　実習 1；一般撮影機器における物理特性測定（入出力特性、NPS）
 森　一也　　　埼玉県済生会川口総合病院
15：20 〜 16：20　　実習 2；一般撮影機器における物理特性測定（MTF）
 滝口　泰徳　　上尾中央総合病院
16：30 〜 17：30　　実習 3；PCによる物理特性解析
 大柿　護　　　  EIZO 株式会社 

映像技術開発部　ASIC 開発課

　我々が扱っている装置の品質管理は非常に重要であり、その責任の所在はユーザーです。特に一般撮影
機器に関しては、使用頻度が高いモダリティであるにもかかわらず、メーカー保守契約を結んでいない施
設が比較的多いと聞きます。そのため、機器の物理特性を測る能力が問われています。最近では、各学
会、研究会などで、DR セミナーと称し、デジタル機器の物理特性（入出力特性・MTF・NNPS・DQE）
の解析を簡単に行えるソフトを配布して、我々のレベル向上の一助となっていますが、自施設において解
析データのとり方が分からないため、せっかくのソフトが PCに眠ってしまうとの声をよく聞きます。
　今回企画したDR計測セミナーの内容は、実際の撮影機器を用いて、解析データ取得方法を実習形式で
構成しました。まず、物理特性を測る上で必要な知識について、IEC規格（国際電気標準会議）で述べら
れている標準測定法と、幾何学的配置によるデータ誤差などについて講義しました。実習では、MTF 測
定にて、テストデバイスの材質を変化させてデータを取得。半価層、入出力特性、NNPS のデータ取得で
は、距離や露光量を変化させて X 線出力測定器（空気電離箱）を用いて、IEC 測定法との違いなどを実
際に体験することで、高価な試験器具がなくても工夫次第で、安価に測定が可能であることを体験しても
らいました。またそれらのデータを PC で解析したことは、物理特性のデータ取得から解析までの流れを
理解でき、大きな成果があったと考えます。
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総務委員会
常務理事　平野　雅弥

平成 26 年度　役員研修会報告

　平成 26 年 11 月 28 日（金）19 時より、大宮ソニックシティ 905 会議室において平成 26 年度役員研修
会を開催しました。参加者は理事と各委員会委員および支部役員を含め 26 人で、（公社）日本診療放射線
技師会理事の児玉直樹様を講師として招き「今回の診療放射線技師法改正」というテーマで行いました。
　今回の診療放射線技師法改正の主な点は、業務範囲の追加として①造影剤の血管内投与に関する業務
②下部消化管検査に関する業務③画像誘導放射線治療（image-guided radiotherapy：IGRT）に関する業
務です。また業務の位置付けが明確になったものとして、胸部検診及び核医学診断装置を用いた業務が挙
げられます。現在、我々診療放射線技師が携わってきたこれらの業務が法的に明確になったことで、現状
に沿った内容になっています。この当然と思われる法改正に関し、日本診療放射線技師会では平成 23 年
に行った「診療放射線技師の業務実態調査」を基に現状の業務内容の調査報告書を作成し、前掲した個々
の業務一つ一つにエビデンスをもった要望書を繰り返し挙げ続けた結果、今回の改正につながったもので
す。しかし当初は、なかなか議論のテーブルにも挙げられないとのことで、長年にわたる苦労の結果で成
し得たものだと思います。そのため、今回の改正は職能団体である公益社団法人日本診療放射線技師会が
主動的な立場で働きかけ、実現できたことは間違いありません。
　そこで、我々が次にできることは、今回の法改正を喜んでいるばかりでなく、責任をもって遂行するこ
とができる知識と技術を身に付けることが重要であると感じました。4 月以降、診療放射線技師養成学校
教育カリキュラムも業務拡大に伴い 2単位増え、また現在仕事に就いている方への追加研修講習会も予定
されるとのことです。そして全ての診療放射線技師に受講してもらいたいとのことでした。そうすること
で、次の改正につなげていくことができます。
　講演終了後も講師へ会場から多数の質問があり、関心の高さが感じられました。
　今回の研修は、短い時間ではありましたが、我々の業務を法的な立場から見直す良い機会になったと思
います。

研修中 会長からの質問
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学術委員会理事
城處　洋輔

（公社）日本診療放射線技師会　診療放射線技師基礎講習
「X 線 CT 検査講習会」北関東地域（埼玉県）開催報告

　平成 26 年 10 月 5 日（日）に日本診療放射線技師会が主催する、診療放射線技師基礎講習「X線 CT検
査」が埼玉県済生会川口総合病院にて開催された。
　開講の挨拶として日本診療放射線技師会の富田常務理事より本講習会の趣旨を説明し、講義が始まった。
　内容は、日本診療放射線技師会の教育目標に沿って、装置の構成など基礎的なことから性能評価、部位
ごとの臨床技術まで網羅されており、包括的に学習することができた。
　休日の悪天候にもかかわらずご参加頂いた 43 人の受講生の皆様、また当日講義を担当された講師、会
場スタッフの皆様にはこの場をお借りしてお礼を申し上げます。

プログラム（敬称略）

 
9：00 〜 09：45　CT装置 済生会川口総合病院　　　城處　洋輔

 9：45 〜 10：30　画像再構成法 済生会川口総合病院　　　城處　洋輔
10：45 〜 11：30　撮影技術 1　頭頸部 済生会川口総合病院　　　富田　博信
11：30 〜 12：15　撮影技術 2　胸部・大血管 済生会宇都宮病院　　　　土屋　恭子
13：15 〜 14：00　撮影技術 3　腹部 栃木県立がんセンター　　萩原　芳広
14：00 〜 14：45　画質・性能評価 済生会川口総合病院　　　富田　博信
15：00 〜 15：45　線量特性 栃木県立がんセンター　　萩原　芳広
15：45 〜 16：30　画像表示処理  済生会宇都宮病院　　　　土屋　恭子
16：45 〜 17：15　臨床技術能力検定試験
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第一支部

 今後の予定 

　ア．第 3回第一支部勉強会＆平成 26 年度第一支部決算報告
　　（ア）開催日時：平成 27 年 3 月 25 日（水）　19：00 〜 20：40
　　（イ）開催場所：JCHO埼玉メディカルセンター　3階会議室
　　（ウ）参加費：500 円
　　（エ）内容：第一支部決算報告 第一支部理事　双木　邦博

　　　　　　　　Ⅰ．メーカー講演
　　　　　　　　　「AZE VirtualPlace を用いた心筋潅流画像カラー表示（仮題）」
 株式会社　AZE

　　　　　　　　Ⅱ．技師講演
　　　　　　　　　「当院における冠動脈CT検査（仮題）」
 三愛病院　川島　慶太

　　　　　　　　　「冠動脈MRAの実際　〜 1.5T と 3.0T を使用して〜（仮題）」
三愛病院　大塚　忠義

　イ．第一、二、五支部合同勉強会
　　（ア）開催日時：平成 27 年 1 月 31 日（土）　12：45 〜 19：00
　　（イ）開催場所：さいたま赤十字病院　5階講堂
　　（ウ）テーマ：「Dual Energy CT 基礎から臨床」
　　（エ）参加費：500 円

第一支部情報
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 報告事項 

　ア．第 2回第一支部勉強会を開催しました
　　（ア）開催日時：平成 26 年 10 月 2 日（木）　19：00 〜 20：50
　　（イ）開催場所：JCHO埼玉メディカルセンター　3階会議室
　　（ウ）参加人数：39 人
　　（エ）内容：Ⅰ．技師講演
　　　　　　　　「当院における画像情報連携について」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さいたま市立病院　三橋　則行
　　　　　　　　Ⅱ．メーカー講演
　　　　　　　　「可搬型媒体を用いた病院連携　PDI の基礎〜 PDI に関する各種問題〜」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リパージュジャパン株式会社　杉原　弘恭
　　　　　　　　「Real Impact for Better Health」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本マイクロソフト株式会社　遠山　仁啓

さいたま市立病院　三橋氏

日本マイクロソフト株式会社　遠山氏

リパージュジャパン株式会社　杉原氏
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　イ．第 2回第一支部役員会開催
　　（ア）開催日時：平成 26 年 10 月 29 日（水）　19：00 〜 20：00
　　（イ）開催場所：JCHO埼玉メディカルセンター　検診センター
　　（ウ）参加人数：6人
　　（エ）内容：健康まつり打合せ
　　　　　　　第 3回勉強会
　　　　　　　来年度勉強会

　ウ．浦和区健康まつりへ参加
　　（ア）開催日時：平成 26 年 11 月 2 日（日）　10：00 〜 16：00
　　（イ）開催場所：浦和コミュニティセンター（浦和駅東口コムナーレ 10 階）
　　（ウ）テーマ：「身近な地域で人のつながりを大切に、健康づくりの輪をひろげる。」
　　（エ）主催：浦和区役所保健センター
　　（オ）恊働：アシスト浦和 21
　　（カ）内容：骨密度測定と医療画像展
　　（キ）測定人数：408 人
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第二支部

　平成 26 年 9 月 13 日、第二支部主催による循環器CTセミナー 2014 が開催されました。
　本セミナーは昨年、心臓 CT セミナー 2013 と銘打ち、埼玉県及び近隣の都道府県に向けて、今心臓
CT で困っていることや明日から持ち帰ることのできる技術を共有しようという目的から始まりました。
64 列 CT が汎用機となり始めた近年だからこそ知りたい技術、知識が増えてきていると思います。その
ような中、今回も 211 人という多数の方にご参加いただきました。内容は誌面では書ききれないほど充実
し、実行委員を引き受けてくださった方をはじめ、座長、講師を務めていただいた先生方、メーカーの方
にご尽力いただきましたこと、この場を借りて厚くお礼申し上げます。
　本会のディスカションももちろん、こういった多数の方に集まっていただいた会のお楽しみは、やはり
懇親会です。お酒が苦手な方には少々高い参加費となるとは思いますが、セッションや講演内容、または
今後の展望について熱く語れる場が懇親会ではないでしょうか。お酒を控えて真面目に話すもよし、お酒
の力を借りて熱く語るのもよし、セミナーに関係ない世間話をするにも良い機会だと思います。懇親会で
できた横のつながり（県内に限らず）が今後の埼玉県の技術、知識の向上に少なからずお役に立てればと
思います。
　今後とも第二支部へのご理解、ご協力いただければ幸いです。

循環器 CT セミナー 2014 開催報告

所沢ハートセンター　柴　俊幸
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　第二支部では座長集約をもって勉強会開催報告とさせて頂きます。なお、ページ数やレイアウトなどの
都合により順番が前後しますことを発表者様、座長様並びに会員の皆様にご理解頂ければ幸いです。

　平成 26 年度第 4回勉強会、テーマ「整形外科領域の撮影技術向上を目指して」の中で、一般撮影では、
上尾中央総合病院の仲西一真氏に「教科書に載っていない実践撮影のコツと X 線所見のとり方〜膝関節
編〜」について発表して頂きました。
　講演内容はまず、膝関節は荷重を受けながら転がり、滑り、回旋といった複雑な動きを行うために、障
害を受けやすく、撮影頻度の高い関節のひとつであるということ。そして、変形性膝関節症の多くは内反
変形で、両膝だと所謂 O 脚の状態。その評価は関節間隙を数ミリ単位で計測しているため、正確なポジ
ショニングが要求される撮影であるということをお話して頂きました。次に、変形性膝関節症の計測方法
とその Grade 分類についての復習を行い、その後に日常で撮影頻度の高い正面、側面、スカイラインの
撮影方法について、撮影のコツを発表して頂きました。
　具体的に、膝関節の立位荷重位では、様々な荷重のかけ方があり、それぞれの姿勢での負荷の状態とそ
の問題点について教えて頂きました。さらに膝関節側面撮影では、撮影後の画像から関節面のズレの修正
方法について、脛骨腓骨の関係と外顆内顆の形状の違いから、外旋に修正すべきか、内旋にすべきか推測
することができるということ。スカイライン撮影では、画像上で大腿骨顆間窩面と脛骨粗面が重なる角度
が最も関節面を広く描出できる角度でありその角度を実現するためには、脛骨粗面を入射点にして膝蓋骨
の前面ラインと後面ラインが平行であることから、入射角度を膝蓋骨の前面ラインと平行にする。そし
て、撮影後の画像から大腿骨顆間窩面と脛骨粗面の位置関係を確認することによって、入射角度の修正方
向を判断することができるということを教えて頂きました。さらに、膝の人工関節術後の画像を用いて、
術後撮影の目的とその解剖、所見のとり方を教えて頂きました。
　膝関節撮影は、教科書以外に個々の施設で発見し、発展させてきた撮影方法や技術が存在します。今回
の講演の中でも私が知らなかった撮影のコツや所見のとり方があり、大変勉強になりました。撮影経験の
浅い方や撮影方法に疑問をお持ちの方、撮影技術に手詰まりを感じている方などはこのような機会を利用
して、積極的に疑問を投げかけて頂き、解決できればよいと思います。今後もこのような機会を作って頂
き、皆さんと撮影方法について活発な議論が展開できることを期待しています。

　本セッションでは、「整形外科領域の X 線 CT の標準化」と題し、正確な MPR 画像の切り出し法をメ
インテーマに埼玉石心会病院さやま総合クリニック山田技師より講演を頂いた。整形外科領域のCT検査
では、主として骨折の精査・骨折型の診断、手術適応の判定、手術支援画像の作成・手術方法の決定、骨
癒合・変形などの形態評価等の情報を正確に持った画像が求められる。その中で、MPR 画像の標準化は
再現性の向上のため必須要項として挙げられる。MPR 画像を作成するにあたり、撮影画像の空間分解能

第 4 回勉強会 整形セッション一般撮影座長集約
防衛医科大学校病院　野瀬　英雄

第 4 回勉強会 整形セッション CT 座長集約
医療法人社団愛友会上尾中央総合病院　放射線技術科　舘林　正樹

勉強会開催報告



各支部掲示板
埼玉放射線・Vol.63　No.1　2015

巻
頭
言

告

示

会

告

お
知
ら
せ

学
術
大
会

学
術
特
集

技
術
解
説

本
会
の

動

き

報

告

各
支
部

掲
示
板

各
支
部
勉

強
会
情
報

求

人

コ
ー
ナ
ー

議
事
録

会
員
の

動

向

自
由
投
稿

役
員
名
簿

Ｆ
Ａ
Ｘ

申
込
書

年
間
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル

63  （63）

や再構成スライス厚、再構成関数の構成が重要となるが、今回はポイントとして、①空間分解能の劣化を
防ぐため on center で撮影する②パーシャルボリューム効果の影響を考慮し適切なスライス厚を選択する
③高周波強調関数を用いて画像再構成することが挙げられた。
　一般的にMPR画像はX線写真を基準とした方向で作成されるが、この方法の難点は再現性の低さであ
る。画像作成を行った技師の主観で切り出された断面であるため、他の技師が同じ断面を作成することは
難しい。PACS に画像保存を行っている施設では過去画像の確認が可能だが、スループットの低下は免れ
ない。そこで、基準線・基準面の設定が重要となってくる。基準線・基準面は中間位において目安となる
ラインで、個人差が少なく、水平断でなるべく直線的な部分がよいとされる。今回は手関節・肩関節・膝
関節・足関節・長管骨について基準線と基準面から MPR 画像を作成する手順が紹介された。基準線と基
準面から MPR を作成する手順は GuLACTIC にも記載されているが、本講演も GuLACTIC を基準とし
た作成手順であった。
　基準線の設定は撮影部位が多様であっても、解剖学的理由からおおよそ同じポイントに絞られ、反復し
た作業を何度も行うことで複数の技師が選定した場合の差異は低下する。この結果、施設内での標準化は
ある程度成される。ただし、通常基準線に設定すべきポイントが骨折していた場合や、アライメントがず
れていた場合等のイレギュラーなものに対して、基準をどう設定するかが標準化を考えた際に大きな問題
となることが多い。本講演では Colless 骨折を例に、通常の基準面が骨折していた場合に、基準面より近
位で骨折の影響がない新しい基準面を選定する手法が紹介された。非常に有用であると思う。
　骨折の種類や形態は千差万別であり、一つ一つの症例に対して標準化を行うことはむしろ不可能である
とも言える。MPR 画像の標準化は再現性を維持・向上させることが目的であり、これに尽きるとも言え
る。今日では患者情報の管理として HIS だけではなく RIS や周辺機器の多機能化も目覚ましく、特に
RIS の活用によってイレギュラーな症例に対して作成した MPR の切り出し情報を施設内で共有すること
が可能である。初めに画像作成を行った技師が RIS 等の検査情報欄に撮影部位や切り出し基準・スライ
ス厚等を記載すれば、スループットの低下を起こさず良好な再現性を得ることも可能であり、この作業に
より施設内での標準化が成されると考えている。
　整形外科領域のCT撮影は議論の余地が多く、難しい分野であることは間違いない。標準化を成すため
には検査情報をいかに有効な形で共有できるかが重要であると思う。
　以上、座長集約とさせて頂きます。

　セッション 2「整形外科領域の撮影技術向上を目指して」、MRI については三愛病院　菅野勝先生に「股
関節MRI 撮影について〜検査の流れ・考え方〜」と題し、実際に行われている検査プロトコルの紹介、検
査を行う上で必要な股関節の解剖学的構造・病態について詳細且つ分かりやすく講演して頂きました。
　はじめに、MRI が多用される股関節の病態・疾患について大腿骨頭壊死、変形性股関節症、関節唇損
傷、外傷による骨折等が挙げられ、確定診断、術前評価に広く用いられており、御施設おいては股関節の
疾患の第一選択は一般撮影であるが、必要に応じて MRI を行うとのことでした。印象的だったのは御施
設が整形外科に力を入れており、外傷および転倒による大腿骨頭骨折の急患が他院紹介も含め多く、緊急
手術になることもあり、その際にはほぼ全例において MRI 検査を実施しているとのことでした。自施設

第 4 回勉強会 整形セッション MRI 座長集約
埼玉医科大学総合医療センター　中央放射線部　河原　剛
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においては緊急手術の対象であっても MRI 検査を行ってから手術となることは稀であり、少なくとも私
自身経験がありませんでした。しかし、御施設では日々多忙な MRI 検査の中、依頼があることも少なく
ないそうで、予約の合間に必要なシーケンスを絞り検査を行なっているとのことでした。このような運用
を行なえるのは臨床医とのコミュニケーションが密に取られ、それにより検査の必要性について双方でコ
ンセンサスが得られているのだと感じました。
　講演の序盤はガイドラインに沿ったポジショニングや主に用いられるシーケンスについて話され、その
後は解剖学的構造、血管走行についてと各疾患について、特に大腿骨頭骨折の分類、各骨折における病型

（type 分類）について臨床画像を交え詳しくお話しして頂きました。結びでは検査に必要な知識を身に付
けた上で検査に臨むことが重要であると締めくくられました。御施設では MRI だけでなく、全ての検査
において画像所見をレポートとして提出しているとのことをお聞きしました。検査技術だけでなく、その
画像を読む力も必要となってきます。そのためには今回お話しして頂いた内容を理解し、臨床医が必要な
情報をフィードバックできる知識を身に付けていかなくてはならないと強く感じました。

　「肩関節撮影法〜撮影方法のコツを得る〜」として春日部市立病院の工藤年男氏より講演頂いた。
最近の放射線画像診断の中心は CT・MRI・US である。そのエビデンスは周知のとおりであり、診療放
射線技師の研究テーマも盛んに行われている。それと比較して、一般撮影検査の研究を志す者が減少して
いる印象を受ける。その要因として、診療放射線技師の教育体制や環境によると考える。よって工藤講師
による本講演は一般撮影技術が他モダリティと同等、それ以上の魅力がある事を再認識するきっかけと
なった。
　一般撮影検査は、大概の施設において基本的業務である。ただし、各施設によって最適な撮影法が存在
し、職場の先輩など教育者の質に依存する。次に、臨床経験の必要性である。得られた知識を被写体ごと
に応用できるからである。そして、画像再現性を得るために、その撮影法が適切かどうかの検証・研究を
できる環境の構築が必要であり、職場の同僚や研究会などを通じてディスカッションすることが大切であ
る。特にメルクマールによる撮影技術の構築は再現性を得るためのコツ、つまり撮影が上手くなるコツと
して、体表面の基準線・基準面の把握、機能解剖学に基づいた ROM（range of motion）の関節可動域、
良肢位（関節が固定された場合、日常生活にもっとも支障が少ない肢位のこと）の理解する事が必要と述
べられた。
　今回は、肩関節撮影を中心とした内容であった。撮影技術習得を行う上で参考とする著書の中には活字
で理解が困難なものもあるが、良肢位を取り入れ、撮影法の臨床的意義を考えた撮影法について、3D-CT
を用いてメルクマールとの関係を教示して頂いた事で、より理解が深まった。
　最後に、一般撮影領域における環境変化はアナログからデジタルに移行され、観察媒体もフィルム - シャ
ウカステンからモニターへと急速に進んでいる。このことは画像情報が膨大となった現在への恩恵は計り
知れないが、それらを扱う診療放射線技師の撮影線量と画質（特に画像濃度・輝度）への意識が loose に
なっているのも事実である。しかし、一般撮影技術にとって特に大切なのは、再現性と必要な診断情報を
描出することであり、その原点はポジショニングであると考える。諸先輩方が培った撮影技術を論理的に
理解し、継承していく事は、再撮影をしない撮影法の研究を盛り上げ、医療被ばく低減につながる。

第 5 回勉強会特別セッション座長集約
埼玉県済生会川口総合病院　診療放射線部　土田　拓治
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所沢市保健センター健康まつりに参加して

第二支部　中村　友香

　平成 26 年 11 月 9 日（日）、所沢市保健センターにおいて第 27 回保健センター健康まつりが開催されま
した。当日は雨の予報でしたがなんとか曇り、お子さんから働き盛りのお父さん、それから元気な高齢者
までと幅広い世代の方にご来場いただきました。その中で、埼玉県診療放射線技師会第二支部として医用
画像展を開催いたしました。
　第二支部は公益活動の一環として毎年参加しています。" あなたのための医用画像展 " としてパネル展
示、骨密度測定、子供用サッカーゲームを行いました。
　来場者は骨密度測定者 376 人、健康まつりの来場者数 1,194 人と前年より測定者・来場者数とも増えて
大盛況でした。
　これからもこのような活動を通じて我々診療放射線技師の職種・役割を知っていただき、多くの方の健
康維持のお手伝いができればいいなと思いました。

実行委員
大西 圭一　　所沢ハートセンター
山下 隆行　　豊岡第一病院
山岸 洋大　　明生病院
山田 幸一　　埼玉石心会病院
中村 友香　　所沢市市民医療センター
千田 俊秀　　所沢市保健センター

【開会式の様子】
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 第三支部だより 
第三支部理事 渡部 進一 

(1) 平成 26 年度 勉強会予定 

 第 3 回 第三支部勉強会（平成 27年 3 月 開催予定） 

 平成 26年度 第三支部総会 （平成 27 年 3 月 開催予定） 

 

第三地区会 
(2) 平成 26 年度 第 2 回勉強会 開催報告 

日 時： 平成 26 年 12 月 10 日（木） 19 時 00 分～ 
場 所： 埼玉医科大学総合医療センター 5 階 小講堂 

〒350-0844 埼玉県川越市鴨田辻道町 1981 番地 
  内 容： メーカー講演 

●「新しい肝動脈塞栓材 ディーシービーズについて」 
エーザイ株式会社 統合マーケティング部 柳広一郎 

  技師講演 
● 「診療技師法改正について」 

埼玉医科大学病院  堀切 直也 藤田 綾乃 

 

● 「診療放射線技師に必要な統計学の基礎知識」 
埼玉医科大学病院  高橋 将史 

(3) 第 28 回 川越市健康まつり 開催報告 
日 時： 平成 26 年 11 月 2 日（日） 10 時 00 分～14 時 00 分 

  場 所： 川越市総合保健センター    埼玉県川越市小ヶ谷 817-1 
  内 容： あなたのための医療画像展 
 
 
 
 
 
 
 
(4) 第三地区 ボーリング大会  開催報告 

日 時： 平成 26 年 10 月 31 日（金） 19 時 00 分～20 時 30 分 
場 所： 川越市ボウリングセンター  
参加数： 42 人 

第三支部
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第四支部

 
今年も（公社）埼玉県診療放射線技師会第四支部役員一同いろいろな企画で

盛り上げたいと思いますので、本年もどうぞよろしくお願い致します。 

  
 
「第四支部役員連絡先」 

深谷赤十字病院    齋藤 幸夫  ＴＥＬ ０４８－５７１－１５１１ 
熊谷総合病院     清水 浩和  ＴＥＬ ０４８－５２１－００６５ 
羽生総合病院     大野 渉   ＴＥＬ ０４８－５６２－３０００ 
行田中央総合病院   萩原 貴之  ＴＥＬ ０４８－５５３－２０００ 
東松山市立市民病院  新井 偉生  ＴＥＬ ０４９３－２４－６１１１ 
秩父市立病院     横田 文克  ＴＥＬ ０４９４－２３－０６１１ 
小川赤十字病院    高井 太市  ＴＥＬ ０４９３－７２－２３３３ 
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　平成 26 年 10 月 26 日 ( 日 ) 深谷ビックタートルにて深谷市福祉健康まつりが行われました。埼玉県診
療放射線技師会第四支部も公益活動の一環として毎年参加しております。昨年は台風の影響により中止と
なりましたが、今年は良い天気に恵まれ、会場には多くの方々に来場していただきました。
　第四支部では毎年恒例となっている「パネル展示」「骨密度測定」「ヨーヨー釣り」に加え、コニカミノ
ルタヘルスケア㈱様のご協力で「ワークステーション展示」「血中酸素濃度測定」を行いました。来場者
数は骨密度測定は約 300 人、ヨーヨー釣りは約 100 人、医療画像展には約 80 人と例年同様、沢山の方に
来ていただくことができました。
　これからも第四支部では継続して福祉健康祭りに参加し、このような活動を通じて診療放射線技師とい
う職業や技師会の活動について知っていただけるように努力していきたいと思います。実行委員のみなさ
ん、ご協力いただいたメーカーの方、お疲れ様でした。

深谷市福祉健康まつり　参加報告

第四支部　高井　太市

骨密度測定

パネル展示
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ヨーヨー釣り ワークステーション展示

深谷市福祉健康まつり実行委員

会員名 施設名 会員名 施設名
斎藤　幸夫 深谷赤十字病院 長谷川　英治 羽生総合病院
清水　浩和 熊谷総合病院 山田　伸司 小川赤十字病院
大野　渉 羽生総合病院 小林　茂幸 深谷赤十字病院
新井 偉生 東松山市民病院 笠井　久幸 深谷赤十字病院
横田　文克 秩父市立病院 成田　麻美 深谷赤十字病院
高井　太市 小川赤十字病院 柏瀬　義倫 深谷赤十字病院

亀山　枝里 熊谷総合病院

協力メーカー
　コニカミノルタヘルスケア株式会社　　櫻井様
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　平成 26 年 12 月 5 日（金）午後 7時より、熊谷市のキングアンバサダーホテル熊谷にて毎年恒例である
第四支部忘年会が開催されました。
　当日は会員・賛助会員合わせて約 80 人と多くの方々に参加していただきました。会場全体の雰囲気は
終始にぎやかで、出席された皆様の日頃の慰労や情報交換を含め、親睦を深めることができました。また
今年より始めた新企画、新入会員の挨拶を交えた施設ごとの紹介を行っていただきました。どの施設の紹
介もユニークで、会場の盛り上がりもより大きなものとなりました。
　最後になりますが、参加していただいた会員・賛助会員の皆様に心よりお礼申し上げます。

第四支部忘年会開催報告

第四支部　高井　太市・齋藤　幸夫

第四支部の温故知新です
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全ての施設紹介ができない事についてお詫び申し上げます。
また今回紹介されなかった施設は、来年度優先して掲載しますのでお許しください。

施設紹介

東松山市民病院の皆様 熊谷総合病院の皆様

佐々木病院の皆様 羽生総合病院の皆様

秩父病院の皆様 秩父市立病院の皆様
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第五支部

第五支部

情報交換会以外でもご意見ご提案があれば気軽にご連絡ください

支部の活動にご協力いただける方からのご連絡待っております。

下記でもご案内をしております。

情報交換会

場所は春日部市民活動センター〔ふれあいキューブ〕

１月 日 １９：００～ 予定）

月 日 １９：００～ 予定）

詳しくは の 等でご案内いたします。

（気軽にご来場していただいてご意見などお伺いできれば幸いです）

皆様とのお話ができるような企画を考えております。

テーマなど皆さんのご意見をお待ちしています。

ご参加ご協力をお願いいたします。

第五支部理事 矢崎
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第六支部
 

 
 
巻頭言   

震災と魚  
上 尾 中 央 総 合 病 院 放 射 線 技 術 科   

  藤 巻  武 義  
 

私 の 趣 味 は 釣 り で 川 や 湖 、海 な ど 季 節 ご と に 様 々 な 場 所 へ 出 掛 け て い ま す 。

東 日 本 大 震 災 後 に も 茨 城 県 の 霞 ケ 浦 へ 出 掛 け た 際 、 河 川 敷 の 地 面 も 所 々 に 地

割 れ で 立 ち 入 り 禁 止 に な っ て い る 箇 所 が あ り 改 め て 震 災 を 実 感 し た の を 覚 え

て い ま す 。 そ れ 以 来 と い う も の 、 ニ ュ ー ス を 見 て い て 漁 業 関 連 、 そ し て そ れ

が 震 災 に 関 連 が あ る も の と な れ ば や は り 気 に な り 見 て い ま す 。2 0 11 年 秋 か ら

ワ カ サ ギ の 放 射 性 物 質 検 査 に つ い て も ニ ュ ー ス で よ く 取 り 上 げ ら れ て い ま し

た 。 福 島 県 か ら 離 れ た 栃 木 県 や 群 馬 県 な ど の 湖 に い る ワ カ サ ギ に つ い て も 検

査 の 対 象 に な り 釣 り を 禁 止 に し た 湖 や 持 ち 帰 り の 自 粛 、 お よ び 出 荷 禁 止 な ど

今 で も 様 々 な 対 応 が 取 ら れ て い る の が 現 状 の よ う で す 。  
 
ま た 9 月 下 旬 に こ ん な 記 事 が 取 り 上 げ ら れ て い ま し た 。 内 容 は 「 東 日 本 大

震 災 の 影 響 に よ り 今 年 度 の サ ケ 遡 上 減 少 の 可 能 性 」 と い う も の で す 。 最 初 は

震 災 と サ ケ の 遡 上 に ど の よ う な 関 係 が あ る の か 見 当 も 付 き ま せ ん で し た 。 し

か し 、 記 事 を 読 み 進 め る と 震 災 時 に 津 波 で 河 川 が 氾 濫 し 、 サ ケ の 稚 魚 を 繁 殖

さ せ て い る 養 魚 場 が 被 害 に 遭 い 稚 魚 放 流 を 行 え な い 地 域 が あ っ た そ う で す 。

そ こ で 改 め て サ ケ の 習 性 を 調 べ て み る と 、 サ ケ は 川 で 産 ま れ （ 放 流 さ れ ） 稚

魚 へ 成 長 す る と 海 に 出 ま す 。 そ の 後 、 ベ ー リ ン グ 海 、 ア ラ ス カ 湾 を 回 遊 し て

約 4 年 後 に 産 卵 の た め に 再 び 産 ま れ た 川 へ 戻 り 、 産 卵 後 に 一 生 を 終 え る そ う

で す 。 東 日 本 大 震 災 の 年 に 放 流 し た 鮭 の 多 く が 回 帰 す る 年 、 そ れ が 今 年 度 に

な る と い う 経 緯 か ら 今 回 の 記 事 が 取 り 上 げ ら れ て い ま し た 。 ま さ か こ の よ う

な 形 で も 震 災 の 影 響 が 出 て い る と は 全 く 想 像 も し て い ま せ ん で し た 。 東 日 本

大 震 災 か ら も う す ぐ 4 年 。 こ れ ら 以 外 に も ま だ ま だ 私 が 知 ら な い 震 災 の 影 響

が あ る と 思 い ま す 。 全 て が 元 通 り に は な ら な く て も 、 少 し で も 以 前 に 近 づ く

よ う に と 願 っ て い ま す 。  
 
 
 
 
 
 
 

埼 玉 県 診 療放 射 線 技 師 会  

第 六 支 部  

1 .巻 頭 言  藤 巻  武 義  

2 .彩 の 国 い き い き フ ェ ス テ ィ バ ル 報 告  

3 .平 成 2 6 年 度  忘 年 会 報 告  
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彩の国いきいきフェスティバル報告  
 

                さ い た ま 北 部 医 療 セ ン タ ー   放 射 線 科   
竹 内  信 行  

 
平 成 2 6 年 11 月 3 日 、 埼 玉 県 民 活 動 総 合 セ ン タ ー (伊 奈 町 )で 『 彩 の 国 い き

い き フ ェ ス テ ィ バ ル 』が 開 催 さ れ ま し た 。約 8 0 も の 出 展 出 演 団 体 が 参 加 し た

中 で 、私 た ち は 骨 密 度 測 定 や パ ネ ル 展 示（ 放 射 線 医 療 解 説 ）、被 ば く 相 談 の ブ

ー ス を 設 け ま し た 。  
私 た ち の 展 示 に 来 て 頂 い た 方 の 多 く は 骨 密 度 測 定（ 集 計 1 8 0 人 ）が 目 的 で 、

業 務 的 に 慣 れ な い 上 に 人 数 も 多 く 戸 惑 う 事 ば か り で し た 。 一 方 、 被 ば く 相 談

を 受 け た い と い っ た 方 は い ま せ ん で し た が 、 パ ネ ル の 内 容 を 質 問 さ れ 説 明 す

る 事 が 度 々 あ り ま し た 。 当 た り 障 り の な い 説 明 は で き て も 分 か り や す く 説 明

は で き な か っ た の で 来 年 の 課 題 に し よ う と 思 い ま し た 。  
そ の 他 コ バ ト ン や ア ル デ ィ 、 ロ ー ズ ち ゃ ん な ど の ゆ る キ ャ ラ や マ ス コ ッ ト

が 子 供 達 に 人 気 で 写 真 を 撮 る の に 行 列 が で き る ほ ど で 、 思 わ ず 自 分 も コ バ ト

ン の 横 で 写 真 を 撮 っ て し ま い ま し た （ い い 歳 し て … … ）。  
最 後 に 、 前 日 か ら の 準 備 や 当 日 担 当 し た 第 六 支 部 役 員 の み な さ ん 、 お 手 伝

い で 来 て 頂 い た み な さ ん 、 貴 重 な 祝 日 の 日 に お 疲 れ 様 で し た  

 

     忘年会報告 
 

去 る 11  月 2 7  日 （ 木 ）  に 平 成 2  6  年 度 第 六 地 区 忘 年 会 が 、 ラ ・ ヴ ォ ー リ ア マ ッ

タ  ル ミ ネ 大 宮 店 に て 行 わ れ ま し た 。ご 多 忙 の 中 、4 2 人 の 会 員 が 参 加 し て く だ さ り 、

盛 大 な 会 と な り ま し た 。 参 加 し て く だ さ っ た 会 員 の 皆 様 あ り が と う ご ざ い ま し た 。 
 
 

忘 年 会 に 参加 し て     埼 玉 県 立 小 児 医療 セ ン タ ー  桂 田  夏 帆  

 

平 成 2 6 年 11 月 2 7 日（ 木 ）ラ・ヴ ォ ー リ ア マ ッ タ  ル ミ ネ  大 宮 店 に て 第 六

支 部 忘 年 会 が 行 わ れ ま し た 。参 加 者 数 4 2 人 の 盛 大 な 会 に な り 、支 部 の 勉 強 会

で は な か な か 話 す こ と の 出 来 な い 他 施 設 の 方 々 と も 交 流 を 持 つ こ と が 出 来 た

の で 、 と て も 有 意 義 な 時 間 と な り ま し た 。 こ れ か ら も 、 定 例 会 や 勉 強 会 に 参

加 し て い き 技 術 向 上 に 努 め て い き た い と 思 い ま す 。  

最 後 に 、 こ の よ う な 会 を 企 画 し て 下 さ っ た 方 々 に 感 謝 申 し 上 げ ま す 。  
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巻頭言   

仕事をしないおじさん  
上 尾 中 央 総 合 病 院 放 射 線 技 術 科   

舘 林  正 樹  
 

最 近 、 ネ ッ ト ニ ュ ー ス で 「 仕 事 を し な い お じ さ ん に な ら な い た め に 」 と い

う よ う な 記 事 を 見 た 。 ど う や ら 日 本 に は 高 額 な 給 料 だ け 貰 っ て 仕 事 を し な い

お じ さ ん が 沢 山 い る ら し い 。 こ れ が 真 実 な ら ば 、 多 く の 人 が 羨 ま し く 感 じ る

の で は な い だ ろ う か 。 や や 記 憶 が 薄 れ て い る が 、 記 事 の 内 容 は 、 ス キ ル ア ッ

プ を 目 指 し 、如 何 に や り が い を も っ て 長 く 仕 事 が で き る こ と が 素 晴 ら し い か 、

と い う よ う な 内 容 を 説 い て い た と 思 う 。 私 は こ の 記 事 を 読 ん で ふ と 疑 問 が 浮

か ん だ 。「 仕 事 を し な い お じ さ ん 」は「 人 よ り 働 い て き た か ら 仕 事 を し な い お

じ さ ん に な っ た 」 の で は な い だ ろ う か 。 そ れ が 自 分 の 行 動 と 労 働 に 対 す る 対

価 と し て 手 に 入 れ た 地 位 で あ っ た と し た ら 、 誰 か に 批 判 さ れ る べ き こ と な の

だ ろ う か 。そ も そ も 、海 外 で は 5 0 歳 を 仕 事 の 引 退 年 齢 と 考 え る 国 も あ る ら し

い 。 早 い 段 階 で 多 く の 蓄 財 を し 、 残 り の 人 生 を 謳 歌 す る と い う 考 え 方 に 基 づ

く そ う だ 。  
や り が い を も っ て 働 き 続 け る こ と が 美 徳 な の か と 問 わ れ れ ば 、 ノ ー と 断 ぜ

ら れ な い 自 分 が い る が 、 是 か 非 を 問 う の は 少 し 違 う の で は な い か と 思 う 。 目

に 見 え る 地 位 だ け が 全 て で は な い し 、 目 に 見 え る 実 績 だ け が 積 み 重 な る わ け

で も な い 。 仕 事 を し な い お じ さ ん 全 て が 否 定 さ れ る 社 会 に は な っ て 欲 し く な

い な 、 と 感 じ た 。  

 

第 2 回定期講習会報告  

指 扇 病 院  放 射 線 科   
藤 川 真 帆  

 平 成 2 6 年 1 0 月 2 3 日 に 、 東 大 宮 総 合 病 院 に て 「 症 状 と 検 査 画 像 か ら 病 気

を 読 も う 」 と い う テ ー マ で 行 わ れ た 講 習 会 に 参 加 さ せ て い た だ き ま し た 。  
 私 は 、 こ こ 半 年 の 間 に 一 般 撮 影 か ら CT 検 査 を 担 当 す る よ う に な り 、 疾 患

か ら 病 状 や 血 液 デ ー タ 、主 訴 を 含 め 、ま だ ま だ 学 ぶ こ と が た く さ ん あ り ま す 。

そ の 中 で 今 回 の 講 習 会 テ ー マ は 私 に と っ て と て も 重 要 な 内 容 で あ り 、 実 際 の

症 例 画 像 と 共 に 解 説 を し て く だ さ っ た た め 、 と て も わ か り や す く 理 解 す る こ

と が で き ま し た 。  
 

埼 玉 県 診 療放 射 線 技 師 会  

第 六 支 部  

1 .巻 頭 言  舘 林  正 樹  

2 .平 成 2 6 年 度  第 2 回 定 期 講 習 会 報 告  

3 .平 成 2 6 年 度  総 会 お よ び 第 3 回 定 期  

講 習 会 案 内  
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《 テ ー マ 1》 で は 、 東 芝 メ デ ィ カ ル シ ス テ ム ズ の 今 泉 裕 之 氏 が 非 造 影 M RA

に つ い て ご 講 演 し て く だ さ い ま し た 。私 は ま だ M R I の 使 用 経 験 が な く 理 解 が

追 い つ き ま せ ん で し た が 、 こ れ ら 様 々 な 撮 像 方 法 が 存 在 す る 中 、 今 回 ご 説 明

し て く だ さ っ た Ti me  S l i p 法 や FSB B， H O P- MR A， FS - FB I と い っ た 撮 像 方

法 学 び 、 今 後 の MR I 検 査 に 生 か し て い き た い と 思 い ま し た 。  
 《 テ ー マ 2》症 例 1 は A MG 上 尾 中 央 総 合 病 院  吉 澤 英 範 氏 が 頭 部 疾 患 領 域

に つ い て ご 講 演 し て く だ さ い ま し た 。 脳 卒 中 に つ い て 主 訴 か ら 出 血 及 び 梗 塞

の 判 断 や 、 Ea r l y  C T s i g n の 見 方 を お 話 し て く だ さ い ま し た 。 Ea r l y  CT  s i g n
は 自 分 で 勉 強 し て い く 中 、 画 像 所 見 と し て の 印 象 が 薄 く 、 実 際 症 例 に 遭 遇 し

た 際 に 読 影 で き る 自 信 が あ り ま せ ん で し た が 、 今 回 読 影 ポ イ ン ト を 丁 寧 に ご

説 明 し て く だ さ り 大 変 参 考 に な り ま し た 。ま た 脳 梗 塞 の 治 療 で あ る t - PA 治 療

の 適 応 は 発 症 後 4 . 5 時 間 以 内 で あ り 、 速 や か な 診 断 ・ 処 置 に つ な が る よ う 考

え な が ら 今 後 検 査 を 行 っ て い き た い と 思 い ま し た 。  
 症 例 2 は A MG 東 大 宮 総 合 病 院  田 上 陽 菜 氏 が 胸 部 疾 患 領 域 に つ い て ご 講

演 し て く だ さ い ま し た 。こ の 講 習 会 の 数 日 前 に 肺 梗 塞 +下 肢 静 脈 血 栓 症 の 疑 い

で 胸 部 ～ 下 肢 の 造 影 C T 検 査 を 行 な っ た 経 験 も あ り 、 と て も 興 味 深 く 聞 か せ

て い た だ き ま し た 。  
講 習 会 後 、 当 院 に 戻 り そ の 患 者 様 の 血 液 デ ー タ を 確 認 し た と こ ろ 、 お 話 し

て く だ さ っ た 通 り D ダ イ マ ー と 血 中 F D P が 上 昇 し て い ま し た 。更 に 下 肢 静 脈

血 栓 症 は 左 側 に 多 い と あ っ た が 当 院 の 症 例 も 左 側 に 認 め ら れ 、 知 識 の 重 要 性

を 改 め て 感 じ ま し た 。  
 症 例 3 は 大 宮 中 央 総 合 病 院  斎 藤 洋 平 氏 が 腹 部 疾 患 領 域 に つ い て ご 講 演 し

て く だ さ い ま し た 。 虫 垂 炎 に つ い て 貴 重 な 症 例 を 用 い ご 説 明 し て く だ さ り 、

疾 患 の 特 異 的 画 像 所 見 や M PR 作 成 方 法 な ど 多 く の 知 識 を 学 ぶ こ と が で き ま

し た 。 今 ま で は MP R も Co ron a l 画 像 を 作 成 し て い た だ け で し た が 、 虫 垂 の

走 行 に 合 わ せ た 画 像 作 成 を 行 う こ と で 拡 張 や 炎 症 性 変 化 を 観 察 し や す い 画 像

を 作 成 す る こ と が で き ま し た 。  
 検 査 を 行 う に あ た り 先 入 観 に と ら わ れ る と い う こ と は 避 け な け れ ば な り ま

せ ん が 、 頭 の 片 隅 に 「 あ の 疾 患 も あ る か も し れ な い 」 と 何 か 検 討 を つ け て 検

査 を 行 う こ と で 患 者 様 に と っ て よ り 有 意 義 な 検 査 を 受 け て い た だ け る と 思 い

ま す 。 よ り 多 く の 知 識 を 学 び 、 撮 影 だ け で な く 読 影 能 力 も 身 に 付 け た 技 師 に

近 づ け る 努 力 を し よ う と 思 い ま す 。  
 今 回 の 講 習 会 を 通 し て 、 ど の よ う な 検 査 に お い て も 技 術 や 知 識 な く し て 最

適 な 検 査 を 提 供 す る こ と は で き な い と い う こ と を 改 め て 感 じ ま し た 。 ご 講 演

し て く だ さ い ま し た 講 師 の 皆 様 に 深 く 感 謝 申 し 上 げ 結 び と 致 し ま す 。  
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　この度、26 年度第一地区決算報告と第 3回勉強会を開催する運びとなりました。
　日常業務でお忙しいと存じますが、奮ってご参加いただきますようお願い申し上げます。

日　時　平成 27 年 3 月 25 日（水） 19：00 ～ 20：40
場　所　埼玉メディカルセンター（旧埼玉社会保険病院）3 階会議室
参加費　500 円

お車でお越しの方は、お近くのコインパーキングをご利用ください。
（病院駐車場は 5月より工事中です。）
市営駐車場をご利用の方は 21：00 に閉門しますので、ご注意ください。駐車料金はご自身でご負担くだ
さい。
また、軽食は用意しておりませんので、お食事は済ませてからお越し下さい。

各支部勉強会情報

平成 26 年度　埼玉県診療放射線技師会
第一地区　第 3 回勉強会

問い合わせ：さいたま市立病院　中央放射線科　双木、佐藤	  
Tel:048-‐873-‐4111（内線2011）	

　お車でお越しの方は、お近くのコインパーキングをご利用ください。	
（病院駐車場は５月より工事中です。）	
市営駐車場をご利用の方は 21:00 に閉門しますので、ご注意ください。駐車料金
はご自身でご負担ください。 	
また、軽食はありませんので、お食事は済ませてからお越し下さい。	

 

〒330-‐0074　埼玉県さいたま市浦和区北浦和４-‐９-‐３　TEL：048-‐832-‐4951	  	  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内線1150　放射線科　八木沢	

問い合わせ：さいたま市立病院　中央放射線科　双木、佐藤	  
Tel:048-‐873-‐4111（内線2011）	

　お車でお越しの方は、お近くのコインパーキングをご利用ください。	
（病院駐車場は５月より工事中です。）	
市営駐車場をご利用の方は 21:00 に閉門しますので、ご注意ください。駐車料金
はご自身でご負担ください。 	
また、軽食はありませんので、お食事は済ませてからお越し下さい。	

 

〒330-‐0074　埼玉県さいたま市浦和区北浦和４-‐９-‐３　TEL：048-‐832-‐4951	  	  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内線1150　放射線科　八木沢	〒330-0074　埼玉県さいたま市浦和区北浦和 4-9-3　TEL：048-832-4951

内線 1150　放射線科　八木沢
問い合わせ：さいたま市立病院　中央放射線科　双木、佐藤

Tel：048-873-4111（内線 2011）

プログラム
平成 26 年度第一地区決算報告　19：00 ～
 第一地区理事　双木邦博
 司会　三愛病院　大塚忠義
Ⅰ．メーカー講演　　　　　19：10 ～

『（仮）AZE VirtualPlace を用いた心筋灌流画像カラー表示』 株式会社　AZE
Ⅱ．技師講演　　　　　　　19：10 ～ 20：40

『（仮）当院における冠動脈 CT 検査』 三愛病院　川島慶太
『（仮）冠動脈 MRA の実際～ 1.5T と 3.0T を使用して～』 三愛病院　大塚忠義

第一支部
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第二支部
平成 27年 4月 23日（木）「平成 27年度第 1回勉強会」
　場所　国立障害者リハビリテーションセンター
1．製品紹介（18：30 〜 18：45）
司会：イムス三芳総合病院　小田島 明子
　「フィリップス社製デジタルマンモグラフィ
　　Micro Dose SI フォトンカウンティングによる
 最新技術のご紹介」
 （株）フィリップスエレクトロニクスジャパン
 坂口　裕一
2．一般研究発表（18：45-19：15）
座長：  所沢ハートセンター　柴　俊幸、イムス三芳

総合病院　小田島　明子、さいたま市立病院　
佐藤　吉海

　「脊椎領域における STIR 法の撮像条件検討
 〜当院での至適条件検討〜」
 大宮中央総合病院　川久保　彰人
　「128DAS-CT における高速撮影が画質に
 与える影響について」
 越谷市立病院　関根　貢
　「スペクトラルイメージングの臨床応用について」
 （株）フィリップスエレクトロニクスジャパン
 坂口　裕一
3．  特別セッション『より良い検査を求めて 〜小児

検査〜』（19：15 〜 20：45）
座長：埼玉県立小児医療センター　横山 寛
　「撮影条件最適化について−一般撮影−」
 済生会川口総合病院　森　一也
　「読影について−一般撮影−」
 埼玉県立小児医療センター　田中　宏
　「撮影条件最適化について−CT−」
 済生会川口総合病院　豊田　奈規
　「読影について−CT−」
 埼玉県立小児医療センター　春日　沙織

平成 27年 5月 28日（木）「平成 27年度第 2回勉強会」
　場所　国立障害者リハビリテーションセンター
1．製品紹介（18：30 〜 18：45）
司会：益子病院　蒲田　淳一
　「Aquilion ONE −次バージョンソフトウェア
 “Functional Suite”のご紹介」
 東芝メディカルシステムズ（株）関東支社
 営業推進部 CT 担当　大西　輝法
2．一般研究発表（18：45 〜 19：15）
座長：  益子病院 蒲田 淳一、原田病院 瀧澤 誠、 防衛

医科大学校病院 野瀬 英雄

　「Zoom DWI の臨床利用の可能性
 〜乳腺 DWI の歪みの基礎検討〜」
 防衛医科大学校病院　近藤　忠晴
 「当院 CR システムにおける EI 値と
 撮影条件の関係」
 上尾中央総合病院　小川　智久
　「逐次近似再構成について」
 東芝メディカルシステムズ（株）関東支社
 営業推進部CT アプリケーション担当　佐川　美奈
3．特別セッション（19：15 〜 20：45）
　「各施設・各メーカーにおけるルーチン検査
 〜婦人科領域〜」
座長：東京医科大学病院 岡本 淳一
　1）イムス富士見総合病院
 吉田　晋吾（東芝ユーザー）
　2）済生会川口総合病院
 丸　武史（Philips ユーザー）
　3）埼玉医科大学病院
 荒木　智一（SIEMENS ユーザー）
　4）上尾中央総合病院　石川　応樹（GEユーザー）

平成 27年 6月 25日（木）「平成 27年度第 3回勉強会」
　場所　国立障害者リハビリテーションセンター
1．製品紹介（18：30 〜 18：45）
司会：済生会川口総合病院　結城 朋子
　「MMGトレンド情報」
 シーメンス・ジャパン（株）
 XPビジネスマネージメント部　山田　恭子
2．一般研究発表（18：45 〜 19：15）
座長：  済生会川口総合病院　結城 朋子、済生会川口

総合病院　丸  武史
　「当院における乳腺MRI の分解能の検討」
 埼玉石心会病院　坂口　功亮
　「透視検査における術者被ばくの
 低減に向けた取り組み」
 上尾中央総合病院　藤巻　武義
　「SIEMENS MAMMO 技術特集」
 シーメンス・ジャパン（株）
 XPビジネスマネージメント部　山田　恭子
3．  特別セッション『急性腹症 CT 〜機械的イレウス

の原因を探る〜』（19：15 〜 20：15）
座長：小川赤十字病院　田中 達也
　　講師 1　上尾中央総合病院　　滝口 泰徳
　　講師 2　済生会川口総合病院　富田 博信
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平成 26 年度総会及び第 3 回定期講習会のお知らせ  
 

日時：平成 27 年 3 月 12 日（木）  19： 00～ 20： 40 

場所：さいたま赤十字病院  

 

  19： 00～ 19： 45  平成 26 年度総会  

  19： 50～ 20： 40  第 3 回定期講習会  

 

《定期講習会内容》  

『ＢＬＳ実技講習会に向けて』  

上尾中央総合病院  吉野  和広  

 
 

＊ＢＬＳ実技講習会のお知らせ＊  
 

日時：平成 27 年 6 月 19 日（金） 19： 30～ 21： 00 

場所：上尾中央総合病院看護研修センター 1Ｆ  

⇒詳細は後日、第六支部ホームページにて掲載します  

   

第六支部
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求人コーナー

　本会は、求人情報の掲載のみで、雇用内容に関するお問い合わせは受けておりません。また雇用契
約に一切関わっておりません。

　公益社団法人埼玉県診療放射線技師会発行の会誌「埼玉放射線」で、診療放射線技師の求人コー
ナーを掲載しております。次の掲載要綱をご理解の上、申し込みくださるようお願い致します。

掲載要綱

発行部数：約 1270 部
発行エリア：埼玉県内および関連学校、協賛企業
発行月：1・5・7・10 月中旬
原稿締切日：発行月 1ヵ月前の 1日
申込方法：  求人広告掲載申し込み FAX 用紙を用い FAX 送信、または同項目を記載し電子メールに

て申し込み。
掲載可否：後日担当者より連絡
掲載料：1回 1万円
振込先：掲載決定後にご連絡

施設名：医療法人　泰一会　飯能整形外科病院
住所 埼玉県飯能市東町 12 番 2 号
担当者名 今村
TEL 042-975-7575
FAX 042-972-1555
E-mail imamura@taiichikai.com
募集対象者 診療放射線技師
雇用形態 正社員
業務内容 X線・CT・MRI の撮影
待遇 昇給有、賞与年 2回、交通費規定内支給、退職金制度・別途家族手当有り
勤務時間 8：30 〜 17：30
休日 週休 2日制
募集人員 3 人
宿舎の有無 無
社会保険など 雇用・労災・健康・厚生
応募方法 履歴書郵送
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求人広告掲載申し込み FAX 用紙

施設名

住所

担当者氏名

TEL

FAX

E-mail アドレス

担当者

募集対象者

雇用形態

業務内容

待遇

勤務時間

休日

募集人員

宿舎の有無

社会保険など

応募方法

その他

FAX 送信先

電子メールアドレス

公益社団法人埼玉県診療放射線技師会
FAX 番号　048-664-2733
sart@beige.ocn.ne.jp
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平成 26 年度　第 3 回常務理事会議事録（抄）
日　時：平成 26 年 8 月 7 日（木）18：30 〜 21：00
場　所：公益社団法人 埼玉県診療放射線技師会事務所
出席者：会 長：田中　宏
　　　　副 会 長：堀江　好一、富田　博信
　　　　常 務 理 事：  芦葉　弘志、平野　雅弥、結城　朋子、

潮田　陽一、今出　克利、佐々木　健

第 1．議事録作成人、議事録署名人の選出
　議　　　　長　富田　博信
　議事録署名人　田中　宏、堀江　好一
　議事録作成人　平野　雅弥
と定めた。

　議事録作成人、議事録署名人の選出につづき、富田副会長を議長
に選出し、平成 26 年度第 3回常務理事会を開催した。

第 2．報告及び確認事項
1．会長（田中）
　（ 1）  平成 26 年「公衆衛生事業功労者に対する協会表彰」につい

ての申請依頼があり、2人を推薦した。
　（ 2）7月 16 日表彰委員会を開催した。
　（ 3）  平成 26 年公衆衛生事業功労者に対する厚生労働大臣表彰候

補者の推薦依頼があった。1人を推薦した。
　（ 4）  7 月 26 日（土）会長会議（新任会長）に出席した。

診療放射線技師法改正について報告。
　（ 5）  9 月 19 日〜 21 日第 30 回日放技学術大会（大分）へ参加予

定。
　（ 6）レントゲン週間について。
　　ア．11 月 3 日横浜クイーンズサークルにて開催
　　イ．レントゲン週間の地方開催について確認
　（ 7）理事会開催数について確認。

2．副会長（堀江）
　（ 1）環境省委託事業委員測定担当者会議に出席した。
　　ア．日時：平成 26 年 7 月 8 日（火）
　　イ．場所：獨協医科大学越谷病院
　（ 2）第 1回　表彰委員会に出席した。
　　ア．日時：平成 26 年 7 月 16 日（水）18：45 〜
　　イ．場所：技師会事務所
　（ 3）第六支部納涼会に出席した。
　　ア．日時：平成 26 年 7 月 17 日（木）
　（ 4）  ドクターネット柳沢氏とリーディングコーナーの運営につい

て面談。
　　ア．日時：平成 26 年 7 月 30 日（水）19：00 〜

3．副会長（富田）
　（ 1） 第 1 回　表彰委員会に出席した。
　　ア．日時：平成 26 年 7 月 16 日（水）
　　イ．場所：技師会事務所
　（ 2）第 2回　学術委員会に出席した。
　　ア．日時：平成 26 年 7 月 28 日（月）
　　イ．場所：技師会事務所

4．総務（芦葉）
　（ 1）第 1回　表彰委員会に出席した。
　　ア．日時：平成 26 年 7 月 16 日（水）18：45 〜
　　イ．場所：技師会事務所
　（ 2）第六支部納涼会に出席した。
　　ア．日時：平成 26 年 7 月 17 日（木）19：00 〜

5．総務（平野）
　（ 1）第 1回　表彰委員会に出席した。
　　ア．日時：平成 26 年 7 月 16 日（水）18：45 〜
　　イ．場所：技師会事務所

6．財務（結城）
　（ 1）報告事項なし

7．編集情報（潮田）
　（ 1）Web サイトの運営
　　ア．  勉強会など、Web サイトの更新およびメールマガジンの発

行を行なった。
　　イ．レイアウトなどを望月印刷に伝え、作業進行中。

8．学術（今出）
　（ 1）第 2回学術委員会を開催、出席した。
　　ア．日時：平成 26 年 7 月 28 日（水）19：00 〜 21：30
　　イ．場所：技師会事務所
　　ウ．参加者：14 人
　　エ．内容：以下の項目について報告及び検討した。
　　　（ア）平成 28 年度関東甲信越学術大会について
　　　（イ）平成 28 年度放射線技術学会秋季学術大会について
　　　（ウ）  日本診療放射線技師会　10 月 5 日開催基礎講習会（X 線

CT検査）について
　　　（エ）各種講習会、セミナーの進捗状況について
　　　（オ）第 30 回埼玉県診療放射線技師学術大会について
　　　（カ）読影コンテンツの構築について
　　　（キ）研修施設の提携について

9．公益（佐々木）
　（ 1）レントゲン週間について、今年度は 4名のスタッフ募集。
　　ア．日時：平成 26 年 11 月 3 日（月・祝）
　　イ．場所：横浜市クイーンズサークル
　（ 2）  リレーフォーライフ川越（平成 26 年 9 月 13 日、14 日開催）

についてリーダー打ち合わせに参加した。
　　ア．日時：平成 26 年 8 月 2 日 18：00 〜
　　イ．ボランティア募集について確認

第 3．審議・承認事項
1．  平成 26 年度役員研修会について審議した。研修内容について再

度検討とし、継続審議となった。（議案書番号：理 -24）（継続審
議）

2．  第 1 回 DR 計測セミナー開催に関して審議し承認した（議案書番
号：理 -25）（承認）

3．  乳腺画像セミナー開催に関して審議し承認した。（議案書番号：
理 -26）（承認）

4．  第 30 回埼玉県診療放射線技師学術大会について審議し、開催日
を平成 27 年 3 月 1 日（日）、会場を大宮ソニックシティとして
承認した。（議案書番号：理 -27）（承認）

次回、平成 26 年度第 4回常務理事会予定　平成 26 年 10 月 2 日（木）

配布資料（メール配信を含む）
（ 1）会長資料
（ 2）副会長資料
（ 3）総務、財務資料
（ 4）編集情報資料
（ 5）公益資料
（ 6）学術資料
（ 7）議事録
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平成 26 年度　第 4 回常務理事会議事録（抄）
日　時：平成 26 年 10 月 2 日（木）18：45 〜 21：00
場　所：公益社団法人　埼玉県診療放射線技師会事務所
出席者：会 長：田中　宏
　　　　副 会 長：堀江　好一、富田　博信
　　　　常 務 理 事：  芦葉　弘志、平野　雅弥、潮田　陽一、

今出　克利、佐々木　健
　　　　委任状提出者：結城　朋子

第 1．議事録作成人、議事録署名人の選出
　議　　　　長　富田　博信
　議事録署名人　田中　宏、富田　博信
　議事録作成人　平野　雅弥
と定めた。

　議事録作成人、議事録署名人の選出につづき、富田副会長を議長
に選出し、平成 26 年度第 4回常務理事会を開催した。

第 2．報告及び確認事項
1．会長（田中）
　（ 1）後援依頼について承認した
　　ア．第 8回埼玉医療安全大会（11 月 8 日）
　　イ．  （公社）日本放射線技術学会　平成 26 年度市民公開講座「放

射線に対するリスクの正しい考え方」（平成 27 年 2 月 1 日）
　（ 2）  第 30 回日本診療放射線技師学術大会が 9 月 19 日〜 21 日ま

で大分県別府市で開催された
　（ 3）  第 11 回ヘルシー・ソサエティ受賞者候補について医療整備

課から推薦依頼があった。患者、高齢者、障害者など、社会
的不利な立場にあり援助を必要としている方々のケアに特別
な努力をされた方。推薦期日は 10 月 8 日。推薦者なし

　（ 4）  10 月 11 日（土）川越プリンスにて埼玉医科大学理事長就任
パーティ招待参加予定である

　（ 5）来年度のリレーフォーライフについて確認した
　（ 6）理事会開催日について確認した

2．副会長（堀江）
　（ 1）報告事項なし

3．副会長（富田）
　（ 1）JART基礎講習（X線 CT検査）について
　　ア．日時：平成 26 年 10 月 5 日（日）
　　イ．会場：済生会川口総合病院
　　ウ．参加者：54 人予定
　（ 2）  関東甲信越診療放射線技師学術大会千葉開催の読影の件、

JART 会長会議の時に千葉会長に相談し、千葉開催時に埼玉
開催プロモーションビデオ上映可能。読影コーナーに関して
は応相談した

　（ 3）  第 30 回日本診療放射線技師学術大会に出席した
　 　　  第 30 回日本診療放射線技師学術大会読影コーナー参加人数

報告
　　ア．胸CR 8 人
　　イ．MMG 14 人
　　ウ．MDL 10 人
　　エ．MRI 11 人
　　オ．CT 29 人
　　カ．のべ人数 72 人
　　キ．参加人数 57 人

4．総務（芦葉）
　（ 1）第 30 回　日本診療放射線技師学術大会に出席した
　　ア．日時：平成 26 年 9 月 19 日〜平成 26 年 9 月 21 日
　　ウ．場所：別府国際コンベンションセンターB-Con Plaza
　（ 2）会員訃報の対応について確認

　（ 3）役員選挙について（案）確認
　　ア．役員の定数
　　　（ア）理事：15 人以上 20 人以内
　　　（イ）監事：2人
　　イ．  選挙立候補届・選挙候補者推薦届締切日：平成 27 年 3 月 30

日（月）（本会事務所必着）
　　ウ．立候補届け出方法
　　エ．  立候補者氏名及び選挙の公示は、会誌「埼玉放射線」及び

本会ウェブサイトにて行う
　　オ．投票日：平成 27 年 5 月 30 日（土）（第 4回定期総会開催日）
　　カ．開票日：平成 27 年 5 月 30 日（土）（第 4回定期総会開催日）
　（ 4）退会者について報告

5．総務（平野）
　（ 1）報告事項なし

6．財務（結城）
　（ 1）報告事項なし

7．編集情報（潮田）
　（ 1）編集情報委員会開催
　　ア．日時：平成 26 年 9 月 9 日（火）18 時 30 分〜
　（ 2）Web サイトの運営
　　ア．平成 26 年 9 月 11 日にWeb サイトがリニューアルした
　　イ．勉強会など、Web サイトの更新を行なった

8．学術（今出）
　（ 1）報告事項なし

9．公益（佐々木）
　（ 1）公益委員会第 1回会議を開催した。
　　ア．日時：平成 26 年 8 月 13 日
　　イ．  出席：  佐々木、内海、志藤、真壁、市浦、矢島、小山（欠

席者西山）
　（ 2）レントゲン週間スタッフ募集について
　　ア．日時：平成 26 年 11 月 3 日（月・祝）
　　イ．場所：横浜市クイーンズサークル
　　ウ．  現在、公益委員より佐々木、矢島、理事施設より柴が参加

予定。
　（ 3）リレーフォーライフ川越について報告
　　ア．日時：平成 26 年 9 月 13、14 日
　　イ．公益委員参加者：佐々木、西山、真壁（内海・市浦・小山）
　（ 4）  各支部健康祭り、画像展への参加に関して公益委員の所属支

部に関しては積極的に参加予定。特に被ばく相談をメインと
していきたい。

第 3．審議・承認事項
1．  第 4 回公益社団法人埼玉県診療放射線技師会定期総会開催につい

て審議し承認した。日時：平成 27 年 5 月 30 日（土）、会場：大
宮ソニックシティ（議案書番号：理 -35）（承認）

次回、平成 26 年度第 5回常務理事会予定　平成 26 年 11 月 6 日（木）

配布資料（メール配信を含む）
（ 1）会長資料
（ 2）副会長資料
（ 3）総務、財務資料
（ 4）編集情報資料
（ 5）公益資料
（ 6）学術資料
（ 7）議事録
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平成 26 年度　第 4 回理事会議事録（抄）
日　時：平成 26 年 9 月 4 日（木）18：45 〜 21：00
場　所：公益社団法人　埼玉県診療放射線技師会事務所
出席者：会 長：田中　宏
　　　　副 会 長：堀江　好一
　　　　常 務 理 事：  芦葉　弘志、平野　雅弥、結城　朋子、潮田　陽一、

今出　克利、佐々木　健
　　　　理 事：  栗田　幸喜、城處　洋輔、横山　寛、八木沢　英樹、

双木　邦博、大西　圭一、渡部　進一、齋藤　幸夫、 
矢崎　一郎、高嶋　豊

　　　　監 事：山本　英明
　　　　顧 問：橋本　里見
　　　　委任状提出者：富田　博信、西山　史朗
　　　　欠 席：鈴木　正人

第 1．議事録作成人、議事録署名人の選出
　議　　　　長　田中　宏
　議事録署名人　田中　宏、山本　英明
　議事録作成人　平野　雅弥
と定めた。

第 2．報告及び確認事項
1．会長（田中）抜粋
　（ 1）会長、副会長の役割分担について確認した。
　　ア．田中会長　　　　総括、県庁関係、表彰関係
　　イ．堀江副会長　　　公益法人申請、財務関係、会員情報システム
　　ウ．富田副会長　　　日放技関係、学会・学術関係
　（ 2）後援依頼について。
　 　　  名義後援（予算、認定書の発行などを伴わない）については会長承認とし、理

事会には報告とすることで確認した。また、次の後援依頼について承認した。
　　ア．第 55 回全国国保地域医療学会
　　イ．埼玉乳がん臨床研究グループ
　　ウ．第 19 回 CT関連情報研究会
　　エ．日本消化器がん検診学会関東甲信越支部放射線部会
　（ 3）平成28年度関東甲信越診療放射線技師学術大会は埼玉県で開催することで確認。
　（ 4）  公衆衛生功労協会、公衆衛生功労知事、厚生労働大臣の表彰について推薦依頼

があった。
　（ 5）レントゲン週間について進捗状況報告。
　　ア．平成 26 年 11 月 3 日（月・祝）横浜クイーンズサークルにて開催
　　イ．レントゲン週間の地方開催について日本診療放射線技師会から依頼があった
　　ウ．骨塩定量を行う理由について説明
　（ 6）  放射線機器管理士連絡委員の推薦依頼が日本診療放射線技師会からあり、佐々

木常務理事を推薦した。
　（ 7）今後の問題について報告。
　　ア．定年退職者に会員を辞めずに留まってもらうための対策
　　イ．定款変更の必要性について
　　　（ア）総会開催を決算より 2ケ月→ 3ケ月
　　　（イ）監事任期 4年→ 2年
　　　（ウ）理事会を電磁的に行うことについて説明

2．副会長（堀江）
　（ 1）環境省委託事業委員測定担当者会議に出席した。
　　ア．日時：平成 26 年 7 月 8 日（火）
　　イ．場所：獨協医科大学越谷病院
　（ 2）第 1回　表彰委員会に出席した。
　　ア．日時：平成 26 年 7 月 16 日（水）18：45 〜
　　イ．場所：技師会事務所
　（ 3）第六支部納涼会に出席した。
　　ア．日時：平成 26 年 7 月 17 日（木）
　（ 4）ドクターネット柳沢氏とリーディングコーナーの運営について面談。
　　ア．日時：平成 26 年 7 月 30 日（水）
　（ 5）ラフレさいたま見学（平成 28 年度関東甲信越学術大会実行委員会）
　　ア．日時：平成 26 年 8 月 13 日（水）
　（ 6）  8 月 18 日（月）埼玉県医療整備課から電話にて平成 25 年度決算書等について

の問い合わせがあり対応。8月 29 日（金）に再提出した。

3．副会長（富田）
　（ 1）学術委員会に出席した。
　　ア．日時：平成 26 年 7 月 28 日（月）
　　イ．場所：技師会事務所
　（ 2）ラフレさいたま見学（平成 28 年度関東甲信越学術大会実行委員会）
　　ア．日時：平成 26 年 8 月 13 日（水）
　（ 3）JART基礎講習CT検査の本部へ開催申請をした
　（ 4）JART基礎講習　一般撮影講師を埼玉より栃木へ派遣依頼の対応をした。
　（ 5）大分学術大会における読影コーナー備品の確認、発注をした。

4．総務（芦葉）
　（ 1）第 2回　放射線特別授業運営委員会を開催した。
　　ア．日時：平成 26 年 6 月 3 日（火）19：00 〜
　　イ．場所：技師会事務所
　　ウ．参加者：6人
　（ 2）日本診療放射線技師会総会に出席した。
　　ア．日時：平成 26 年 6 月 7 日（土）11：00 〜
　（ 3）環境省委託事業委員測定担当者会議に出席した。
　　ア．日時：平成 26 年 6 月 21 日（土）10：00 〜
　　イ．場所：日本診療放射線技師会事務所

　（ 4）関東甲信越診療放射線技師学術大会に出席した。
　　ア．日時：平成 26 年 6 月 28 日（土）9：00 〜
　　イ．場所：つくば国際会議場
　（ 5）第 3回　放射線特別授業運営委員会を開催した。
　　ア．日時：平成 26 年 7 月 2 日（水）19：00 〜
　　イ．場所：技師会事務所
　（ 6）第 1回　表彰委員会に出席した。
　　ア．日時：平成 26 年 7 月 16 日（水）18：45 〜
　　イ．場所：技師会事務所
　（ 7）会務マニュアルについて確認

5．総務（平野）
　（ 1）平成 27 年新春の集いについて確認
　　ア．日時：平成 27 年 1 月 9 日（金）19：00 〜
　　イ．場所：大宮サンパレス　GLANZ

6．編集・情報（潮田）
　（ 1）埼玉放射線 2014 年第 3号を 7月 11 日（金）に発行した。
　（ 2）Web サイトの運営について報告。
　　ア．各勉強会案内などの更新を行った
　　イ．  Web サイトリニューアルに関し、9 月 3 日頃テスト画面作成が完了するとの

連絡が望月印刷よりあった。

7．編集・情報（八木沢）
　（ 1）Web サイト　掲載および更新（会員用）
　　ア．第 22 回埼玉 CT Technology Seminar
　　イ．第 1回　第一支部勉強会
　　ウ．第四支部納涼会
　　エ．埼玉Cone Beam 研究会合同勉強会
　　オ．第三支部納涼会
　　カ．循環器画像技術研究会　第 307 回定例会
　　キ．第 42 回　埼玉消化管撮影研究会
　　ク．第 23 回　埼玉 CT Technology Seminar
　　ケ．平成 26 年度役員名簿変更
　　コ．231 号バックナンバー
　　サ．医療・介護の一括法案が成立・公布
　　シ．第 25 回　日本消化管画像研究会　研修会
　　ス．第 19 回 CT関連情報研究会
　　セ．診療放射線技師法改正について（JART会誌 8月号より転載）
　　ソ．232 号バックナンバー
　　タ．第五支部情報交換会
　　チ．第六支部忘年会
　　ツ．循環器画像技術研究会　第 308 回定例会
　　テ．平成 26 年度　第 6回 CT認定講習会（入門編）
　　ト．平成 26 年度　第 6回 CT認定講習会・CT認定者向け講習会
　　ナ．第 3回　Freed セミナー
　　ニ．第 8回日本診療放射線技師会・日本放射技術学会　公開合同学術セミナー
　（ 2）Web サイト　掲載および更新（一般用）なし
　（ 3）メールマガジンNo63 を配信した。

8．学術（今出）
　（ 1）第 2回学術委員会を開催、出席した。
　　ア．日時：平成 26 年 7 月 28 日（月）
　（ 2）平成 28 年度関東甲信越学術大会について
　　ア．会場：第 1候補ラフレさいたま、第 2候補大宮ソニックシティ
　（ 3）ラフレさいたまを見学した。（平成 28 年度関東甲信越学術大会実行委員会）
　　ア．日時：平成 26 年 8 月 13 日（水）
　（ 4）平成 28年度放射線技術学会秋季学術大会について、埼玉県での開催が決定した。
　（ 5）  日本診療放射線技師会　基礎講習会（X線 CT検査）について、本年度の北関

東開催が埼玉県での開催に決定した。
　　ア．日時：平成 26 年 10 月 5 日（日）
　　イ．会場：済生会川口総合病院
　（ 6）各種講習会、セミナーの進捗状況について報告
　（ 7）第 30 回埼玉県診療放射線技師学術大会について進捗状況報告
　　ア．日時：平成 27 年 3 月 1 日（日）
　　イ．会場：大宮ソニックシティ
　　ウ．大会テーマ：主題「温故知新」、副題未定（今理事会にて決定する）

9．公益（佐々木）
　（ 1）第 1回公益委員会を開催した。
　　ア．日時：平成 26 年 8 月 13 日（水）19：00 〜
　　イ．場所：埼玉県診療放射線技師会事務所
　（ 2）リレーフォーライフ川越について進捗状況報告
　　ア．日時：平成 26 年 9 月 13・14 日（土・日）
　　イ．会場：川越水上公園　芝生広場
　（ 3）レントゲン週間参加について進捗状況報告
　　ア．日時：平成 26 年 11 月 3 日（月・祝）
　　イ．会場：横浜市クイーンズサークル（みなとみらい）

10．財務（結城）
　（ 1）報告事項なし

11．第一支部（双木）
　（ 1）第 1回　第一支部勉強会を開催した。
　　ア．日時：平成 26 年 7 月 10 日（木）19：20 〜 20：50
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　　イ．場所：JCHO埼玉メディカルセンター 3階会議室
　　ウ．参加者：49 人
　　エ．内容：
　　　（ア）メーカー講演「CTとMRI の造影剤　〜適性使用と副作用対策〜」
　 　　　　第一三共株式会社　手塚一明
　　　（イ）教育講演「業務で役に立つ検査の基礎　〜頭部編〜」
　 　　　　CT　済生会川口総合病院　城處洋輔
　 　　　　MRI 済生会川口総合病院　棹山孔太郎

12．第二支部（大西）
　（ 1）第 3回勉強会を開催した。
　　ア．日時：平成 26 年 6 月 18 日（水）18：30 〜 20：30
　　イ．場所：所沢市保健センター
　　ウ．参加者：62 人
　　エ．内容：
　　　（ア）  製品紹介「トモシンセシスが拓くマンモグラフィーの明日　日立デジタル

マンモグラフィーシステム Selena Dimensions のご紹介」
　　　　　　　株式会社日立メディコXR営業本部　小松　浩樹
　　　（イ）一般研究発表
　　　　ａ．座長　JCHO埼玉メディカルセンター　八木沢　英樹
　　　　　　　所沢ハートセンター　柴　俊幸
　　　　ｂ．「1.5TMRI 装置におけるRSOLVEの歪み率の評価」
　　　　　　　埼玉石心会病院　小谷野　裕也
　　　　ｃ．  「心臓 CTA における Test Injection から推定した TDC による撮影開始

時間の適正化の試み
　　　　　　　埼玉医科大学総合医療センター　鈴村　佳也
　　　　ｄ．「Selenia Dimensions の使用経験」
　　　　　　　埼玉医科大学総合医療センター　長谷川　彩香
　　　（ウ）講演テーマ「よりよい撮影技術を求めて〜一般撮影〜」
　　　　ａ．座長　細田診療所　中島　正弘
　　　　ｂ．「FPDの物理特性」
　　　　　　　北里大学メディカルセンター　今花　仁人
　　　　ｃ．「FPD搭載一般撮影装置における適正入射線量の考え方」
　　　　　　　株式会社フィリップスエレクトロニクスジャパン　坂口　裕一
　　　　ｄ．「FPDポータブル撮影におけるグリッドなし撮影の画像検討」
　　　　　　　上尾中央総合病院　安達　沙織
　　　　ｅ．「一般撮影領域X線の被ばく線量評価の実際」
　　　　　　　上尾中央総合病院　飯島　竜
　（ 2）埼玉 CBCT研究会・第二支部合同勉強会を開催した
　　ア．日時：平成 26 年 7 月 3 日（木）19：00 〜 20：45
　　イ．場所：所沢市保健センター
　　ウ．参加者：40 人
　　エ．内容：
　　　（ア）「造影CT検査における造影剤腎症」
　 　　　　  バイエル薬品株式会社　ラジオロジー & インターベンショナル事業部　

越膳　久之
　　　（イ）技師講演
　　　　ａ．座長　埼玉石心会病院　清水　大輔
　　　　ｂ．「IVR-CT症例報告」
　　　　　　　防衛医科大学校病院　鼻﨑　直幸
　　　（ウ）教育講演
　　　　ａ．座長　所沢ハートセンター　柴　俊幸
　　　　ｂ．「Cone Beam CTって何？〜基礎から臨床まで〜」
　　　　　　　埼玉医科大学総合医療センター　河原　剛
　　　（エ）特別講演
　　　　ａ．座長　防衛医科大学校病院　徳光　英行
　　　　ｂ．「救急疾患の IVR」
　　　　　　　防衛医科大学校病院　放射線医学講座　教授　加地　辰美
　（ 3）救急セミナー（第二支部開催）
　　ア．日時：平成 26 年 7 月 17 日（木）19：00 〜 20：45
　　イ．所沢市保健センター
　　ウ．参加者：13 人

13．第三支部（渡部）
　（ 1）第 1回　第三支部勉強会を開催した。
　　ア．日時：平成 26 年 6 月 13 日（金）
　　イ．場所：埼玉医科大学総合医療センター　五階小講堂
　　ウ．参加者：46 人
　　エ．内容：
　　　（ア）メーカー講演「DICOMの概論」
　 　　　　　コニカミノルタ株式会社ヘルスケアカンパニー医療　北澤　成之　氏
　　　（イ）技師講演
　　　　ａ．「当院における JART医療被ばく低減施設認定への取り組み」
　　　　　　　済生会川口総合病院　志藤　正和　氏
　　　　ｂ．「当院の救急医療における放射線検査について」
　　　　　　　埼玉医科大学総合医療センター　大根田　純　氏
　（ 2）平成 26 年度　第三支部納涼会を開催した
　　ア．日時：平成 26 年 7 月 19 日（土）19：00 〜 21：00
　　イ．甘太郎　川越店
　　ウ．参加者：43 人（新人 16）

14．第四支部（齋藤）
　（ 1）医療画像展「第 17 回　秩父市保健センターまつり」に参画した
　　ア．日時：平成 26 年 6 月 8 日（日）10：00 〜 14：00
　　イ．場所：秩父市保健センター
　　ウ．  内容：パネル展示、骨密度測定、風船釣り、モニター展示、腹部エコー（肝・

腎コントラスト測定）
　　エ．  来場者：骨密度測定：290 人、腹部エコー（肝・腎コントラスト測定）：112

人、パネル展示、モニター展示：40 人、風船釣り：160 人
　（ 2）工藤安幸氏　日本公衆衛生協会会長表彰　祝賀会
　　ア．日時：平成 26 年 7 月 12 日（土）17：00 〜

　　イ．場所：ベルヴィディアナ・マリエール東松山
　　ウ．参加者：52 人
　（ 3）第 4支部納涼会
　　ア．日時：平成 26 年 7 月 25 日（金）19：00 〜
　　イ．場所：熊谷市　居酒屋　一心
　　ウ．参加者：41 人

15．第五支部（矢崎）
　（ 1）地区情報交換会
　　ア．日時：平成 26 年 5 月 22 日
　　イ．場所：春日部市市民活動センター
　　ウ．参加者：17 人
　　エ．内容：「マイクロソフト　医療機関向けソリューションのご紹介」
　　　　　　　　日本マイクロソフト　遠山　仁啓　様
　（ 2）地区情報交換会
　　ア．日時：平成 26 年 6 月 26 日
　　イ．場所：春日部市市民活動センター
　　ウ．参加者：18 人
　　エ．内容：「腰椎分離症の一例」
　　　　　　　　春日部市立病院　矢崎　一郎
　（ 3）地区情報交換会
　　ア．日時：平成 26 年 7 月 24 日
　　イ．場所：春日部市市民活動センター
　　ウ．参加者：19 人
　　エ．内容：「アニサキス症を生じた一例〜腸管浮腫性変化の読影のポイント〜」
　　　　　　　　春日部市立病院　中嶋　幸孝
　（ 4）地区情報交換会
　　ア．日時：平成 26 年 8 月 29 日
　　イ．場所：春日部市市民活動センター
　　ウ．参加者：17 人
　　エ．内容：「X線線量管理システムRadimetrics の紹介」
　　　　　　　　日本メドラッド株式会社　沢田　陽子　様

16．第六支部（高嶋）
　（ 1）第 1回　第六支部勉強会を開催した
　　ア．日時：平成 26 年 6 月 26 日（木）19：00 〜 21：00
　　イ．場所：埼玉県立がんセンター　1階
　　ウ．参加者：62 人
　　エ．内容：
　　　（ア）講演 1　「3.0T MRI 〜 Ingenia3.0TPhilips 社製〜の使用経験」
　　　　　　　演者：埼玉県立がんセンター放射線技術部　福田　哲士様
　　　（イ）講演 2　「DualCT 〜 Definition Flash Siemens 社製〜の使用経験」
　　　　　　　演者：埼玉県立がんセンター放射線技術部　松本　智尋様
　　　（ウ）埼玉県立がんセンター新棟施設見学
　（ 2）第六支部納涼会
　　ア．日時：平成 26 年 7 月 17 日（木）19：00 〜 21：00
　　イ．場所：和の個室空間　桜坂　大宮店
　　ウ．参加者：50 人

第 3．審議・承認事項
1 ．  平成 26 年度総務・財務委員会の委員について審議し承認した。（議案書番号：理

-21）（承認）
2．  平成 26 年度公益委員会の委員について審議し承認した。（議案書番号：理 -22）

（承認）
3．  平成 26 年度役員研修会の開催について審議し承認した。（議案書番号：理 -23）

（承認）
4．  第 1 回 DR 計測セミナーの開催について審議し承認した。（議案書番号：理 -24）

（承認）
5．  乳腺画像セミナーの開催について審議し承認した。（議案書番号：理 -25）（承認）
6．  第 30 回埼玉県診療放射線技師学術大会の開催について審議し、開催日を平成 27

年 3 月 1 日（日）、会場を大宮ソニックシティ、大会テーマは「温故知新」〜 1 
step 2 the future 〜として承認した。（議案書番号：理 -26）（承認）

7．  所沢市健康祭りに参画し、あなたのための放射線展の開催に際し予算案及び展示
パネル、骨密度装置の貸し出しについて審議し承認した。（議案書番号：理 -27）

（承認）
8．  第 28 回川越市健康まつり参画に際し、予算案及び展示パネルの貸し出しについて

審議し承認した。（議案書番号：理 -28）（承認）
9．  第 40 回越谷市民祭りに参画し、医療画像展の開催に際し予算案及び展示パネルの

貸し出しについて審議し承認した。（議案書番号：理 -29）（承認）
10．  彩の国いきいきフェスティバルに参画し、医療画像展の開催に際し予算案及び骨

密度測定装置、展示パネル、のぼりの貸し出しについて審議し承認した。（議案書
番号：理 -30）（承認）

11．  委員会設置規程の一部変更について審議し承認した。（議案書番号：理 -31）（承
認）

12．  会員施設への医療画像展パネル貸し出しについて審議し承認した。（議案書番号：
理 -32）（承認）

13．  新入会員について審議し承認した。（議案書番号：理 -33）（承認）
14．  技師会事務所修繕積立金について審議し承認した。（議案書番号：理 -34）（承認）

配布資料（メール配信を含む）
（ 1）会長資料
（ 2）副会長資料
（ 3）総務・財務資料
（ 4）編集・情報資料
（ 5）学術資料
（ 6）公益資料
（ 7）ホームページ資料
（ 8）各支部資料（第一支部、第二支部、第三支部、第四支部、第五支部、第六支部）
（ 9）議案書
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川越会場
上尾会場

― みんなのカプリッチオ ―

SART ランニングクラブ
2014 秋

小江戸川越ハーフマラソン　完走記

　今年もマラソンシーズンの秋に上
尾と川越の大会に参加しました。
　メンバー全員完走、恒例の補給宴
会で会話が弾みました。今回は埼玉
医大の荒木さんに完走記を頂きまし
たのでご紹介します。

 埼玉医科大学病院　荒木智一
　小江戸川越ハーフマラソン完走記を執筆させていただくことになりました、荒木智一です。私がマラソ
ンを始めたきっかけは、健康維持と体力強化でした。そんな中、何かしら目標を持ってマラソンをしたい
という気持ちと職場の上司の誘いもあっ
て、初ハーフマラソンに参加したのが一昨
年のことです。今年で 3回目の小江戸川越
ハーフマラソンとなりましたが、今年は今
までと違い、私にとってとてもつらいつら
い長旅となりました。
　今年から川越マラソンは日本陸連に登録
されたこともあり、例年にも増してたくさ
んの人でスタートは埋めつくされていまし
た。緊張感に包まれつつ号砲が鳴り、ぞろ
ぞろとスタートしました。最初のうちはお
祭りのような雰囲気の中、小江戸川越の街
並みを見ながら、また沿道の方々の温かい 川越　レース前
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声援もあり、気持ちの良い走りでした。このまま楽しく Finish まで行けるかなと思い走っていた 10km
地点．．．左膝に違和感を感じ始め、激痛になり、ついには歩いてしまいました。走ると痛みを感じ、一時
はリタイアも考えました。そんな時、沿道の子供たちから「最後まで諦めるなー！ゆっくりでもいいから
完走目指して頑張れー！」との声援を受けました。この声援をきっかけに、必ず諦めず完走してやるとい
う気持ちに変わりました。最後は職場の上司・同期や同じランナーの支えもあり、何とか Finish するこ

とができました。
　私にとって、本当につらいハー
フマラソンでしたが、途切れるこ
とのない沿道の方々の温かい声援
や同じランナー、職場の上司の支
えがなかったら、完走はできな
かったと思います。本当のことを
言えばマラソンはつらいですが、
それ以上に最後まで諦めない気持
ちや完走した時の達成感、沿道の
温かい声援を感じることのできる
素晴らしいスポーツだとあらため
て感じました。走った後の焼肉と
ビールは格別です。来年こそは、
万全の状態でまた走りたいです。川越補給宴会♪

SART ランニングクラブ　メンバー募集
　近年、ランニングがブームになっております。
　埼玉県内でも年間を通し多くのマラソン大会が開催されています。
　このランニングクラブは、埼放技会員内でも時々一緒の大会に出場することがあり、せっかくな
らチームで走りませんか？―という趣旨で始めたクラブ。また「関心はあるけど一人で大会に出る
のはちょっと・・」という方もチームとして一緒に出場すれば完走の喜びを皆さんで分かち合える
こと必至です。
　主な活動として、年 1 回程度メンバーで
同じ大会に出場。
　趣味の範囲で、以下のゆる〜い内容で
SARTランニングクラブの会員募集です。

「SART ランニングクラブ」
　1：練習は各自自主活動
　2：  大会出場の際所属は「SART」と記載
　3：  出場後は走った分のカロリーをビール

などで補給宴会
　4：  連絡窓口 

（肥沼 t-koinuma@sart.jp） 上尾補給宴会♪
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平成 26 年度役員名簿
役職名 氏　名 勤　務　先 勤務先電話 技師会メール

会　　　長 田中　　宏 埼玉県病院局 048-758-1852 h-tanaka@sart.jp
副　会　長 堀江　好一 JCHO さいたま北部医療センター 048-663-1671 k-horie@sart.jp
副　会　長 富田　博信 済生会川口総合病院 048-253-1551 h-tomita@sart.jp
常務理事（総　　務） 芦葉　弘志 丸山記念総合病院 048-757-3511 h-ashiba@sart.jp
常務理事（総　　務） 平野　雅弥 埼玉医科大学病院 049-276-1264 m-hirano@sart.jp
常務理事（財　　務） 結城　朋子 済生会川口総合病院 048-253-1551 t-yuuki@sart.jp
常務理事（学　　術） 今出　克利 さいたま市民医療センター 048-626-0011 k-imade@sart.jp
常務理事（編集・情報） 潮田　陽一 埼玉医科大学総合医療センター 049-228-3593 y-ushioda@sart.jp
常務理事（公　　益） 佐々木　健 上尾中央総合病院 048-773-1111 t-sasaki@sart.jp
理　　事（学　　術） 栗田　幸喜 済生会栗橋病院 0480-52-3611 k-kurita@sart.jp
理　　事（学　　術） 城處　洋輔 済生会川口総合病院 048-253-1551 y-kidokoro@sart.jp
理　　事（編集・情報） 八木沢英樹 JCHO 埼玉メディカルセンター 048-832-4951 h-yagisawa@sart.jp
理　　事（公　　益） 西山　史朗 久喜総合病院 0480-26-0033 s-nishiyama@sart.jp
理事 （総務） 第一支部 双木　邦博 さいたま市立病院 048-873-4111 k-namiki@sart.jp
理事 （総務） 第二支部 大西　圭一 所沢ハートセンター 042-940-8611 k-onishi@sart.jp
理事 （総務） 第三支部 渡部　進一 埼玉医科大学病院 0492-76-1264 s-watanabe@sart.jp
理事 （総務） 第四支部 齋藤　幸夫 深谷赤十字病院 048-571-1511 y-saito@sart.jp
理事 （総務） 第五支部 矢﨑　一郎 春日部市立病院 048-735-1261 i-yazaki@sart.jp
理事 （総務） 第六支部 高嶋　　豊 丸山記念総合病院 048-757-3511 y-takashima@sart.jp

　監事・顧問

　総務・財務委員会

役　　職　　名 氏　　　名 勤　　　務　　　先 勤務先電話 技師会メール
監　　　　事 山本　英明 東京電子専門学校 03-3982-3131 h-yamamoto@sart.jp
監　　　　事 鈴木　正人 埼玉県会議員 m-suzuki@sart.jp
顧　　　　問 橋本　里見 JCHO 埼玉メディカルセンター 048-832-4951 s-hashimoto@sart.jp

役　　職　　名 氏　　　名 勤　　　務　　　先 勤務先電話 技師会メール
顧問税理士 増田　利治 増田利治税理士事務所 048-649-1386

公益社団法人　埼玉県診療放射線技師会

役職名 氏　　名 勤　　　務　　　先 勤務先電話 技師会メール
委　員　長 芦葉　弘志 丸山記念総合病院 048-757-3511 h-ashiba@sart.jp
副委員長 結城　朋子 済生会川口総合病院 048-253-1551 t-yuuki@sart.jp
副委員長 平野　雅弥 埼玉医科大学病院 0492-76-1264 m-hirano@sart.jp
委　　員 堀江　好一 JCHO さいたま北部医療センター 048-663-1671 k-horie@sart.jp
委　　員 富田　博信 済生会川口総合病院 048-253-1551 h-tomita@sart.jp
委　　員 双木　邦博 さいたま市立病院 048-873-4111 k-namiki@sart.jp
委　　員 大西　圭一 所沢ハートセンター 042-940-8611 k-onishi@sart.jp
委　　員 渡部　進一 埼玉医科大学病院 049-276-1264 s-watanabe@sart.jp
委　　員 齋藤　幸夫 深谷赤十字病院 048-571-1511 y-saito@sart.jp
委　　員 矢崎　一郎 春日部市立病院 048-735-1261 i-yazaki@sart.jp
委　　員 高嶋　　豊 丸山記念総合病院 048-757-3511 y-takashima@sart.jp
委　　員 田中　達也 小川赤十字病院 0493-72-2333 t-tanaka@sart.jp
委　　員 矢部　　智 越谷市立病院 048-965-2221 s-yabe@sart.jp
委　　員 佐々木　剛 埼玉医科大学病院 049-276-1264 tsuyoshi-sasaki@sart.jp
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　学術委員会
役職名 氏　　名 勤　　　務　　　先 勤務先電話 技師会メール

委 員 長 今出　克利 さいたま市民医療センター 048-626-0011 k-imade@sart.jp
副委員長 栗田　幸喜 済生会栗橋病院 0480-52-3611 k-kurita@sart.jp
副委員長 城處　洋輔 済生会川口総合病院 048-253-1551 y-kidokoro@sart.jp
委　　員 尾形　智幸 さいたま赤十字病院 048-852-1111 t-ogata@sart.jp
委　　員 大森　正司 さいたま赤十字病院 048-593-1212 s-omori@sart.jp
委　　員 岡田　智子 さいたま赤十字病院 048-852-1111 s-okada@sart.jp
委　　員 中根　　淳 埼玉医科大学総合医療センター 049-228-3400 j-nakane@sart.jp
委　　員 土田　拓治 済生会川口総合病院 048-253-1551 t-tsuchida@sart.jp
委　　員 近藤　敦之 埼玉医科大学病院 049-276-1264 a-kondo@sart.jp
委　　員 滝口　泰徳 上尾中央総合病院 048-773-1111 y-takiguchi@sart.jp
委　　員 伊藤　寿哉 埼玉石心会病院 04-2953-6611 t-ito@sart.jp
委　　員 柴　　俊幸 所沢ハートセンター 04-2940-8611 t-shiba@sart.jp
委　　員 富田　博信 済生会川口総合病院 048-253-1551 h-tomita@sart.jp
委　　員 佐々木　健 上尾中央総合病院 048-773-1111 t-sasaki@sart.jp

　編集・情報委員会
役職名 氏　　名 勤　　　務　　　先 勤務先電話 技師会メール

委　員　長 潮田　陽一 埼玉医科大学総合医療センター 049-228-3593 y-ushioda@sart.jp
副委員長 八木沢英樹 JCHO 埼玉メディカルセンター 048-832-4951 h-yagisawa@sart.jp
委　　員 肥沼　武司 国立障害者リハビリテーションセンター 04-2995-3100 t-koinuma@sart.jp
委　　員 栗田　幸喜 済生会栗橋病院 0480-52-3611 k-kurita@sart.jp
委　　員 清水　邦昭 深谷赤十字病院 048-571-1511 k-shimizu@sart.jp
委　　員 菅野　方仁 大宮中央総合病院 048-663-2501 m-sugano@sart.jp
委　　員 宮崎　雄二 北里大学メディカルセンター 048-593-1212 y-miyazaki@sart.jp
委　　員 豊留　章裕 西大宮病院 048-644-0511 a-toyodome@sart.jp
委　　員 吉田　　敦 熊谷総合病院 048-521-0065 a-yoshida@sart.jp
委　　員 大友　哲也 埼玉医科大学総合医療センター 049-228-3400 t-otomo@sart.jp

　公益委員会
役職名 氏　　名 勤　　　務　　　先 勤務先電話 技師会メール

委　員　長 佐々木　健 上尾中央総合病院 048-773-1111 t-sasaki@sart.jp
副委員長 西山　史朗 久喜総合病院 0480-26-0033 s-nishiyama@sart.jp
委　　員 志藤　正和 済生会川口総合病院 048-253-1551 m-shito@sart.jp
委　　員 矢島　慧介 上尾中央総合病院 048-773-1111 k-yajima@sart.jp
委　　員 市浦　京子 上尾中央総合病院 048-773-1111 k-ichiura@sart.jp
委　　員 眞壁　耕平 久喜総合病院 0480-26-0033 k-makabe@sart.jp
委　　員 小山　　恵 防衛医科大学校病院 04-2995-1511 m-koyama@sart.jp
委　　員 内海　将人 済生会栗橋病院 0480-52-3611 m-uchiumi@sart.jp
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正 会 員 入 会 申 込 書

 　　年　　月　　日

公益社団法人埼玉県診療放射線技師会　　会長殿

私は貴会の目的に賛同し、下記により入会したく会費を添えて申し込みます。

フリガナ
性　別

男・女

　　生　　　年　　月　　日

西暦　　　　年　　月　　日氏　名

1．2．それぞれに○をつけご回答ください

1．今回の入会は［□新入会　□再入会　□転入］

2．□日本診療放射線技師会＆埼玉県診療放射線技師会へ入会

　　□埼玉県診療放射線技師会のみ入会

転入前の
所属技師会

フリガナ TEL　　　　　―　　　　　―　　　　　

勤務先名

フリガナ 〒

勤務先住所

フリガナ 〒 TEL　　　　　―　　　　　―　　　　　

自宅住所

E-mail
（携帯不可）
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会誌送付先 ①　勤務先　　　②　自宅
所属支部（地区）

診療放射線
技師免許

国家試験 第　　　　　　　回　　　　　　合格

登録 第　　　　　　　号　　　　　年　　　月　　　日　　　登録

免許取得の
学歴

入学年月日 西暦　　　　　　　年　　　　　月

卒業年月日 西暦　　　　　　　年　　　　　月

学校

関連分野の
最終学歴

学位 ある　　　　　　　　　なし

学位記番号

授与年月

授与機関
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会員異動届

ファックス送信票
下記の通り送信いたしますので、よろしくお願い致します。

受信者

送信者

ふりがな
届出会員名
技師会番号

①転出者は正確にご記入ください

②変更した項目をご記入ください

〒　　－
TEL　　　－　　　－

TEL　　　－　　　－
〒　　－

支部名 支部

平成　　　年　　　月　　　日

FAX番号：048－664－2733
公益社団法人埼玉県診療放射線技師会

氏　　名

施 設 名

施設住所
＊郵送の場合
　　〒331－0812　さいたま市北区宮原町２丁目51番地39
　　公益社団法人埼玉県診療放射線技師会
　　電話：048－664－2728

〒

公益社団法人埼玉県診療放射線技師会
　　会員登録変更届

転出先 （　　　　　）県へ転出 技師会費を（　　　　　　）年度まで納入

変

　更

　項

　目

○印
ふ　り　が　な

自 宅 住 所

ふ　り　が　な

勤 務 先 名

ふ　り　が　な

勤務先住所

ふ　り　が　な

改 　 　 姓

支 部 変 更

連絡先変更

第（　　）支部を第（　　）支部に
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平成 26 年度 （10-12） 予定
10 月 埼放技 日放技等 11 月 埼放技 日放技等 12 月 埼放技 日放技等

水 1 土 1 月 1
木 2 第 4 回常務理事会 日 2 火 2
金 3 月 3 水 3
土 4 火 4 木 4 第 5 回理事会
日 5 水 5 金 5
月 6 木 6 第 5 回常務理事会 土 6
火 7 金 7 日 7 胸部認定講習会
水 8 土 8 月 8
木 9 日 9 火 9
金 10 月 10 水 10
土 11 火 11 木 11
日 12 水 12 金 12
月 13 木 13 土 13
火 14 金 14 日 14
水 15 土 15 月 15
木 16 日 16 MRI 基礎講習会 火 16
金 17 月 17 水 17
土 18 火 18 木 18
日 19 水 19 金 19
月 20 木 20 土 20

火 21 金 21 SAITAMA　Cone　Beam　CT　
Technical　Meeting 日 21

水 22 土 22 月 22
木 23 第二支部　第 5 回勉強会 日 23 火 23

金 24 SAITAMA　MRI
Conference 月 24 水 24

土 25 火 25 木 25
日 26 水 26 金 26
月 27 木 27 第 3 回常務連絡会 土 27
火 28 金 28 日 28
水 29 土 29 Freed セミナー 月 29
木 30 日 30 DR 計測セミナー 火 30
金 31 水 31

平成 26 年度 （1-3） 予定
1 月 埼放技 日放技等 2 月 埼放技 日放技等 3 月 埼放技 日放技等

木 1 日 1 乳腺画像セミナー 技術学会
関東部会 日 1 埼玉県診療放射線技

師学術大会
金 2 月 2 月 2
土 3 火 3 火 3
日 4 水 4 水 4
月 5 木 5 第 6 回理事会 木 5 第 7 回常務理事会
火 6 金 6 金 6
水 7 土 7 土 7
木 8 第 6 回常務理事会 日 8 日 8
金 9 新春の集い 月 9 月 9
土 10 火 10 火 10
日 11 水 11 水 11
月 12 木 12 木 12
火 13 金 13 金 13
水 14 土 14 土 14
木 15 日 15 日 15
金 16 月 16 月 16
土 17 火 17 火 17

日 18 上部消化管検査認定
講習会 水 18 水 18

月 19 木 19 木 19
火 20 金 20 金 20
水 21 土 21 土 21
木 22 日 22 認定試験（胸部・消化管・CT） 日 22
金 23 月 23 月 23
土 24 火 24 火 24
日 25 CT 認定講習会 水 25 水 25
月 26 木 26 木 26

火 27 金 27 SAITAMA　MRI
Conference 金 27

水 28 土 28 土 28
木 29 第 4 回常務連絡会 日 29
金 30 月 30 役員選挙届出締切
土 31 火 31

平　成　26 年　度
埼玉県診療放射線技師会 年間スケジュール表日本診療放射線技師会等
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—編　集　後　記—

埼玉放射線　第 239 号
印　刷　　平成 27 年 1 月 16 日
発行日　　平成 27 年 1 月 22 日
発行所　　〒331−0812　さいたま市北区宮原町 2−51−39
　　　　　公益社団法人埼玉県診療放射線技師会
　　　　　Eメールアドレス
　　　　　　sart@beige.ocn.ne.jp
発行人　　公益社団法人埼玉県診療放射線技師会
　　　　　会　　長　　田　中　　　宏
　　　　　編集代表　　潮　田　陽　一
印　刷　　〒338−0007　さいたま市中央区円阿弥 5−8−36
　　　　　望　月　印　刷　株　式　会　社
　　　　　　　電話　048−840−2111

事　務　所
　〒331−0812
　さいたま市北区宮原町 2丁目 51 番 39
　公益社団法人埼玉県診療放射線技師会
　電　話　048−664−2728　FAX　048−664−2733
　Eメールアドレス　sart@beige.ocn.ne.jp

事務局長　　渡　辺　　　弘
事 務 員　　植　松　敏　江
勤務時間　　 9：00〜12：00
　　　　　　13：00〜15：00

　今年 2015 年の干支（えと）は、未（ひつじ）です。ひつじ年を調べてみると、ひつじ年生まれの方は、
穏やかで人情家ですが、頑固ともいえる芯の強さを持ち、大人しそうでありながらファイトがあるとされ
ているようです。群れをなす羊は、家族の安泰を意味しており、財テクなどの才を持つともいわれ、財を
成すことに向いた方が多いようです。私見として、ひつじ年の方は、ほんわかしていて、芯が強く、家族
思い、余裕のある仕事の出来る素晴らしい人のように感じます。ひつじ年生まれではないですが、このよ
うな人になれるように努力したいと思います。
　昨年を振り返ると編集委員会の大きなイベントは、ホームページがリニューアルし、会誌発行が 1・5・
7・10 月となりました。ホームページは一部の作業をメーカーに委託し、編集委員の負担が少し緩和され
たようにも感じます。今後、会誌発行時には今まで以上に学術発表・勉強会・講習会・機器メーカーの最
新技術などを紹介していきたいと考えています。会員の皆さま方に有益である情報提供発信を心掛けてい
きます。
　さて、今年は埼放技での大きなイベントに埼玉県診療放射線技師会役員選挙があります。当会が変わる
節目でもあり、慎重に行動しなければいけない年ともいえます。皆さま、総会選挙時にはご出席をよろし
くお願い致します。
　改めまして、明けましておめでとうございます。本年も編集・情報委員会をよろしくお願い致します。
 （くろヤギ）
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